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Ⅲ　安全で快適な生活環境づくり

現状のまま継続 39 現状のまま継続 59 現状のまま継続 54
改善しながら継続 8 改善しながら継続 27 改善しながら継続 15
終了 1 終了 終了 2
拡充 拡充 拡充 1
縮小 縮小 縮小 1
廃止 廃止 廃止
合計 48 合計 86 合計 73

Ⅴ　交流と連携による地域づくり

現状のまま継続 48 現状のまま継続 4 現状のまま継続 42
改善しながら継続 43 改善しながら継続 6 改善しながら継続 47
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現状のまま継続 9 現状のまま継続 255
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終了 終了 5
拡充 拡充 1
縮小 縮小 1
廃止 廃止 0
合計 14 合計 413

事務事業総括表
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Ⅳ　健康でふれあいのある
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Ⅵ　個性を生かし未来を拓く
ひとづくり

Ⅶ　新しいまちにふさわしい
行財政運営の推進

合　　計



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

1

Ⅰ三陸沿岸地
域の拠点都市
としての基盤形
成 三陸縦貫自動車道整

備事業

事業進捗率
・H28目標/実績：56%/78%
・総合評価
実施主体は国。事業費については、予定よりハイペースで計上されて
いる。要望活動により、開通時期未公表区間の解消につながることか
ら、平成32年度開通にむけて、引き続き要望活動を実施していく必要
がある。

現状のまま継続 建設課

2
八戸・久慈自動車道整
備事業

事業進捗率
・H28目標/実績：56%/46%
・総合評価
実施主体は国。事業費については、概ね予定通り計上されている。要
望活動により、開通時期未公表区間の解消につながることから、平成
32年度開通にむけて、引き続き要望活動を実施していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

3
三陸北縦貫道路整備
事業

事業進捗率
・H28目標/実績：56%/50%
・総合評価
実施主体は国。事業費については、概ね予定通り計上されている。要
望活動により、開通時期未公表区間の解消につながることから、平成
32年度開通にむけて、引き続き要望活動を実施していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

4
宮古盛岡横断道路整
備事業

事業進捗率
・H28目標/実績：56%/55%
・総合評価
実施主体は国。事業費については、概ね予定通り計上されている。要
望活動により、開通時期未公表区間の解消につながることから、平成
32年度開通にむけて、引き続き要望活動を実施していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

5
国道340号立丸峠工区
整備事業

事業進捗率
・H28目標/実績：70%/52%
・総合評価
実施主体は岩手県。平成28年台風第10号の影響により遅れが出てい
るが、平成30年度開通にむけて、引き続き必要に応じた要望活動を実
施していく必要がある。 現状のまま継続 建設課

6
国道340号押角峠工区
整備事業

事業進捗率
・H28目標/実績：32%/5%
・総合評価
実施主体は岩手県。平成28年台風第10号の影響により遅れが出てい
るが、平成34年度開通にむけて、引き続き必要に応じた要望活動を実
施していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

事務事業

③一般国道の整備促進
（事業進捗　国道106号、国道340号）
・H28目標/実績:62%/45%
・指標に基づく評価
台風10号の影響により遅れが出ているが、一定
の事業進捗が図られている。
・成果と課題
必要に応じて要望活動を継続していく必要が
ある。

基本施策
担当課
名

施策の体系・評価（平成28年度事業）

①高規格幹線道路の整備促進
（事業進捗（開通割合）：三陸縦貫自動車道）
・H28目標/実績:56%/75%
・指標に基づく評価
目標を大きく上回る進捗率となっている。
・成果と課題
要望活動により、開通時期未公表区間の解消
につながることから、引き続き要望活動を実施
していく必要がある。

1.都市間道路交通網の形成
　(盛岡市、仙台市、八戸市までの所
要時間)
・H28目標/実績:－/－
※所要時間は、事業完了後に算出す
ることになっている
（事業進捗率：目標/実績:56%/68%）
・指標に基づく評価
目標を上回る進捗率となっている。
・成果と課題
一部事業に遅れはあるものの、概ね予
定通り進捗している。要望活動により、
開通時期未公表区間の解消につなが
ることから、引き続き要望活動を実施し
ていく必要がある。

②地域高規格道路の整備促進
（事業進捗（開通割合）：宮古盛岡横断道路、
三陸北縦貫道路）
・H28目標/実績:56%/52%
・指標に基づく評価
概ね予定通り進捗している。
・成果と課題
要望活動により、開通時期未公表区間の解消
につながることから、引き続き要望活動を実施
していく必要がある。

評価 評価 評価
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

基本施策
担当課
名

評価 評価 評価

7
国道340号和井内工区
整備事業

事業進捗率
・H28目標/実績：100%/95%
・総合評価
実施主体は岩手県。概ね予定通り進捗していることから、平成29年度
完了に向けて、引き続き必要に応じた要望活動を実施していく必要が
ある。

現状のまま継続 建設課

8

④主要地方道・一般県道の整備促進
（事業進捗　重茂半島線、紫波江繋線、大槌小
国線）
・H28目標/実績:78%/62%
・指標に基づく評価
事業は進捗しているが、台風10号の影響により
遅れが出ているため、進展は大きくない。
・成果と課題
平成30年度開通にむけて、要望活動を継続し
ていく必要がある。

多重防災型まちづくり
推進事業（重茂半島
線）
・川代工区
・石浜工区
・千鶏工区
・里工区
・熊の平堀内工区
・堀内～津軽石工区

事業進捗率
・川代工区
　H28目標/実績：100%/85%
・石浜工区
　H28目標/実績：100%/43%
・千鶏工区
　H28目標/実績：100%/79%
・里工区
　H28目標/実績：84%/71%
・熊の平堀内工区
　H28目標/実績：70%/69%
・堀内～津軽石工区
　H28目標/実績：70%/56%
・総合評価
実施主体は岩手県。平成28年台風第10号の影響により遅れが出てい
るため、進展は大きくない。平成30年度開通にむけて、継続的に要望
活動を実施していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

9
津軽石停車場線道路
整備事業

事業進捗率
・H28目標/実績：60%/44%
・総合評価
実施主体は岩手県。平成28年台風第10号等の影響により遅れが出て
いるが、平成30年度開通にむけて、引き続き要望活動を実施していく
必要がある。

現状のまま継続 建設課

10

①市内幹線道路の整備
（幹線市道改良率、幹線市道舗装率）
・H28目標/実績:68%/55%
・指標に基づく評価
概ね順調に進展している。
・成果と課題
引き続き進捗状況を見ながら、事業費を計上し
ていく必要がある。

北部環状線道路整備
事業（県代行）

事業進捗率
・H28目標/実績：100%/96%
・総合評価
県代行事業。平成28年度中の供用開始を目指して事業を実施してい
たが、平成28年度台風第10号の影響で若干の遅れがでている。平成
29年度の事業完了にむけて、進捗状況を見ながら、事業費を計上して
いく必要がある。 現状のまま継続 建設課

2.市内交通網の整備
 (市道改良率)
・H28目標/実績:67%/67%
 (市道舗装率)
・H28目標/実績:80%/79%
・指標に基づく評価
概ね順調に進展している。
・成果と課題
市道改良率及び市道舗装率100%に向
け、市内交通網の整備促進を図って
いく必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

基本施策
担当課
名

評価 評価 評価

11
北部環状線（第2工区）
道路整備事業

事業進捗率
・H28目標/実績：54%/44%
・総合評価
平成30年度の供用開始を目指して概ね予定通りに進展している。進
捗状況を見ながら、事業費を計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

12
長根岩船線道路改良
事業

事業進捗率
・H28目標/実績：90%/80%
・総合評価
平成28年度内の道路改良完了を目指して事業を実施したが、平成28
年台風第10号の影響で若干の遅れがでている。平成30年度中の供用
開始を目指して、進捗状況を見ながら、事業費を計上していく必要が
ある。

現状のまま継続 建設課

13
磯鶏金浜線道路改良
事業

事業進捗率
・H28目標/実績：100%/90%
・総合評価
平成28年度内の道路改良完了を目指して事業を実施したが、平成28
年台風第10号の影響で遅れが出ている。平成31年度中の供用開始に
むけて、進捗状況を見ながら、事業費を計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

14
下大谷地花輪線道路
改良事業

事業進捗率
・H28目標/実績：82%/79%
・総合評価
平成29年度内の道路改良完了を目指してほぼ予定通りに進展してい
る。進捗状況を見ながら、事業費を計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

15
前須賀日立浜線道路
改良事業

事業進捗率
・H28目標/実績：60%/38%
・総合評価
平成29年度での道路改良完了を目指していたが、入札不調や平成28
年台風第10号の影響などで遅れがでている。平成31年度中の供用開
始を目指して、進捗状況を見ながら、事業費を計上する必要がある。

現状のまま継続 建設課

16
崎山松月線道路改良
事業

事業進捗率
・H28目標/実績：26%/14%
・総合評価
平成31年度内の道路改良完了を目指してほぼ予定通りに進展してい
る。進捗状況を見ながら、事業費を計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

17
摂待川線道路改良事
業

事業進捗率
・H28目標/実績：30%/17%
・総合評価
平成28年度中の道路改良完了を予定していたが、平成28年台風第10
号の影響で事業実施できない状況となっている。平成31年度中の供
用開始にむけて、災害復旧事業の進捗状況を見ながら、事業費を計
上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

2.市内交通網の整備
 (市道改良率)
・H28目標/実績:67%/67%
 (市道舗装率)
・H28目標/実績:80%/79%
・指標に基づく評価
概ね順調に進展している。
・成果と課題
市道改良率及び市道舗装率100%に向
け、市内交通網の整備促進を図って
いく必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

基本施策
担当課
名

評価 評価 評価

18 蟇目線道路改良事業

事業進捗率
・H28目標/実績：20%/6%
・総合評価
平成30年度内の道路改良完了を目指して事業を実施しているが、平
成28年台風第10号の影響で遅れが出ている。平成30年度中の供用開
始にむけて、進捗状況を見ながら、事業費を計上する必要がある。

現状のまま継続 建設課

19
新町根井沢線道路改
良事業（1工区）

事業進捗率
・H28目標/実績：25%/20%
・総合評価
平成31年度内の道路改良完了を目指してほぼ予定通りに進展してい
る。進捗状況を見ながら、事業費を計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

20
田鎖老木線道路改良
事業

事業進捗率
・H28目標/実績：28%/3%
・総合評価
平成30年度内の道路改良完了を目指して事業を実施しているが、平
成28年台風第10号の影響で遅れが出ている。平成30年度中の供用開
始にむけて、進捗状況を見ながら、事業費を計上する必要がある。

現状のまま継続 建設課

21
市街地10号線道路改
良事業

事業進捗率
・H28目標/実績：100%/100%
・総合評価
平成28年度で事業完了

終了 建設課

22
和井内ふるさと団地線
道路改良事業

事業進捗率
・H28目標/実績：4%/0.8%
・総合評価
平成28年度から事業実施しており、平成28年台風第10号の影響で遅
れが出ている。平成37年度の供用開始を目指して、他の道路事業の
進捗状況を見ながら、事業費を計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

23 松山線道路改良事業

事業進捗率
・H28目標/実績：68%/49%
・総合評価
平成33年度内の道路改良完了を目指しているが、用地交渉等で難航
しており、事業内容を精査したうえで、事業費を計上していく必要があ
る

改善しながら継
続

建設課

24
金浜4号線道路改良事
業

事業進捗率
・H28目標/実績：58%/11%
・総合評価
平成33年度での道路改良完了を目指しており、工事用道路の線形変
更に伴う用地取得に若干遅れが生じている。平成33年度中の供用開
始にむけて、進捗状況を見ながら、事業費を計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

②生活関連道路の整備
（生活関連道路改良率、生活関連道路舗装
率）
・H28目標/実績:45%/30%
・指標に基づく評価
一部事業で用地交渉等の難航や平成28年台
風第10号の影響による遅れがあるが、概ね順
調に進展している。
・成果と課題
引き続き進捗状況を見ながら、事業費を計上し
ていく必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

基本施策
担当課
名

評価 評価 評価

25
荒巻笹見内地区道路
整備事業

事業進捗率
・H28目標/実績：32%/17%
・総合評価
平成31年度内の供用開始を目指して事業を実施しているが、平成28
年台風第10号の影響で遅れが出ている。平成32年度中の供用開始に
むけて、進捗状況を見ながら、事業費を計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

26 永田線道路改良事業

事業進捗率
・H28目標/実績：100%/41%
・総合評価
平成28年度での道路改良完了を目指していたが、設計委託の入札結
果や平成28年台風第10号の影響により事業実績に遅れが出ている。
平成29年度中の供用開始にむけて、進捗状況を見ながら、事業費を
計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

27
道路維持管理事業（道
路維持管理補修）

事業進捗率
・H28目標/実績：100%/78%
・総合評価
台風10号の影響により事業実施に影響が出たが、安全な交通の確
保、不慮の事故防止のため、今後も継続して、不良箇所の改善を図
り、快適な道路環境を確保していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

28 船場踏切改良事業

事業進捗率
・H28目標/実績：100%/22%
・総合評価
JRの電気の復旧工事と合わせた工程のため、概ね予定通りである。平
成30年度中の完了にむけて、引き続き、事業の進捗を見ながら、事業
費を計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

29
生活道路維持修繕事
業（生活関連道路の路
面維持補修）

事業進捗率
・H28目標/実績：100%/100%
・総合評価
安全な交通の確保、不慮の事故防止のため、引き続き不良箇所の改
善を図り、快適な道路環境を確保していく。

現状のまま継続
川井総合
事務所

30
道路施設等長寿命化
修繕事業(橋梁分)

事業進捗率
・H28目標/実績：60%/60%
・総合評価
事業はおおむね予定通りに進捗していることから、事業の進捗を見な
がら、事業費を計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

31
道路施設等長寿命化
修繕事業(道路施設等
分)

事業進捗率
・H28目標/実績：14%/12%
・総合評価
事業はおおむね予定通りに進捗していることから、事業の進捗を見な
がら、事業費を計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

基本施策
担当課
名

評価 評価 評価

32
三陸鉄道経営強化支
援事業

三陸鉄道利用者数
・H28目標/実績：120,708人/73,695人
・総合評価
沿線自治体等の支援により、三陸鉄道の安全輸送が確保されており、
今後も鉄道事業再構築実施計画に基づき支援する必要がある。

現状のまま継続 企画課

33 三陸鉄道支援事業

三陸鉄道利用者数
・H28目標/実績：120,708人/73,695人
・総合評価
沿線自治体等の支援により、三陸鉄道の安全輸送が確保されており、
今後も鉄道事業再構築実施計画に基づき支援する必要がある。

現状のまま継続 企画課

34 鉄道利用促進事業

臨時列車利用者数
・H28目標/実績：-人/-人
・総合評価
JR山田線の不通により、事業を実施できなかった。開通後に向けて、
日常利用者を増やすための取り組みやツアーを実施する対象のイベ
ントについて検討していく必要がある。

改善しながら継
続

企画課

35 バス停整備事業

整備箇所数
・H28目標/実績：2箇所/2箇所
・総合評価
バス停を整備することで、降雨や降雪をしのげるようになり、利便性向
上につながることから、今後も可能な限り実施していく必要がある。

現状のまま継続 川井総合
事務所

36
生活交通（バス）路線
運行維持事業

バス路線数
・H28目標/実績:32路線/32路線
・総合評価
・バス路線は確保されているが、効率的路線バスの運行について検討
が必要である。

改善しながら継
続

企画課

37
川井地域バス運行管
理事業

地域バス利用者数
・H28目標/実績：5,238人/4,991人
・総合評価
系統数を維持して運行しているが、利用者の増加に向けて、効率的な
運行を検討する必要がある。

改善しながら継
続

川井総合
事務所

38
路線バス利用促進事
業

バス利用者数
・H28目標/実績：1,036千人/1,124千人
・総合評価
バス路線を維持するため、利用者を増加させる利用促進策に引き続き
取り組む必要がある。

現状のまま継続 企画課

3.公共交通の確保と充実
（鉄道・バスの市民1人当たりの年間利
用回数）…a）
・H28目標/実績:23.1回/23.2回
（公共交通に対する市民満足度）…b）
・H28目標/実績:－/－
・指標に基づく評価
a）実績は、目標値を上回っている。
b）市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される（H30実施
予定）。
・成果と課題
鉄道事業者及びバス事業者への財政
支援により公共交通体系を維持してい
る。ＪR山田線の早期復旧が課題であ
り、路線バスについては、効率的な運
行を図るため、路線の見直しや検討が
課題である。

①鉄道の確保・充実と利用促進
 (三陸鉄道/JR山田線利用者数)
・H28目標/実績:121千人/74千人（三鉄）
　　　　　　　　　　115千人/92千人（JR）
・指標に基づく評価
実績は、目標値を下回っている。H27年12月の
JR山田線門馬の土砂崩落事故による不通が要
因と考えられる。
・成果と課題
三陸鉄道は、持続的な経営がなされているもの
の、ＪR山田線の不通が、三陸鉄道の利用状況
にも影響している。JRの早期復旧に向けて、関
係機関と連携を図りながら、国等に対する要望
等の働きかけを行っていく必要がある。

②路線バスの確保・充実と利用促進
(路線バス利用者数)
・H28目標/実績:1,036千人/1,124千人
・指標に基づく評価
実績は、目標値を上回っている。JRの不通によ
るバスへ移行が要因と考えられる。
・成果と課題
路線の見直しについては、随時対応している。
応急仮設住宅の解消等を踏まえて、新しいまち
の形に合わせた公共交通体系を構築するた
め、関係機関と連携を図りながら見直しを進め
ていく必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

基本施策
担当課
名

評価 評価 評価

39

③新たな公共交通手法の活用
(新たな公共交通手法を活用した地域数)
・H28目標/実績:2地域/2地域
・指標に基づく評価
2地域において実施し、一定の効果があった。
・成果と課題

タクシー運行実証事業

タクシー利用者数
・H28目標/実績：-人/2,746人
・総合評価
鉄道や路線バスを利用しにくい地域の人々にとって、交通の利便性が
確保され、一定の効果があった。平成28年度から平成30年度まで、3
年間の実証・検証を踏まえて、今後の公共交通としての方向性を探っ
ていく。

現状のまま継続

新里総合
事務所
川井総合
事務所

40

①旅客船ターミナル等の整備促進
（「竜神崎防波堤」整備計画に対する整備率）
・H28目標/実績:－/概成
(「出崎ふ頭先端地区」整備計画に対する整備
率)
・H28目標/実績:－/63.1%
※県事業である。
・指標に基づく評価
国や県と連携しながら、効果的に事業を行って
いる。
・成果と課題
出崎ふ頭の交流拠点としての機能を充実させ
るために必要な事業であり、事業の継続が必要
である。

宮古港港湾整備事業

「竜神崎防波堤」整備計画に対する整備率
・H28目標/実績:－/概成
「出崎ふ頭先端地区」整備計画に対する整備率
・H28目標/実績:－/63.1%
・総合評価
出崎ふ頭の交流拠点としての機能を充実させるために必要な事業で
あり、引き続き事業を継続する必要がある。

現状のまま継続
観光港湾
課

41

②海洋レクリエーション施設の整備促進
（リアスハーバー宮古外郭施設の整備）
・H28目標/実績:－/未着手
※県事業である。
・指標に基づく評価
未着手につき評価不能
・成果と課題
引き続き県・国と協議を行い事業を進める必要
がある。

港湾総務一般事業
（リアスハーバー宮古
外郭施設の整備）

リアスハーバー宮古外郭施設の整備（着手の有無）
・H28目標/実績:－/未着手
※県事業であり、着手の有無については市が決められない
・総合評価
県と協議を行い、事業を進める必要がある。 改善しながら継

続
観光港湾
課

42

③物流機能の強化促進
（県営上屋の整備）
・H28目標/実績:－/未着手
※県事業である。
・指標に基づく評価
未着手につき評価不能
・成果と課題
引き続き県と協議を行い事業を進める必要があ
る。

港湾総務一般事業
（県営上屋の整備）

県営上屋の整備（着手の有無）
・H28目標/実績:－/未着手
※県事業であり、着手の有無については市が決められない
・総合評価
県と協議を行い、事業を進める必要がある。 改善しながら継

続
観光港湾
課

4.港湾機能の整備と充実
（整備計画に対する整備率）
・H28目標/実績:「竜神崎」－/概成、
「出崎ふ頭」－/63.1%
※県事業である。
(基本事業2～4の整備着手数)
・H28目標/実績:3/0
・指標に基づく評価
国や県と連携しながら効果的に事業を
行っているが、一部事業は未着手。
・成果と課題
引き続き国や県と協議・連携しながら
事業を進める必要がある。

3.公共交通の確保と充実
（鉄道・バスの市民1人当たりの年間利
用回数）…a）
・H28目標/実績:23.1回/23.2回
（公共交通に対する市民満足度）…b）
・H28目標/実績:－/－
・指標に基づく評価
a）実績は、目標値を上回っている。
b）市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される（H30実施
予定）。
・成果と課題
鉄道事業者及びバス事業者への財政
支援により公共交通体系を維持してい
る。ＪR山田線の早期復旧が課題であ
り、路線バスについては、効率的な運
行を図るため、路線の見直しや検討が
課題である。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

基本施策
担当課
名

評価 評価 評価

43

④耐震強化岸壁の整備促進
(耐震強化岸壁の整備)
・H28目標/実績:－/未着手
※県事業である。
・指標に基づく評価
未着手につき評価不能
・成果と課題
引き続き国・県と協議を行い事業を進める必要
がある。

港湾総務一般事業
(耐震強化岸壁の整備)

耐震強化岸壁の整備（着手の有無）
・H28目標/実績:－/未着手
※県事業であり、着手の有無については市が決められない
・総合評価
国、県と協議を行い、事業を進める必要がある。 改善しながら継

続
観光港湾
課

44

5.情報通信基盤の整備
(各基本事業の指標)
(携帯電話利用可能世帯数）
・H28目標/実績：100%/98.8%
(地上デジタル放送視聴可能世帯数)
・H28目標/実績：100%/100%
(FTTH利用可能世帯数)
・H28目標/実績：100%/94.5%
・総合評価
地上デジタルテレビ放送の視聴環境
は維持された。携帯電話、ＦＴＴＨの利
用可能世帯数は拡大しておらず、一
層の整備促進が必要である。

①情報通信網の整備促進
(携帯電話利用可能世帯数）
・H28目標/実績：100%/98.8%
(地上デジタル放送視聴可能世帯数)
・H28目標/実績：100%/100%
(FTTH利用可能世帯数)
・H28目標/実績：100%/94.5%
・総合評価
地上デジタルテレビ放送の視聴環境は維持さ
れた。携帯電話、ＦＴＴＨの利用可能世帯数は
拡大しておらず、一層の整備促進が必要であ
る。

テレビ難視聴解消事業

老朽改修が行われた世帯数
・H28目標/実績：105世帯/105世帯
・総合評価
各共聴組合への調査に基づく計画的な老朽改修を進めることにより、
地上デジタルテレビ放送を視聴できる環境が効率的に維持されている
ことから、現状のまま継続することが望ましい。

現状のまま継続 企画課

45
地域情報通信施設管
理事業

光ケーブルの整備延長
・H28目標/実績：150,900.0m/150,900.0m
・総合評価
地域住民の生活に直接かかわる情報通信基盤施設であり、今後も引
き続き、年間を通じて安定したサービス提供が行われるよう維持管理を
していく必要がある。

改善しながら継
続

川井総合
事務所

46
超高速ブロードバンド
基盤整備事業

FTTH利用可能世帯割合
・H28目標/実績：100%/94.5%
・総合評価
H28年度での完了を目標としていたが、工事予定地域の現状把握およ
び整備計画の見直しに不測の日数を要したため、事業に遅れが生じ
た。
H29年度完了に向けて、地域間の情報格差解消とICTを利用した新た
なまちづくり実現のため、継続して行っていく必要がある。

現状のまま継続 企画課

47
携帯電話不感地域解
消事業

新たに携帯電話が利用可能となった世帯数
・H28目標/実績：-世帯/-世帯
・総合評価
事業者の参画（事業者負担）、国の補助制度活用により効率的な施設
整備を図る必要があることから、引き続き県を通じて事業者への働きか
けを行う必要がある。

現状のまま継続 企画課

4.港湾機能の整備と充実
（整備計画に対する整備率）
・H28目標/実績:「竜神崎」－/概成、
「出崎ふ頭」－/63.1%
※県事業である。
(基本事業2～4の整備着手数)
・H28目標/実績:3/0
・指標に基づく評価
国や県と連携しながら効果的に事業を
行っているが、一部事業は未着手。
・成果と課題
引き続き国や県と協議・連携しながら
事業を進める必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

基本施策
担当課
名

評価 評価 評価

48

6.賑わいのある市街地の環境整備
(基盤整備に対する市民満足度)
・H28目標/実績:-%/-8%
・指標に基づく評価
市民意識調査の結果に基づく指標で
あり、5年ごとに実施される（H30実施予
定）。
・成果と課題
平成27年度までに、基本設計業務を
終えて用地取得等の目途が立ち、設
計・施工基本協定の締結に至った。本
体工事の着手に向けて、関連工事、
実施設計を計画期間内に終えて、事
業費の予算化と請負契約の議決を得
る必要がある。
・総合評価
実施設計の完了（平成28年9月）及び
請負契約の議決（平成28年9月）を得
て、工事着工に至った。平成30年7月
の竣工に向けて、引続き事業の推進を
図る。

①中心市街地の環境整備
(中心市街地の環境整備、拠点施設の整備)
・H28目標/実績:100%/8.9%
・指標に基づく評価
H27年度までに、基本設計等を終えて用地取
得等の目途が立った。
・成果と課題
H28年度から、実施設計・工事施工等を進め
る。
・総合評価
実施設計の完了（平成28年9月）及び請負契約
の議決（平成28年9月）を得て、工事着工に
至った。平成30年7月の竣工に向けて、引続き
事業の推進を図る。

中心市街地拠点施設
整備事業

事業進捗率
・H28目標/実績:100%/8.9%
・総合評価
実施設計の完了（平成28年9月）及び請負契約の議決（平成28年9月）
を得て、工事着工に至った。平成30年7月の竣工に向けて、引続き事
業の推進を図る。

現状のまま継続
復興推進
課

9



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

49

Ⅱ活力にみち
た産業振興都
市づくり

鳥獣被害防止対策事
業

鳥獣による被害額
・H28目標/実績:4,720千円/20,316千円
・総合評価
目標を達成していないが、電気牧柵等の設置や捕獲活動を促進する
ことで被害の軽減が期待される。
また、宮古市鳥獣被害対策実施隊の高齢化により、隊員数の減少が
見込まれるため、捕獲の担い手を育成する必要がある。

現状のまま継続 農林課

50 農業振興対策事業

農業振興対策事業補助対象者の生産量
・H28目標/実績:162t/172t
・総合評価
農業経営の安定を図り、安心安全な農産物の生産拡大に向けた取り
組みを支援していくことが重要。

現状のまま継続 農林課

51 畜産振興事業

牛飼養頭数
・H28目標/実績:1,033頭/931頭
・総合評価
概ね目標を達成しているが、本事業の活用し増頭を希望する畜産農
家が多く、補助件数の拡大を要望されている。

改善しながら継
続

農林課

52
公共牧場利用促進事
業

飼養頭数に対する放牧頭数の割合
・H28目標/実績:80.0%/91.9%
・総合評価
当市の特徴である複合経営による農家にとって、夏山冬里方式による
放牧を主体とした飼養管理を行うことで農繁期に労働力を農作物栽培
に充てることができ、効率的で多角的な経営が可能になる。また、牛に
係る労働力を軽減することで、飼養頭数の増頭が可能となり、経営規
模の拡大も期待できることから、今後も放牧の推進を図っていく必要が
ある。

現状のまま継続 農林課

53 地産地消推進事業

産地直売施設販売額
・H28目標/実績:34,243万円/36,291万円
・総合評価
農業体験や農産物販売イベントを通じ、生産者と消費者が直接交流
することで、消費者の地元農産物への関心が高まり、地元農産物の消
費拡大につながる。

現状のまま継続 農林課

54
学校給食用宮古米生
産協力事業

学校給食用宮古米生産量
・H28目標/実績:2,500袋/1,397袋
・総合評価
平成28より、米飯給食が週3日から4日に増えた。
生産者を増加し、生産量確保のために継続した取組みが必要である。

現状のまま継続 農林課

事務事業

担当課
名

1.農業の振興
(農業純生産額→総生産額)
・H28目標/実績:－/711百万円（H26）
※総合計画の指標である純生産額
は、H24で統計を終了し、H25から総
生産額を公表している。実績は総生産
額で、「H27版宮古市の統計」公表直
近数値H25を参照。当初設定の目標
値との比較ができないもの。（参考：
H31純生産額目標512百万円）
・指標に基づく評価
生産額が年々増加。農畜産物価格の
高値傾向が続いている。
・成果と課題
補助事業を活用した園芸作物や畜産
物の生産拡大が図られている。
一方、農家戸数の減少、耕作放棄地
の増加など、担い手・集落営農組織に
よる農地の集約化が必要。

①農畜産物の生産拡大
(宮古市内で生産される農産物生産量)
・H28目標/実績:162t/172t
(肉用子牛の飼養頭数)
・H28目標/実績:1,033頭/931頭
・指標に基づく評価
農業従事者の高齢化により、生産規模の減少
がみられるが、生産意欲のある農家や新規就
農者が規模拡大を行っている。
・成果と課題
農業生産に係る直接経費への補助について
は、再生産活動に対し一定の効果はあるものと
言える。また、規模拡大の一助にもつながって
いることから今後も継続し、農家所得の向上を
図るものである。

②地域農産物の消費拡大
(産地直売施設販売額)
・H28目標/実績:342百万円/363百万円
(学校給食食材供給割合)(重量比)
・H28目標/実績:30.0%/38.9%
・指標に基づく評価
地元志向は年々高くなっている。

・成果と課題
学校給食への食材供給のうち、米飯給食の回
数が増えたことにより、宮古産米の需要が増え
ている。

施策の体系・評価（平成28年度事業）

基本施策

評価 評価 評価

1



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

55
学校給食地産地消推
進事業

学校給食食材供給割合
・H28目標/実績:30％/38.9％
・総合評価
「まるごと宮古食材の日」を年間12回各給食センターで実施。これを契
機に地元産農林水産物への醸成が図られていることから、継続した取
組みが必要である。

現状のまま継続 農林課

56 果樹生産支援事業

植栽面積
・H28目標/実績:15a/0.48a
・総合評価
果樹の植栽にかかる経費を補助するもので、数量は多くないが毎年申
請があり、改植及び新植の促進につながっていると考える。今後は特
に復興りんご大夢の新植を増やしていく必要がある。

現状のまま継続 農林課

57
いわて地域農業マス
タープラン実践支援事
業

事業導入農家数
・H28目標/実績:20人/20人
・総合評価
農業経営の規模拡大のために、農業機械や施設の整備は必要不可
欠であり、農業者で組織する団体等に導入経費の補助を行っている。
事業実施により生産基盤強化が図られていることから、継続していくも
の。

現状のまま継続 農林課

58 農業相談員設置事業

農業相談活動時間
・H28目標/実績:600時間/91時間
・総合評価
年間を通じて相談体制があることは農業振興と担い手育成に有効であ
る。
農業相談員も一農家であることから、日々、各農家へ出向くことが難し
い状況ではあるが、今後も継続して相談活動を行うことが必要。農業
者においては、親しい農業者等に相談しているケースが多く、それ以
外が農業相談員に相談している傾向がある。より正確で広い知識のあ
る農業相談員への相談を促すＰＲが必要と思われる。

現状のまま継続 農林課

59 機構集積協力金

機構集積面積
・H28目標/実績:－ha/3.3ha
・総合評価
農業の生産性の向上、競争力の強化ため、担い手への農地集積・集
約化を進める必要があり、農地を貸し付けた地域等に対して協力金を
交付している。
今後も引き続き、農地集積が可能な農地を調査・把握し、地域の中心
となる経営体への農地集積を促進する必要がある。

現状のまま継続 農林課

1.農業の振興
(農業純生産額→総生産額)
・H28目標/実績:－/711百万円（H26）
※総合計画の指標である純生産額
は、H24で統計を終了し、H25から総
生産額を公表している。実績は総生産
額で、「H27版宮古市の統計」公表直
近数値H25を参照。当初設定の目標
値との比較ができないもの。（参考：
H31純生産額目標512百万円）
・指標に基づく評価
生産額が年々増加。農畜産物価格の
高値傾向が続いている。
・成果と課題
補助事業を活用した園芸作物や畜産
物の生産拡大が図られている。
一方、農家戸数の減少、耕作放棄地
の増加など、担い手・集落営農組織に
よる農地の集約化が必要。

②地域農産物の消費拡大
(産地直売施設販売額)
・H28目標/実績:342百万円/363百万円
(学校給食食材供給割合)(重量比)
・H28目標/実績:30.0%/38.9%
・指標に基づく評価
地元志向は年々高くなっている。

・成果と課題
学校給食への食材供給のうち、米飯給食の回
数が増えたことにより、宮古産米の需要が増え
ている。

③担い手の確保・育成
(認定農業者数)
・H28目標/実績:137人/64人
(新規就農者数)
・H28目標/実績:4人/2人
・指標に基づく評価
認定農業者については、目標の半数程度に留
まっているが、個々の経営体では年々販売額も
増加していることから、一定の成果を上げてい
ると考える。
・成果と課題
新規就農者への給付金等は農業者を育成する
うえで、不安を解消できる制度として定着してき
ているが、農業収入はまだ不安定であり、きめ
細やかなサポートを今後も実施していかなけれ
ばならない。

2



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

60

新規就農総合支援事
業
（青年就農給付金事
業）

青年就農者数
・H28目標/実績:2人/2人
・総合評価
担い手対策として、農業経営リスクを負っている新規就農者の経営が
軌道に乗るまでの間、給付金を支給している。本事業は新たに農業を
始める者にとって心強い事業であり、継続した取組みが必要である

現状のまま継続 農林課

61 新規就農対策事業

新規就農者数
・H28目標/実績:４人/2人
・総合評価
青年就農給付金事業の対象外の年齢の者や、研修を受け入れる農家
等の補助により担い手確保の強化を図っているところであり、さらに強
力に進めるため拡充し継続する必要がある。

改善しながら継
続

農林課

62
農業経営基盤強化資
金利子補給事業

農業経営基盤強化資金活用件数
・H28目標/実績:9件/8件
・総合評価
農業経営基盤強化資金の貸付を受けた認定農業者に対して利子補
給を交付し、経営規模拡大に取り組む農業者へ支援している。引き続
き本事業の実施が必要である。

現状のまま継続 農林課

63
認定農業者育成支援
事業

認定農業者数
・H28目標/実績:137人/65人
・総合評価
意欲ある農業者を認定農業者として認定し、経営改善や能力向上に
向けた活動を支援することは、担い手不足解消及び地域農業の発展
のために必要である。

現状のまま継続 農林課

64 耕作放棄地解消事業

耕作放棄地解消面積
・H28目標/実績:10.0ha/0.0ha
・総合評価
増加傾向にある耕作放棄地の解消と発生防止に努め、農地の保全や
再生利用を促進する必要がある。

現状のまま継続 農林課

65
中山間地域等直接支
払交付金事業

耕地面積
・H28目標/実績:200ha/174.2ha
・総合評価
現在14の集落協定と4の個別協定を実施。各集落協定の実施により、
農地の保全及び共同作業により、地域の景観保持されている。今後
は、多面的機能と合わせて実施する地域を検討していく。

現状のまま継続 農林課

66
多面的機能支払交付
金事業

耕地面積
・H28目標/実績:200ha/171.7ha
・総合評価
現在８地区に活動組織があり、共同活動を通じて農業用施設等の維
持活動を実施している。併せて地域資源の活用や保全管理活動を実
施し、農村の多面的機能の維持・発揮に大きく貢献している。この活動
を他の地域にも拡大することが課題。

現状のまま継続 農林課

1.農業の振興
(農業純生産額→総生産額)
・H28目標/実績:－/711百万円（H26）
※総合計画の指標である純生産額
は、H24で統計を終了し、H25から総
生産額を公表している。実績は総生産
額で、「H27版宮古市の統計」公表直
近数値H25を参照。当初設定の目標
値との比較ができないもの。（参考：
H31純生産額目標512百万円）
・指標に基づく評価
生産額が年々増加。農畜産物価格の
高値傾向が続いている。
・成果と課題
補助事業を活用した園芸作物や畜産
物の生産拡大が図られている。
一方、農家戸数の減少、耕作放棄地
の増加など、担い手・集落営農組織に
よる農地の集約化が必要。

③担い手の確保・育成
(認定農業者数)
・H28目標/実績:137人/64人
(新規就農者数)
・H28目標/実績:4人/2人
・指標に基づく評価
認定農業者については、目標の半数程度に留
まっているが、個々の経営体では年々販売額も
増加していることから、一定の成果を上げてい
ると考える。
・成果と課題
新規就農者への給付金等は農業者を育成する
うえで、不安を解消できる制度として定着してき
ているが、農業収入はまだ不安定であり、きめ
細やかなサポートを今後も実施していかなけれ
ばならない。

④農地の保全・活用
(耕地面積)
・H28目標/実績:2,274ha/2,542ha
・指標に基づく評価
　規模拡大などで、新たに耕作する動きも出て
きている。国庫交付金事業の導入によって地域
の資源活用や景観維持など積極的に取り組ん
でいる地域もあることから地域間の温度差が感
じられる。
・成果と課題
　耕作放棄地解消事業や中山間地域等直性
支払交付金事業の取組みで地域によっては耕
作面積が増えたところもありますが、条件不利
地域や高齢化による労働欲不足は依然として
解消されてはいない。

3



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

67

⑤農村環境の整備
(農道整備延長)
・H28目標/実績:99,403m/98,153ｍ
・指標に基づく評価
　近年は、老朽化した農道の修繕改修の比重
が高まり、整備延長への着手が難しい状況であ
る。
・成果と課題
農業者が安全に利用できるよう補修管理を計
画的に実施する。集落営農組織と協力して施
設の維持管理を推進することが重要。

農業用施設維持補修
事業

農道整備延長
・H28目標/実績:99,403ｍ/98,153ｍ
・総合評価
　近年は、老朽化した農道の修繕改修の比重が高まり、整備延長への
着手が難しい状況だが、営農には不可欠な事業であることから、継続
して実施すべきである。 現状のまま継続 農林課

68
市有林等造成・整備事
業（分収林保育・公有
林造成）

施業面積
・H28目標/実績:96.25ha/43.98ha
・総合評価
市民の財産である市有林・市行造林の有利な運用と活用を図るために
適正な保育管理を行う必要がある。これにより将来的に優良材の生産
も期待される。

現状のまま継続 農林課

69
森林づくり事業（森林
整備補助事業）

森林整備面積
・H28目標/実績:217ha/83.48ha
・総合評価
台風10号災害により、年度後半の森林整備に大きな影響を受けた。造
林の低迷は依然として深刻化している。再造林の減少はその森林整
備（施業）の減少に直結することから、今後、森林整備の事業量はます
ます減少することになる。横ばいを目標に据えているが、非常に厳しい
状況にある。

改善しながら継
続

農林課

1.農業の振興
(農業純生産額→総生産額)
・H28目標/実績:－/711百万円（H26）
※総合計画の指標である純生産額
は、H24で統計を終了し、H25から総
生産額を公表している。実績は総生産
額で、「H27版宮古市の統計」公表直
近数値H25を参照。当初設定の目標
値との比較ができないもの。（参考：
H31純生産額目標512百万円）
・指標に基づく評価
生産額が年々増加。農畜産物価格の
高値傾向が続いている。
・成果と課題
補助事業を活用した園芸作物や畜産
物の生産拡大が図られている。
一方、農家戸数の減少、耕作放棄地
の増加など、担い手・集落営農組織に
よる農地の集約化が必要。

2.林業の振興
・H28目標/実績:－/1,581百万円
（H26）
※総合計画の指標である純生産額
は、H24で統計を終了し、H25から総
生産額を公表している。実績は総生産
額で、「H27版宮古市の統計」公表直
近数値H26を参照。当初設定の目標
値との比較ができないもの。
・指標に基づく評価
生産額が年々増加。
・成果と課題
生産額は増加しているが、林家、林業
従事者とも減少傾向で高齢化が進ん
でおり、担い手の確保が課題。

①計画的な森林整備の推進
(森林整備面積)
・H28目標/実績:302ha/211.54ha
・指標に基づく評価
森林整備については、私有林、市有林ともに目
標を下回る実績だった。森林地域活動支援交
付金についても、目標を下回る実績だった。
・成果と課題
台風10号災害により、私有林、市有林ともに年
度後半の森林整備が大きな影響を受けた。林
道等の路網の復旧を急ぐ必要がある。私有林
については、木材価格の低迷が山林所有者の
森林整備に対する意欲の低下につながってい
る。森林整備の低コスト化など、山林所有者の
負担軽減対策が必要。市有林については、引
き続き間伐や伐跡の植栽、保育に努める。
森林地域活動支援交付金については、森林組
合の施業プランナーの活動が本格化しており、
来年度以降の実績に期待することができる。

4



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

70
森林整備地域活動支
援事業

森林経営計画策定面積
・H28目標/実績:4,058ha/553.43ha
・総合評価
林業採算性の悪化による林業生産活動の停滞や森林所有者の高齢
化等により、必要な森林施業が進まない状態にあり、森林施業を促進
する必要がある。また、森林のもつ公益的機能の低下は、市民生活に
影響を及ぼすことから、その面からも促進していく必要がある。

現状のまま継続 農林課

71
木材利用促進事業（ス
トーブ設置事業）

導入実績（台数）
・H28目標/実績:30台/19台
・総合評価
ペレットストーブ及び薪ストーブともに、同規模の石油ストーブ等に比
べて依然として高値であることから、地球温暖化防止策としても支援を
継続すべきである。
県内のペレット生産工場が閉鎖したため、市内でペレットを入手しにく
い状況が続いており、実績は目標に届いていないが、薪ストーブは毎
年堅調に伸びており、地元産の薪も小売店を通じて安定的に供給され
るようになってきている。

現状のまま継続 農林課

72
木材利用促進事業（地
域木材利用住宅推進
事業）

建築戸数
・H28目標/実績:（一般（被災者））140棟（130棟）/126棟（109棟）
・総合評価
宮古産材、県産材を一定割合以上して新築・増築する住宅に対して
補助し、市民の地元木材に対する啓発と利用促進を図り、地域の林業
振興に資している。また、被災者が再建する住宅への地域木材を推進
している。

現状のまま継続 農林課

73
しいたけほだ木整備事
業

乾しいたけ総生産量
・H28目標：20,000㎏/実績:7,857㎏
・総合評価
産地として生き残るため、安定した生産体制の確立が必要。そのため
には、小規模でもできるだけ多くの生産者を確保する必要があり、生産
者の裾野の広さを構築するためにも生産基盤であるほだ木の整備に
対する補助は引き続き行っていく必要がある。

現状のまま継続 農林課

74
菌茸類生産拡大対策
事業

乾しいたけ総生産量
・H28目標：20,000㎏/実績:7,857㎏
・総合評価
種駒購入に係る経費への補助は、生産意欲が低下した生産者に生産
継続を促すための対策であるが、出荷組織でもある種菌販売業者を
事業実施主体としていることが、生産者の生産意欲の向上につながっ
ている。

現状のまま継続 農林課

2.林業の振興
・H28目標/実績:－/1,581百万円
（H26）
※総合計画の指標である純生産額
は、H24で統計を終了し、H25から総
生産額を公表している。実績は総生産
額で、「H27版宮古市の統計」公表直
近数値H26を参照。当初設定の目標
値との比較ができないもの。
・指標に基づく評価
生産額が年々増加。
・成果と課題
生産額は増加しているが、林家、林業
従事者とも減少傾向で高齢化が進ん
でおり、担い手の確保が課題。

①計画的な森林整備の推進
(森林整備面積)
・H28目標/実績:302ha/211.54ha
・指標に基づく評価
森林整備については、私有林、市有林ともに目
標を下回る実績だった。森林地域活動支援交
付金についても、目標を下回る実績だった。
・成果と課題
台風10号災害により、私有林、市有林ともに年
度後半の森林整備が大きな影響を受けた。林
道等の路網の復旧を急ぐ必要がある。私有林
については、木材価格の低迷が山林所有者の
森林整備に対する意欲の低下につながってい
る。森林整備の低コスト化など、山林所有者の
負担軽減対策が必要。市有林については、引
き続き間伐や伐跡の植栽、保育に努める。
森林地域活動支援交付金については、森林組
合の施業プランナーの活動が本格化しており、
来年度以降の実績に期待することができる。

②地域材の利用促進
(地域木材利用住宅棟数)
・H28目標/実績:（一般（被災者））140棟（130
棟）/126棟（109棟）
・指標に基づく評価
目標をほぼ達成している。
・成果と課題
震災の住宅再建需要に対する事業の効果が
現れたものと思われる。間伐の更なる促進や伐
採跡地の再造林の推進、製材業の乾燥施設の
整備拡大などが課題である。
バイオマスストーブの導入促進については、内
陸のペレット工場の閉鎖や灯油の価格安定な
ど逆風が吹き続ける中で、二次燃焼機能付きま
きストーブの導入が堅調でまずまずの実績であ
る。

③特用林産物の生産拡大
(特用林産物生産量:乾しいたけ　生産者ひとり
あたり )
・H28目標/実績：200㎏/132kg
・指標に基づく評価
目標を下回った。
・成果と課題
震災の風評被害で意欲を失った生産者が多
く、ひとりあたりの生産量の低下に歯止めがか
からない。価格の持ち直し傾向は続いている
が、価格の持ち直しとともに原木調達の困難化
という問題が発生したため生産量回復の足か
せになっている。
台風10号災害でほだ木に被害を受けた生産者
があり、秋収穫に影響を受けた。原木を採集し
ている山林までの作業道に被害を受けた生産
もいる。
これまでの対策を継続しながら、生産活動の活
性化につながる対策の検討が必要。

5



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

75
原木マイタケ生産振興
事業

植菌原木頒布数
・H28目標/実績：19,650個/14,829個
・総合評価
まいたけをはじめとする各種きのこの培養育成を行い、市民に培養菌
木を供給することで地域の活性化を図りきのこの里づくりを確立してい
くため、まいたけ菌木代金単価の見直しやふるさと納税の贈答品、学
校給食への活用等を検討しながら、設置から26年余り経過した生産施
設の整備を促進していく必要がある。

改善しながら継
続

川井総合
事務所

76
特用林産施設整備事
業

乾しいたけ総生産量
・H28目標：20,000㎏/実績:7,857㎏
・総合評価
高齢化が進む中で生産量の増大を図るためには、生産の効率化が必
要である。
生産者組織である宮古市しいたけ主産地化推進協議会の各生産組
合を支援することにより、生産機械の共同利用や生産知識の共有、共
同作業をより一層強化していく必要がある。

現状のまま継続 農林課

77

④担い手の確保・育成
(林業新規就業者数:単年度)
・H28目標/実績:3人/0人
・指標に基づく評価
目標を下回った。
・成果と課題
林業新規就業者については、所有山林からの
木材生産で生計を維持する者の育成はこの地
域では困難であることから、特用林産物の生産
者の育成を目指した対策としたが、震災の影響
が大きく、実績を上げることができていない。
風評被害を乗り越えて乾しいたけの価格が持
ち直しつつあることから、今後は、目標達成に
つながる制度にするための改善策の検討が必
要である。

林業担い手対策事業
（林業新規就業等対策
事業）

補助対象者数
・H28目標/実績:3人/0人
・総合評価
林業従事者の高齢化及び高齢者不足による林業の衰退が進む中で、
新たな担い手を確保していくことは、対象者の掘り起しが困難ではある
ものの重要な対策である。
しいたけ生産は、風評被害による価格の低迷等、震災の影響が大きく
影響している。乾しししいたけの価格は持ち直してきているが、全国的
にホダ木が入手しにくい状況が続いていることも、新規就業をためらう
大きな要因になっており実績を上げることができていない。

改善しながら継
続

農林課

2.林業の振興
・H28目標/実績:－/1,581百万円
（H26）
※総合計画の指標である純生産額
は、H24で統計を終了し、H25から総
生産額を公表している。実績は総生産
額で、「H27版宮古市の統計」公表直
近数値H26を参照。当初設定の目標
値との比較ができないもの。
・指標に基づく評価
生産額が年々増加。
・成果と課題
生産額は増加しているが、林家、林業
従事者とも減少傾向で高齢化が進ん
でおり、担い手の確保が課題。

③特用林産物の生産拡大
(特用林産物生産量:乾しいたけ　生産者ひとり
あたり )
・H28目標/実績：200㎏/132kg
・指標に基づく評価
目標を下回った。
・成果と課題
震災の風評被害で意欲を失った生産者が多
く、ひとりあたりの生産量の低下に歯止めがか
からない。価格の持ち直し傾向は続いている
が、価格の持ち直しとともに原木調達の困難化
という問題が発生したため生産量回復の足か
せになっている。
台風10号災害でほだ木に被害を受けた生産者
があり、秋収穫に影響を受けた。原木を採集し
ている山林までの作業道に被害を受けた生産
もいる。
これまでの対策を継続しながら、生産活動の活
性化につながる対策の検討が必要。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

78
みやこ市民の森づくり
事業

森林・林業体験事業等の参加者数
・H28目標/実績:1,100人/1190人
・総合評価
社会人の参画を促すため、イベントの休日開催などに取り組んでいる
が、児童生徒の学校行事としての参加が難しくなるという側面もあり、
参加者数の確保という意味ではジレンマを抱えている。
企業の森への発展も視野に入れて、イベントへの参加を地元企業に
直接呼びかける方法にも取り組んでいるところである。

改善しながら継
続

農林課

79 木の博物館推進事業

木の博物館入館者数
・H28目標/実績：450人/363人
・総合評価
木の博物館１７分館の適正な維持管理と分館ツアーのPR強化等、入
館者の増加につながる対策を検討していく必要がある。

現状のまま継続
川井総合
事務所

80 企業の森づくり事業

企業の森づくり活動等協定締結数
・H28目標/実績:1件/0件
・総合評価
実績としては、協定締結に至っていないが、市有林の造林未済地にお
いて再造林を行うことは資源的な面と公益的な面から必要である。そ
の費用について企業の支援を受けることができることから効率的であ
る。

現状のまま継続 農林課

2.林業の振興
・H28目標/実績:－/1,581百万円
（H26）
※総合計画の指標である純生産額
は、H24で統計を終了し、H25から総
生産額を公表している。実績は総生産
額で、「H27版宮古市の統計」公表直
近数値H26を参照。当初設定の目標
値との比較ができないもの。
・指標に基づく評価
生産額が年々増加。
・成果と課題
生産額は増加しているが、林家、林業
従事者とも減少傾向で高齢化が進ん
でおり、担い手の確保が課題。

⑤森林づくり活動の推進数
(事業参加者数)
・H28目標/実績:1,100人/1,190人
・指標に基づく評価
目標を上回った。
・成果と課題
児童生徒を対象とした事業については、授業
の一環として定着しているものもあるが、児童生
徒の全体数の減少もあるため、社会人が参加
しやすい事業の展開が必要。体験イベントを休
日に実施するなどしているものの、参加者が固
定化している。
企業との連携については、プレゼントツリーイン
宮古の植栽事業が4年間で15ha近い実績を挙
げた。事業地を拡大したいとの申し出を受け、
候補地の選定まで進めたところで台風災害に
見舞われ、候補地までのアクセスが被災してし
まった。

7



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

81 栽培漁業推進事業

アワビ稚貝放流数
・H28目標/実績:3,000,000個/2,698,000個
・総合評価
管内のアワビ種苗生産施設はH25に復旧し、H27から種苗放流可能に
なった。宮古市のアワビ生産量は日本一であるが、海洋環境の変化等
により、本市を含め全国のアワビの生産量は減少傾向にある。

現状のまま継続 水産課

82
栽培漁業推進事業（岩
手県栽培漁業協会負
担金）

全県のヒラメ放流数
・H28目標/実績:1,100,000尾/1,133,400尾
・総合評価
ヒラメ放流事業は、岩手県栽培漁業基本計画に基づき実施されてお
り、第7次計画（H27～H30）において、市町村負担の軽減、経費節減
のため、放流サイズの見直しが行われている。 現状のまま継続 水産課

83 漁業共済掛金補助

漁業共済加入率
・H28目標/実績:100%/94.7%
・総合評価
養殖漁業の生産・経営は、異常気象や海況状況に左右される。漁業
の再生産、漁業経営の安定に資するため、漁業共済への加入を促進
する必要がある。

現状のまま継続 水産課

84
水域環境美化推進事
業

海岸漂着物回収率
・H28目標/実績:100%/100%
・総合評価
漁業生産活動が円滑に行われるよう事業継続の必要がある。

現状のまま継続 水産課

85
県営漁港整備事業負
担金

整備率
・H28目標/実績:46%/46%
・総合評価
県営漁港の整備事業に対して、事業計画に合わせた負担金支出とす
ることにより、漁業者への使い勝手のよい漁業生産基盤施設の提供が
できるもの。

現状のまま継続 水産課

86
地域水産物供給基盤
整備事業

整備率
・H28目標/実績:48％/48％
・総合評価
漁港の基本施設である外郭施設、係留施設等の整備をすることによ
り、港内静穏度の向上、漁船避難回数の減少が図られ、漁業者の安
全安心な作業環境が創出されるため、安定した水産物の供給が図ら
れる。

現状のまま継続 水産課

87 漁村再生交付金事業

整備率
・H28目標/実績:4％/4%
・総合評価
漁業者の安全安心な作業環境を提供する施設整備事業であり、事業
実施にあたっては、優先順位付けを行いながら今後も事業を継続して
いく。

改善しながら継
続

水産課

3.水産業の振興
(水産業純生産額→総生産額)
・H28目標/実績:－/4,914百万円
（H26）
※総合計画の指標である水産物純生
産額は、H24で統計を終了し、H25か
ら水産物総生産額を公表している。実
績は水産物総生産額で、「H28版宮古
市の統計」公表直近数値H26を参照。
当初設定の目標値との比較ができな
いもの。（参考：H31純生産額目標
4,075百万円）
・指標に基づく評価
震災以降の水産物総生産額は増加し
ている。（Ｈ25→Ｈ26）
・成果と課題
水産物総生産額は増加しているが、
漁業者の高齢化及び担い手が減少傾
向にあることから、担い手の確保が課
題。

①生産の拡大
(魚市場水揚量)
・H28目標/実績:49,177t/23,899t
(養殖漁業生産量)
・H28目標/実績:15,558t/8,157t
・指標に基づく評価
魚市場水揚げ量は、サケ、サンマ等の不漁によ
り前年より減少している。養殖漁業生産量は回
復傾向にある。種苗等放流事業や漁業共済掛
金補助を継続することにより安定した生産につ
ながっている。
・成果と課題
養殖漁業は各種事業を推進することにより生産
量が回復傾向にある。漁業者の高齢化と担い
手不足が課題。

②漁港・漁場・漁村の整備
(整備率)
・H28目標/実績:17%/17%
・指標に基づく評価
目標は達成している。
・成果と課題
漁港整備事業については、県営事業において
は、負担金を支出することで県が進め、市営事
業においては、震災前からの継続事業を確実
に行っている。
今後の漁港整備は、長期計画の策定を行う中
で新たな方向性が見えることも考えられ、見直
しも視野に入れなければならない。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

88
漁港施設機能強化事
業

整備率
・H28目標/実績:1％/1%
・総合評価
長期計画の策定結果を見ながら、事業費の修正を行う。

改善しながら継
続

水産課

89

③経営基盤の強化
(漁協組合員数)
・H28目標/実績:2,364人/2,120人
・指標に基づく評価
組合員数の減少が継続している状況で、作業
の省力化・効率化を図るための設備更新への
支援が必要。
・成果と課題
漁業者等が行う漁業施設の近代化が図られて
いるが、漁業者の高齢化や労働者不足は依然
として大きな課題となっている。

漁業近代化利子補給

漁協組合員数
・H28目標/実績:2,364人/2,120人
・総合評価
漁業者の減少、高齢化が進んでいく中で、労働力の軽減・効率化を図
るために設備の更新は必要不可欠であり、漁業者等の経営の安定を
支援するため、今後も継続する必要がある。

現状のまま継続 水産課

90

④担い手の確保・育成
(漁協新規組合員数)
・H28目標/実績:64人/53人
・指標に基づく評価
年度により増減はあるものの新規組合員数は
一定程度確保できている。
・成果と課題
目標値に近い数値の新規組合員数となってい
るが、組合員数総体では依然として減少傾向。

水産担い手育成事業

新規漁業就業者数
・H28目標/実績:10人/15人（継続10人・新規5人）
・総合評価
漁業者の担い手の確保・育成は緊喫の課題。
H22から始まった当事業により、これまで21名が研修を終え漁業に従
事しており、成果が出ていると判断できることから、今後も改善しながら
継続し、新規漁業者を育成していく必要がある。

改善しながら継
続

水産課

91 水産物消費拡大事業

宮古さんまふるさと便出荷数、さんまゆうパック取扱数
・H28目標/実績:40,000件/37,134件
・総合評価
目黒のさんま祭りも首都圏では季節の風物詩としての一大イベントに
認知されており、宮古のさんまに対する注目度は非常に高いものと
なっている。今後も宮古のさんまを全国にPRできる機会であり、消費拡
大に繋がるものとして継続していく必要がある。

現状のまま継続 水産課

92 廻来船誘致対策事業

廻来船水揚隻数
・H28目標/実績:6,800,539千円/8,196,196千円
・総合評価
魚市場の経営安定と加工原料の確保のため、廻来船の誘致活動と受
け入れ態勢を強化し、改善しながら継続して魚市場の水揚げ量を増大
させていく必要がある。

改善しながら継
続

水産課

3.水産業の振興
(水産業純生産額→総生産額)
・H28目標/実績:－/4,914百万円
（H26）
※総合計画の指標である水産物純生
産額は、H24で統計を終了し、H25か
ら水産物総生産額を公表している。実
績は水産物総生産額で、「H28版宮古
市の統計」公表直近数値H26を参照。
当初設定の目標値との比較ができな
いもの。（参考：H31純生産額目標
4,075百万円）
・指標に基づく評価
震災以降の水産物総生産額は増加し
ている。（Ｈ25→Ｈ26）
・成果と課題
水産物総生産額は増加しているが、
漁業者の高齢化及び担い手が減少傾
向にあることから、担い手の確保が課
題。

②漁港・漁場・漁村の整備
(整備率)
・H28目標/実績:17%/17%
・指標に基づく評価
目標は達成している。
・成果と課題
漁港整備事業については、県営事業において
は、負担金を支出することで県が進め、市営事
業においては、震災前からの継続事業を確実
に行っている。
今後の漁港整備は、長期計画の策定を行う中
で新たな方向性が見えることも考えられ、見直
しも視野に入れなければならない。

⑤流通加工体制の整備
(魚市場水揚額)
・H28目標/実績:6,800,539千円/8,196,196千
円
・指標に基づく評価
サケ、サンマの不漁が続く中で、近年の魚価単
価の上昇により水揚げ金額は目標値を上回っ
ている。水揚げは様々な要因により増減する
が、廻来船誘致活動により一定の効果を得て
いる。
・成果と課題
衛生品質管理が徹底され取り扱う水産物の評
価は高い。廻来船の水揚げが全体の約半数を
占めており、継続して誘致活動に取り組む。冷
凍、冷蔵能力の増大が課題である。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

93

⑥河川漁業の推進
(閉伊川漁協遊漁券発行件数（行使を含む)）
・H28目標/実績:2,925件/3,028件
・指標に基づく評価
放流事業とカワウの食害防除対策を継続するこ
とにより資源の増加が図られ、遊漁者数の増加
につながっている。
・成果と課題
増殖事業による放流数量の維持と河川環境の
維持保全活動により遊漁者数が回復傾向にあ
る。カワウの食害があり継続して対策に取り組
む必要がある。

閉伊川漁協等増殖事
業

アユの放流数量
・H28目標/実績:3,300kg/3,300kg
・総合評価
漁業者数は天候により左右されるものの、稚魚放流は淡水魚族資源
の増加のために有効な手段であり、遊漁者の増加に大きな影響を与
えるので継続していく必要がある。

現状のまま継続 水産課

94

①地場企業の育成
(従業員1人当たりの現金給与総額)
・H28目標/実績:　279万円/286万円(H26)
(製造業事業所数、従業者数)
・H28目標/実績:136事業所、3470人/122事業
所、2805人（H27）
(人材育成事業の参加企業数、参加者数)
・H28目標/実績:　45社/145人
・指標に基づく評価
目標値には達していないが、H22以降、従業者
数、事業所数とも減少傾向にあったものの、従
業者数はH25から、事業所数はH26から増加に
転じており、回復の兆しが見られる。
・成果と課題
減少傾向に歯止めがかかった様子だが、少子
化の影響で今後、労働人口が減っていくものと
思われることから、減少傾向に逆戻りしないよ
う、支援の継続が必要である。

産業支援センター事業

企業等による評価（アンケート）
・H28目標/実績:－/－
（アンケートを実施できなかった。）
・総合評価
当地域は、小規模事業者が多いことから、技術の伝承を始めとする人
材育成や新製品開発に手が回らないという声が聞かれる。また、本事
業をやめると、何とかやりくりしてきた事業者が事業継続を断念したり、
製造業が衰退してしまう恐れがあるので、引き続き実施する必要があ
る。

現状のまま継続
産業支援
センター

3.水産業の振興
(水産業純生産額→総生産額)
・H28目標/実績:－/4,914百万円
（H26）
※総合計画の指標である水産物純生
産額は、H24で統計を終了し、H25か
ら水産物総生産額を公表している。実
績は水産物総生産額で、「H28版宮古
市の統計」公表直近数値H26を参照。
当初設定の目標値との比較ができな
いもの。（参考：H31純生産額目標
4,075百万円）
・指標に基づく評価
震災以降の水産物総生産額は増加し
ている。（Ｈ25→Ｈ26）
・成果と課題
水産物総生産額は増加しているが、
漁業者の高齢化及び担い手が減少傾
向にあることから、担い手の確保が課
題。

4.工業の振興
(製造業純生産額→総生産額)
・H28目標/実績:－/17,177百万円
（H26）
※総合計画の指標である純生産額
は、H24で統計を終了し、H25から総
生産額を公表している。実績は総生産
額で、「H27版宮古市の統計」公表直
近数値H25を参照。当初設定の目標
値との比較ができないもの。（参考：
H31純生産額目標22,000百万円）
・指標に基づく評価
H24が過去10年間で最も低い数値で
あったが、平成25年度は増加に転じた
ことから、徐々に増加していくものと思
われる。
・成果と課題
リーマン・ショックの影響を受けたH21
には13,114百万円、震災後のH24には
12,403百万円まで減少した。右肩上が
りで回復するよう支援を継続しなけれ
ばならない。労働生産性を高めるた
め、震災で失った販路を取り戻すことと
人手不足の解消が課題。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

95

②企業誘致の推進
(工場の新設・増設等数(操業開始件数))
・H28目標/実績:累計5件/累計1件
(工場の新設・増設等による増加従業者数)
・H28目標/実績:累計36人/10人
・指標に基づく評価
工場の新設・増設等数は、H31までに5件を目
標としているが、目標達成が厳しい状況になっ
ている。
・成果と課題
国の補助事業を活用してH26年度に増設した
企業が1件あり、雇用増につながったが、平成
27年度及び28年度は新設、増設とも無し。既存
の市内企業においても業種全般的に人手不足
の状態であり、工場立地に至らない。

企業誘致事業

工場の新設・増設等数(操業開始件数)
・H28目標/実績:累計5件/累計1件
・総合評価
企業誘致は、関連産業の集積等による地域経済の活性化、税収の増
加、雇用機会の確保・拡大等、地域経済に対する様々な波及効果が
期待できることから、引き続き推進していく。

現状のまま継続
産業支援
センター

96
商業振興対策事業費
補助金

補助金利用件数
・H28目標/実績:5件/4件
・総合評価
魅力ある商店街づくりのために商店街振興組合等や商業者が主体と
なって取り組む事業に対し補助をすることは、地域経済の活性化のた
めに必要な事業であり、商業者等のニーズも高いことから継続して支
援していくことが妥当である。

現状のまま継続
産業支援
センター

97
商店街街路灯電気料
補助金

街路灯設置数
・H28目標/実績:－/107基
※街路灯は商店街振興組合等が設置するものであることから目標は
設定していない。
・総合評価
商店街の営業時間及び来街者の安全確保のため、商店街の街路灯
の電気料に対する補助を継続する。

現状のまま継続
産業支援
センター

98
成功店モデル創出波
及事業

参加店舗数
・H28目標/実績:3店舗/3店舗
・総合評価
　本事業は平成20年度から実施しており、これまでに商店街の多くの
店舗が参加しているが、参加を希望する店舗は頭打ちとなっている。
　商店街の魅力向上のため必要な事業であるが、有効性が低下して
いるため、改善が必要である。 改善しながら継

続
産業支援
センター

4.工業の振興
(製造業純生産額→総生産額)
・H28目標/実績:－/17,177百万円
（H26）
※総合計画の指標である純生産額
は、H24で統計を終了し、H25から総
生産額を公表している。実績は総生産
額で、「H27版宮古市の統計」公表直
近数値H25を参照。当初設定の目標
値との比較ができないもの。（参考：
H31純生産額目標22,000百万円）
・指標に基づく評価
H24が過去10年間で最も低い数値で
あったが、平成25年度は増加に転じた
ことから、徐々に増加していくものと思
われる。
・成果と課題
リーマン・ショックの影響を受けたH21
には13,114百万円、震災後のH24には
12,403百万円まで減少した。右肩上が
りで回復するよう支援を継続しなけれ
ばならない。労働生産性を高めるた
め、震災で失った販路を取り戻すことと
人手不足の解消が課題。

5.商業・サービス業の振興
(商工会議所会員数（卸・小売・サービ
ス業)）
・H28目標/実績:　870人/779人
・指標に基づく評価
事業者の高齢化により、会員数が徐々
に減少しており、歯止めがかかってい
ない状況である。
・成果と課題
経営指導件数は増加しているものの、
現状を維持できず会員が減少している
状況であり、各基本事業を実施しなが
ら、各個店の魅力・体力の向上を図り、
減少に歯止めをかけなければならな
い。

①魅力ある商業活動の推進
(卸・小売業の年間商品販売額)
・H28目標/実績:96,000百万円/－
・指標に基づく評価
経済センサス調査の数値を用いており、現状の
最新数値が平成26年7月のものであることから、
今年度については評価を実施しない。
・成果と課題
成果、達成率について、数字での実績は出な
いが、収入減、会員数減に歯止めをかけ、増加
に向かっていくように、基本事業の内容を継続
して実施していく。

②経営基盤の強化
(経営指導件数)
・H28目標/実績:4,800件/5,259件
・指標に基づく評価
件数は減少し落ち着くものとみているが、前年
度より指導件数は増加している。
・成果と課題
震災関連の相談件数が減少し落ち着くと考え
ていたが、台風10号豪雨災害により件数が増
加したものと思われる。今後も継続して相談指
導・支援していく必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

99
商工会議所事業補助
金

経営指導件数
・H28目標/実績:-/5,259件　　　　　　　　　　　　　　　　※経営指導件数
は、その主旨から目標設定に馴染むものではないことから、数値目標
は設定しない。
・総合評価
市内商工業者の振興・安定のために、専門的な指導が必要であり、震
災及び台風10号豪雨災害からの復興も含め商工会議所の経営指導
が不可欠であることから、事業継続が妥当である。

現状のまま継続
産業支援
センター

100
岩手県中小企業団体
中央会負担金

中央会が指導・支援する市内企業数
・H28目標/実績:－/22事業者
※販路開拓や各補助事業への申請支援等については支援企業数が
増加することが望まれるが、経営指導については必ずしも増加を望む
ものではないため、数値目標は設定しないこととする。
・総合評価
中小企業組合及び企業の振興・安定のためには、専門の指導機関に
よる指導が必要であり、市内のニーズも高く実績もあることから、事業継
続が妥当である。

現状のまま継続
産業支援
センター

101 商工金融対策事業

融資残高比率（振興資金利用率）
・H28目標/実績:－/28.1%
※中小企業経営のセーフティーネットとして資金調達環境を整備する
ことが目的であり、資金借り入れが伸びることが目的ではないことから、
数値目標は設定しない。
・総合評価
震災及び平成28年台風10号に対した低金利の融資制度が設けられ
ており、本事業の融資件数は減少傾向にあるが、今後も資金繰りが厳
しい状況が予測されるため、中小企業の経営安定及び振興発展のた
めに継続が必要である。

現状のまま継続
産業支援
センター

102
宮古もてなしプラン事
業

活動日数（もてなし隊ボランティアガイド）
・H28目標/実績:100日/91.5日
・総合評価
観光客の満足度を高めるため、引き続き市民のもてなし意識の向上を
図っていく必要がある。
隊員の質向上を図る必要がある。

改善しながら継
続

観光港湾
課

103 体験型観光推進事業

旅行商品の企画担当者招へい人数
・H28目標/実績:10人/6人
・総合評価
現地で体験・学習する観光ニーズが高まってきている現状において、
体験型(着地型)観光の提案・推進は今後も必要である。課題としては、
体験プログラムの魅力発信を強化するため、動画コンテンツの制作
や、段階的にではあるがインバウンド対応も検討する必要がある。

改善しながら継
続

観光港湾
課

5.商業・サービス業の振興
(商工会議所会員数（卸・小売・サービ
ス業)）
・H28目標/実績:　870人/779人
・指標に基づく評価
事業者の高齢化により、会員数が徐々
に減少しており、歯止めがかかってい
ない状況である。
・成果と課題
経営指導件数は増加しているものの、
現状を維持できず会員が減少している
状況であり、各基本事業を実施しなが
ら、各個店の魅力・体力の向上を図り、
減少に歯止めをかけなければならな
い。

②経営基盤の強化
(経営指導件数)
・H28目標/実績:4,800件/5,259件
・指標に基づく評価
件数は減少し落ち着くものとみているが、前年
度より指導件数は増加している。
・成果と課題
震災関連の相談件数が減少し落ち着くと考え
ていたが、台風10号豪雨災害により件数が増
加したものと思われる。今後も継続して相談指
導・支援していく必要がある。

6.観光の振興
(観光来訪者数)
・H28目標/実績:124万人/112万人
・指標に基づく評価
台風10号の被害に伴い、目標を1割程
度下回っている。
・成果と課題
震災から年数が経過し徐々に観光客
の入込数が減ってきている。
新たな観光コンテンツが必要となって
きている。
インバウンド等への対応も必要となっ
てきている。

①受入体制の整備
(観光施設利用者数)
・H28目標/実績:111万人/98万人
・指標に基づく評価
台風10号災害の影響を受け、目標を下回っ
た。
・成果と課題
道の駅やまびこ館、区界高原は減少した。道の
駅たろうも移転整備中のため減少傾向にある。
台風10号災害の影響により宮古市への観光客
が減少し、総合案内所の利用者数も減少した。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

104
市内周遊バス運行事
業

利用者数
・H28目標/実績:41,522人/24,919人
・総合評価
4月～10月の期間、浄土ヶ浜園地内は主に徒歩で移動することになる
ため、観光客にとって、園地内を周遊するバスは利便性向上を図るう
えで重要である。観光客のニーズに合致したルートであり、運行期間も
オンシーズンに限定しているため、現状のまま継続することが望まし
い。

現状のまま継続
観光港湾
課

105
宮古駅前観光案内所
運営事業

施設利用者数
・H28目標/実績:11,000人/10,009人
・総合評価
観光客の利便性を確保することができたが、運営方法の見直しにより
有効性の向上及びコスト削減を図る必要がある。

改善しながら継
続

観光港湾
課

106
浄土ケ浜レストハウス
運営事業

施設利用者数
・H28目標/実績:129,000人/86,499人
・総合評価
浄土ヶ浜を訪れる観光客の利便性の向上を図るため必要である。

改善しながら継
続

観光港湾
課

107 海水浴場運営事業

浄土ヶ浜海水浴場客入込数
・H28目標/実績:40,000人/48,180人
・総合評価
宮古の観光の中心である浄土ヶ浜を訪れる海水浴客の安全性と利便
性を確保するため、改善しながら継続して実施する必要がある。

改善しながら継
続

観光港湾
課

108
みやこ夢レール創造事
業

助成ツアーによる市内宿泊施設の利用者数
・H28目標/実績:300人泊/862人泊
・総合評価
JR山田線（宮古－釜石）の開通や三陸鉄道移管が控えている本市に
とって、鉄道を活用した観光の提案・推進は今後も必要である。
課題として、前述したトピックスを全国的に発信するため、メディアや
ウェブを活用した情報発信を検討する必要がある。

改善しながら継
続

観光港湾
課

109
観光イベント開催支援
事業

イベント来場者数（宮古鮭まつり、宮古毛ガニまつり、宮古秋刀魚づく
し）
・H28目標/実績:30,475人/25,500人
・総合評価
観光客を誘致し、地域の活性化を図るうえで、本事業の対象イベント
は、過去の実績を精査し、内容をブラッシュアップする必要はあるが、
継続して実施することが望ましいと考える。

改善しながら継
続

観光港湾
課

6.観光の振興
(観光来訪者数)
・H28目標/実績:124万人/112万人
・指標に基づく評価
台風10号の被害に伴い、目標を1割程
度下回っている。
・成果と課題
震災から年数が経過し徐々に観光客
の入込数が減ってきている。
新たな観光コンテンツが必要となって
きている。
インバウンド等への対応も必要となっ
てきている。

①受入体制の整備
(観光施設利用者数)
・H28目標/実績:111万人/98万人
・指標に基づく評価
台風10号災害の影響を受け、目標を下回っ
た。
・成果と課題
道の駅やまびこ館、区界高原は減少した。道の
駅たろうも移転整備中のため減少傾向にある。
台風10号災害の影響により宮古市への観光客
が減少し、総合案内所の利用者数も減少した。

②地域観光資源の活用
(イベント来場者数:鮭まつり、毛ガニまつり、や
まびこフェスタ、秋刀魚づくし、鮭・アワビまつり)
・H28目標/実績:68,424/40,500
・指標に基づく評価
台風10号災害の発生によりイベントの中止など
があり、目標を大きく下回った。
・成果と課題
鮭まつり、秋刀魚づくし、鮭・アワビまつりにつ
いては、来場者数が増加した。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

110 新里まつり事業

イベント来場者数
・H28目標/実績:11,806人/0人
・総合評価
平成28年度は、台風第10号被害により、開催を中止した。まつりは、来
場者が参加してイベント全体を満喫できる参加型のイベント構成となっ
ており、市内外の来場者から好評を得ている。さらに、産業振興はもと
より地域ぐるみの多様な参画による交流イベントの実施により、地域コ
ミュニティ形成に大いに貢献していることから、今後も継続していく必要
がある。

改善しながら継
続

新里総合
事務所

111 閉伊川遊イング事業

大会参加者数（申込者）
・H28目標/実績:300人/304人
・総合評価
全国に誇れる地域の資源である「閉伊川」を活用したイベントとして定
着していることから、今後においても運営方法等を工夫しながら継続し
ていく。

改善しながら継
続

新里総合
事務所

112 鮭あわびまつり事業

イベント来場者数
・H28目標/実績：20,000人/16,000人
・総合評価
復興に向けた観光イベントとし、全国各地より支援をいただいた方々に
感謝を込め、魅力ある宮古市の特産品を広くＰＲ・直売することにより、
観光客の増加と地域産業の復興・活性化が図られることから、今後も
継続的に実施していく必要がある。

改善しながら継
続

田老総合
事務所

113 地域間交流促進事業

イベント来場者数
・H28目標/実績：7,500人/0人
・総合評価
平成28年台風第10号の影響で中止となったが、各方面からの中止に
係る反響が大きかったことから、今後も継続して開催するため、イベント
内容を検討していく必要がある。

現状のまま継続
川井総合
事務所

114

③情報の発信
(宮古観光文化交流協会ホームページアクセス
数)
・H28目標/実績:174,305アクセス/192,367アク
セス
・指標に基づく評価
目標値を上回っている。
・成果と課題
更なる情報発信を行い、積極的な情報提供を
図る。利用者の求める情報を速やかに提供で
きるよう、コンテンツの見直しを検討する。

観光宣伝事業

宮古観光文化交流協会ホームページアクセス数
・H28目標/実績:174,305アクセス/192,367アクセス
・総合評価
紙媒体の観光パンフレットは、観光客にとっては未だ現地を移動する
ための重要なアイテムであり、今後も制作する必要があるが、内容の見
直しや、インターネットによる情報発信の強化も求められている。 改善しながら継

続
観光港湾
課

6.観光の振興
(観光来訪者数)
・H28目標/実績:124万人/112万人
・指標に基づく評価
台風10号の被害に伴い、目標を1割程
度下回っている。
・成果と課題
震災から年数が経過し徐々に観光客
の入込数が減ってきている。
新たな観光コンテンツが必要となって
きている。
インバウンド等への対応も必要となっ
てきている。

②地域観光資源の活用
(イベント来場者数:鮭まつり、毛ガニまつり、や
まびこフェスタ、秋刀魚づくし、鮭・アワビまつり)
・H28目標/実績:68,424/40,500
・指標に基づく評価
台風10号災害の発生によりイベントの中止など
があり、目標を大きく下回った。
・成果と課題
鮭まつり、秋刀魚づくし、鮭・アワビまつりにつ
いては、来場者数が増加した。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

115
【再掲】産業支援セン
ター事業

企業等による評価（アンケート）
・H28目標/実績:－/－
（アンケートを実施できなかった。）
・総合評価
当地域は、小規模事業者が多いことから、技術の伝承を始めとする人
材育成や新製品開発に手が回らないという声が聞かれる。また、本事
業をやめると、何とかやりくりしてきた事業者が事業継続を断念したり、
製造業が衰退してしまう恐れがあるので、引き続き実施する必要があ
る。

現状のまま継続
産業支援
センター

116 産業振興補助金

産業振興補助金の採択を受けた企業数
・H28目標/実績:18件/1件
・総合評価
H22年度からH28年度までに農業、林業、漁業水産、工業（食品加工
系）、観光と各分野で29件の実績があるが、実績が伸び悩んでいる。こ
れまでの事業の評価を実施し、その内容を踏まえ、より活用しやすいメ
ニューへの見直し、申請期間の延長を実施し、企業・事業所訪問等に
よる掘り起こしを図ることで、より活用が図られることから、改善しながら
継続して実施していく必要がある。

改善しながら継
続

産業支援
センター

117

②6次産業の推進
(産業化に取り組んだ件数)
・H28目標/実績:累計6件/0件
・指標に基づく評価
目標達成までは厳しい状況であるが、6次産業
化を推進していく。
・成果と課題
6次産業化という用語はかなり浸透してきたよう
に感じるが、いざ6次産業化に取り組もうとする
生産者・事業者はまだ少ないので、引き続き支
援していく必要がある。

農林水商工観連携事
業

農林水商工観連携フォーラム・セミナーの参加者数
・H28目標/実績:200名/133名
・総合評価
農林水商工観連携の進んだ「産業立市」として、各産業が体力をつけ
6次産業が躍動する産業都市づくりを目指すため、各産業相互の連携
を強化し、地域資源の活用と人材・後継者の育成を進め、生産者・事
業者・企業などの6次産業化を支援する必要があることから、継続して
実施していくことが妥当。

現状のまま継続
産業支援
センター

118
地場産業支援育成事
業

展示会等出展事業者数
・H28目標/実績:50社/32社
・総合評価
地場産業の進行と育成のため、地場産品の普及・販路拡大は必要で
あり、展示会等に出展する企業・事業者にとってもニーズは高いことか
ら、継続して支援していくことは妥当。

現状のまま継続
産業支援
センター

119
地域資源活用販路開
拓支援事業

販路拡大・新製品開発に取り組んだ件数
・H28目標/実績:21件/14件
・総合評価
　加工品コンクールへの出品件数の伸び悩みの原因を追究し、改善し
ながら継続していく必要がある。

改善しながら継
続

産業支援
センター

7.連携・高付加価値型産業の形成
(基本事業に参加した実企業数)
・H28目標/実績:117企業/74企業
・指標に基づく評価
平成28年度は、台風10号の影響により
産業まつり出店事業所数が減少したこ
とにより、実績値が減少したもの。
・成果と課題
催しの周知や補助制度の紹介など
は、各種手段を使って行い、一層の産
業振興を図る必要がある。

①産業支援体制の充実
(企業による評価(アンケート))
・H28目標/実績:－/－
（アンケートを実施できなかった。）
(補助金を活用した実企業数)
・H28目標/実績:117企業/73企業
・指標に基づく評価
平成28年度は台風10号による被災により、産業
まつり出展者数が減少したことにより、実績値が
減少しているが、おおむね達成できている。
・成果と課題
ニーズ把握を行い、事業の改善を図り、企業・
事業者への支援事業を充実させていくことが課
題。

③食産業の支援
(販路拡大・新製品開発に取り組んだ件数)
・H28目標/実績:21件/14件
・指標に基づく評価
取組件数は横ばいの状況。今後、加工品コン
クールの在り方を研究し、改善しながら継続し
ていく必要がある。
・成果と課題
加工品コンクール、商談会を継続して実施し、
企業ニーズの把握にも努めていく。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

120
港湾施設使用料補助
事業

一時預り貨物取扱量
・H28目標/実績：84千ｔ/90千ｔ
・総合評価
貨物取扱数量を増加させるための有効な制度であり、制度を一層周知
しながら、引き続き継続していく必要がある。
また、港湾施設の災害復旧のため、十分なスペースがある状況ではな
いことから、現状の維持に努める。

現状のまま継続
観光港湾
課

121 コンテナ航路補助事業

誘致航路数
・H28目標/実績:-/-
・総合評価
H28は実績がなかったものの、宮古港の貨物取扱量を増加させるには
必要な制度であることから、制度を一層周知しながら、事業を継続して
いく必要がある。

改善しながら継
続

観光港湾
課

122 宮古港利用促進事業

誘致航路数
・H28目標/実績:-/-
・総合評価
宮古港利用促進にあたり、ポートセールスや要望活動を行うことや客
船歓迎事業等により港湾の活用を図ることは必要不可欠である。また、
フェリー航路の開設に向けて、利活用できるよう関係団体・機関と連携
して取り組んで行く必要がある。

改善しながら継
続

観光港湾
課

123

②港湾の活用
(誘致企業数)
・H28目標/実績:　0/0
(客船寄港回数)
・H28目標/実績:3回/5回
・指標に基づく評価
ポートセールスや客船歓迎事業を港湾関係企
業や関係団体等と連携しながら行っており、港
湾の活性化につながっている。
・成果と課題
今後も積極的なポートセールスを行い、市民全
体で客船を歓迎する体制を整備する。

港湾総務一般事業

客船寄港回数
・H28目標/実績:3回/5回
・総合評価
大型客船の誘致により港湾が活性化することは重要であり、継続した
事業実施が必要である。今後も積極的なポートセールスを行い、市民
全体で客船を歓迎する体制を整備する。

改善しながら継
続

観光港湾
課

8.港湾の利用促進
(港湾取扱数量)
・H28目標/実績:　470千ｔ/667千t
・指標に基づく評価
航路誘致については、実績0である
が、フェリー航路の開設が決定されて
いる。
・成果と課題
各項目とも目標を大方達成してしてい
るが、今後は、フェリー利用者の確保、
外国客船の誘致など新たな取り組み
が求められている。

①貨物取扱機能の強化
(一時預り貨物取扱量)
・H28目標/実績:84千ｔ/90千ｔ
(誘致航路数)
・H28目標/実績:0/0
・指標に基づく評価
宮古・室蘭フェリー航路の開設が決定し、大き
な進展があったところである。
・成果と課題
ポートセールスや要望活動を港湾関連企業や
県等と連携を図りながら実施するとともに、フェ
リー航路開設に向けて必要な取組みを進めて
いく必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

124
労働就業支援事業（宮
古地域雇用対策協議
会負担金）

ふるさと就職面接会　①参加企業数②参加者数
H28目標/実績:①40企業②60人/①41企業②75人
・総合評価
面談会の開催だけではなく、市内の高校生を対象とした就職支援・雇
用対策事業等を行っており、地元就職に寄与していると考えられる。管
内の市町村長や高等学校、公共職業安定所、職業訓練協会など、地
元への雇用に関わる関係機関で組織されている協議会であることか
ら、各関係機関と連携を図りながら事業を継続していく。

現状のまま継続
産業支援
センター

125
労働就業支援事業（宮
古市シルバー人材セ
ンター補助金）

①会員数②就業延べ人員
H28目標/実績:①380人②35,000人/①339人②29,264人
・総合評価
高齢化が進む中、高年齢者の経験と能力を発揮する場として、また自
らいきがいと社会参加を目指し臨時的、短期的な就業の機会を得る場
として、シルバー人材センターが組織的にこのような場を提供すること
は地域社会の活用化と高齢者の社会参加を促進することとなり、今後
シルバー人材センターの役割はますます重要なものとなってくると考え
られることから、現状のまま継続するのが妥当と考える。

現状のまま継続
産業支援
センター

126
雇用対策事業（トライ
アル雇用奨励金）

雇用企業数
H28目標/実績:15社/5社
・総合評価
トライアル雇用奨励金制度の事業効果については、試行期間を踏まえ
た常用雇用により、求人側、求職側双方のメリットは大きく雇用主の雇
用意欲の促進に寄与していると考えられる。

現状のまま継続
産業支援
センター

127
雇用対策事業（離職者
資格取得支援）

資格取得者数
H28目標/実績:148人/78人
・総合評価
離職者資格取得補助金の事業効果については、資格免許取得を促
進することにより、求人側、求職側双方のメリットは大きく離職者の就職
に寄与していると考えられる。

現状のまま継続
産業支援
センター

128
雇用対策事業（ジョブ
カフェ支援）

利用者数
H28目標/実績:1,273人/855人
・総合評価
若者の地元就職、定着を促進するため、事業の継続は必要である。

現状のまま継続
産業支援
センター

129
雇用対策事業（高校生
就職支援講座）

受講生徒数
H28目標/実績:350人/721人
・総合評価
就職希望の生徒だけでなく、教師対象にも実施しており、高い就職率
を保っているので、今後も継続していく必要がある事業である。また、
進学希望の生徒も、将来の就職を意識した選択（文理コースや大学
等）ができるように、高校生活の早い段階で講座を開催することも必要
である。

現状のまま継続
産業支援
センター

9.雇用の促進と労働者の福祉の充実
(就業者数:雇用保険被保険者数)
・H28目標/実績:18,400人/18,645人
・指標に基づく評価
目標値を達成できており、安定してい
る。
・成果と課題
現状を維持できているが、依然として
求人倍率が高水準で推移しているも
のの、一部業種で人手不足が生じて
いることから、さらに雇用を促進し支援
していく。

①雇用の促進
(補助金・奨励金交付対象者数)…a
・H28目標/実績:130人/83人
(事業委託先における利用者数)…b
・H28目標/実績:560人/595人
・指標に基づく評価
a)リーマンショック、震災時に比較し、離職者が
減少しているので、目標を下回った。
b)シルバー人材センターの会員数が微増、訓
練受講生は短期受講生が増加し目標を上回っ
た。
・成果と課題
a)離職者数は減少しているが、再就職のための
資格取得支援、企業側への奨励金交付をＰＲ
し、再就職への支援を継続して実施していく必
要がある。
b)シルバー人材センターの会員数が微増し、就
業延べ人数は減少したが、契約額が増加して
おり、効率化が図られている。今後も高齢者の
就業（雇用）を促進していく。訓練受講生は短
期受講者が大幅に増加した。今後も長期・短期
共に継続して支援していく。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

事務事業

担当課
名

基本施策

評価 評価 評価

130 職業訓練活動事業

①長期②短期訓練受講者数
H28目標/実績:①21人②60人/①19人②100人
・総合評価
各種技能の習得と向上及び離職者・転職者の就労の促進を図るた
め、事業の継続は必要である。

現状のまま継続
産業支援
センター

131 就業情報提供事業

①ホームページ②広報掲載数
H28目標/実績:①50回②11回/①50回②15回
・総合評価
宮古管内の求人情報の掲載のほか、市の就業に関する支援制度の情
報提供であることから、求職者の就労の促進を図るため、事業の継続
は必要である。

現状のまま継続
産業支援
センター

132
出稼ぎ労働者対策事
業

互助会加入者数
H28目標/実績:－/16人
※出稼ぎ労働者の福利厚生を目的とした互助会の加入であり、ライフ
スタイルや価値観の変化による多様な就業形態の一つとなった出稼ぎ
登録者数は減少傾向にあり、利用率等目標を定めることはなじまない
事業であることから目標値は設定しない。
・総合評価
平成22年までは県からの委託により、出稼ぎ労働者の健康診断を行っ
ていたが、出稼ぎ労働者の減少、受診者の減少から現在市では実施
していない。進達事務のみであり、現状のまま継続するのが妥当と考
える。

現状のまま継続
産業支援
センター

133
労働就業支援事業（勤
労者生活安定資金等
預託）

①勤労者生活安定資金利用者数②勤労者教育資金利用者数
H28目標/実績:　①－②－/①5人②2人
※生活資金等が必要な人が必要な時に、一般的な融資より有利な条
件で借り入れることができるようにする公共的なセーフティネットが目的
であり、利用率等目標を定めることはなじまない事業であることから目
標値は設定しない。
・総合評価
昨今の金利低下に伴い生活安定資金、教育資金ともは利用者が減少
しているが、東日本大震災後に新規利用者が増加したように、社会情
勢に左右される面も持ち合わせていることから、必要な人が必要な時
に利用できるように情勢に注視しながら継続していく。

現状のまま継続
産業支援
センター

134
勤労青少年ホーム運
営事業

利用者数
H28目標/実績:29,601人/30,413人
・総合評価
５年の指定管理の3年目が終了したところである。建物が老朽化してお
り、公共施設再配置計画に基づき、事業内容を再検討する必要があ
る。

現状のまま継続
産業支援
センター

9.雇用の促進と労働者の福祉の充実
(就業者数:雇用保険被保険者数)
・H28目標/実績:18,400人/18,645人
・指標に基づく評価
目標値を達成できており、安定してい
る。
・成果と課題
現状を維持できているが、依然として
求人倍率が高水準で推移しているも
のの、一部業種で人手不足が生じて
いることから、さらに雇用を促進し支援
していく。

①雇用の促進
(補助金・奨励金交付対象者数)…a
・H28目標/実績:130人/83人
(事業委託先における利用者数)…b
・H28目標/実績:560人/595人
・指標に基づく評価
a)リーマンショック、震災時に比較し、離職者が
減少しているので、目標を下回った。
b)シルバー人材センターの会員数が微増、訓
練受講生は短期受講生が増加し目標を上回っ
た。
・成果と課題
a)離職者数は減少しているが、再就職のための
資格取得支援、企業側への奨励金交付をＰＲ
し、再就職への支援を継続して実施していく必
要がある。
b)シルバー人材センターの会員数が微増し、就
業延べ人数は減少したが、契約額が増加して
おり、効率化が図られている。今後も高齢者の
就業（雇用）を促進していく。訓練受講生は短
期受講者が大幅に増加した。今後も長期・短期
共に継続して支援していく。

②労働者の福祉の充実
(事業委託先における利用者数)…a
・H28目標/実績:360人/290人
(勤労者等対策事業の利用者数)…b
・H28目標/実績:40人/23人
・指標に基づく評価
a)登録者数が減少傾向にある。
b)出稼ぎ労働者の高齢化も進んでいることもあ
り、減少傾向にある。
・成果と課題
a)登録者数は減少しているが、登録外の一般
利用は高水準で安定しており、労働者福祉の
一助となっている。
b)出稼ぎ労働者の高齢化や就業形態の多様
化により、出稼ぎ労働者自体の人数が減少傾
向にある。出稼ぎ労働者の互助会加入につい
て引き続き推進していく。

18



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

135

1.防災・危機管理体制の充実
（防災体制に対する市民満足度）…a)
・H28目標/実績：－/－
(自主防災組織のカバー率)…b)
・H28目標/実績：67.0％/49.26％
・指標に基づく評価
a)※市民意識調査の結果に基づく指
標であり、5年ごとに実施される（H30実
施予定）。
b）目標数値に近づけるため、事業の
拡充を図る必要がある。
・成果と課題
避難路・避難誘導標識については、復
興向けた新しいまちの形に合わせた
配置を進めていることから、避難体制
の強化が図られている。
津波避難計画、避難所運営マニュア
ル、自主防災組織活動マニュアル等
を住民を交えて策定したことにより、防
災知識の習得が図られ地域の防災力
の向上に効果があった。今後は、地域
の防災リーダーと連携し、市民への浸
透を図る必要がある。

急傾斜地崩落対策事
業負担金

事業進捗率
・H28目標/実績：50%/14%
・総合評価
実施主体は岩手県。事業は入札の結果や平成28年台風第10号の影
響により遅れが出ているが、安全な市民生活のために、山口五丁目の
対策事業について、平成30年度完了を目標に、引き続き進捗状況を
見ながら事業費を計上していく必要がある。

現状のまま継続 建設課

136

河川維持管理（川井を
除く）事業
河川維持管理（川井）
事業

事業進捗率
・H28目標/実績：100%/0%
・総合評価
事業は、平成28年台風第10号の影響で実施できなかったが、雨水処
理機能の向上は、災害時の被害を最小限に抑え、安全な市民生活に
大きく寄与することから、計画的に事業費を計上し、整備を進めていく
必要がある。

現状のまま継続 建設課

137 浸水常襲対策事業

事業進捗率
・H28目標/実績：74%/36%
・総合評価
雨水処理機能の向上は、災害時の被害を最小限に抑え、安全な市民
生活に大きく寄与する。平成31年度完了を目標に、計画的に事業費
を計上し、整備を進めていく必要がある。

改善しながら継
続

建設課

138
避難路整備事業
避難誘導施設整備事
業

避難誘導施設等整備地区数
・H28目標/実績：100.0％/45.22％
・総合評価
緊急時の避難体制を整えるため、今後も継続して実施していく必要が
ある。

現状のまま継続
危機管理
課

施策の体系・評価（平成28年度事業）

基本施策

事務事業

担当課
名

Ⅲ安全で快適
な生活環境づく
り

①防災施設の整備
（避難誘導標識整備率）
・H28目標/実績：100.0％/45.22％
・指標に基づく評価
より的確な避難誘導を行うため、事業の進捗を
図る必要がある。
・成果と課題
目標157箇所のうち71箇所に設置した。引き続
き整備を促進する必要がある。

評価 評価 評価

1



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

139

②情報伝達体制の整備
(防災行政無線デジタル化)
・H28目標/実績：100.0％/89.58％
・指標に基づく評価
全地区での防災行政無線のデジタル化を目標
としており、引き続き事業の進捗を図る必要が
ある。
・成果と課題
川井地区防災行政無線のデジタル化を進めて
いるが、平成28年台風第10号の影響により工
期を延長し、平成29年度に繰越となった。

防災行政無線整備事
業

防災行政無線配備地区数
・H28目標/実績：100.0％/89.58％
・総合評価
災害時における情報伝達手段として防災行政無線のデジタル化統合
は必要である。市民に対して迅速かつ正確な情報提供するため、引き
続き事業の進捗を図る必要がある。 現状のまま継続

危機管理
課

140

③防災教育の推進
(学習会、研修会の参加者数)
・H28目標/実績：1,000人/1,803人
・指標に基づく評価
自主防災組織などの取り組みが増え、目標値
を大幅に上回る結果となっている。
・成果と課題
近年の全国的な自然災害の増加等から市民の
防災への関心が高まっている。より積極的な情
報発信、地域の防災リーダーと連携した学習機
会の提供等に努める必要がある。

自主防災組織事務

防災講座等の参加者数
・H28目標/実績：：1,000人/1,803人
・総合評価
防災の正しい知識を習得できるよう学習会、研修会などを開催し、防
災意識の醸成と知識の向上を図っている。地域防災力の向上のため、
継続して実施する必要がある。 現状のまま継続

危機管理
課

141

④地域の防災力の向上
(防災訓練参加者数)
・H28目標/実績：4,000人/1,757人
・指標に基づく評価
自主防災組織などによる訓練の実施、市の訓
練への参加が増えている。
・成果と課題
近年の全国的な自然災害の増加等から市民の
防災への関心が高まっている。より積極的な情
報発信、地域の防災リーダーと連携した訓練支
援等に努める必要がある。

総合防災訓練

防災訓練参加者数
・H28目標/実績：4,000人/1,757人
・総合評価
総合防災訓練、津波避難訓練への市民参加を促進し、防災知識の普
及を図っている。関係機関及び自主防災組織との連携を深め、今後も
継続して実施する必要がある。 現状のまま継続

危機管理
課

142
防災資機材等整備事
業

食料等備蓄数量
・H28目標/実績：
食糧130,000食/183,594食
飲料水81,000ℓ/105,020ℓ
・総合評価
食糧、飲料水ともに賞味期限が5年であるため、今後は廃棄、入れ替
えの作業も出てくるが、必要数を確保し、災害時の住民の生活を支え
るため、今後も継続する必要がある。 現状のまま継続

危機管理
課

Ⅲ安全で快適
な生活環境づく
り

⑤被災者救援・救護体制の整備
(食糧等備蓄数量)
・H28目標/実績：
食糧130,000食/183,594食
飲料水81,000ℓ/105,020ℓ
・指標に基づく評価
備蓄物資の定期的な購入・更新により、必要数
は確保されている。
・成果と課題
近年の全国的な自然災害の増加等から市民の
防災への関心が高まっているなか、避難者対
応のほか、地域の防災リーダーと連携した訓練
にも活用されている。

2



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

143

【再掲】公共施設再生
可能エネルギー等導
入事業（グリーン
ニューディール基金事
業）

再生可能エネルギー発電設備及び蓄電設備整備施設数
・H28目標/実績:単年度（累計）0施設（9施設）/0施設（9施設）
・総合評価
避難所など防災拠点となる公共施設に再生可能エネルギー設備の計
画的な導入が図られ、災害時のエネルギー確保に繋がっている。な
お、H28以降も5年間、国が国庫補助事業期間延長を決定している。
平成28年度には整備計画を一部見直し、引き続き、整備計画に沿っ
て再生可能エネルギー設備の導入を図ることとする。

現状のまま継続 環境課

144

⑥危機管理体制の整備
(防災会議・国民保護協議会の開催)
・H28目標/実績：各1回以上/防災会議1回
・指標に基づく評価
国の防災基本計画等の修正に伴う市地域防災
計画及び水防計画の修正、市独自の修正案件
への対応を行っている。
・成果と課題
近年の全国的な自然災害の増加等から国の防
災基本計画等の修正が毎年行われている。こ
れらを受け、市防災会議を開催し、市防災計画
等を直ちに修正している。

防災会議事務・国民保
護事務

防災会議・国民保護協議会の開催数
・H28目標/実績：各1回以上/防災会議1回
・総合評価
今後も、市防災会議を定期的に開催し、危機管理体制の充実を図っ
ていく必要がある。

現状のまま継続
危機管理
課

145

2.災害記憶の伝承
(各基本事業の指標)
(震災記録集の作成数)
・H28目標/実績:2巻/2巻
(津波遺構の整備数)
・H28目標/実績：1箇所/1箇所
・指標に基づく評価
津波遺構、震災記録が震災学習など
に活用されており、市民が自らの判断
で避難行動を起こせる環境づくりにつ
ながっている。
・成果と課題
津波遺構は整備が完了し、「学ぶ防
災」などで活用されている。震災記録
集は全２巻の作成が完了。作成した資
料の活用が今後の課題。

①災害記録の保存・整備
(震災記録集の作成数)
・H28目標/実績:2巻/2巻
・指標に基づく評価
震災記録集全２巻のうち第２巻の作成が完了。
書籍、電子データ、映像データなど震災記録の
保存・整備が進み、災害記憶の伝承につな
がっている。
・成果と課題
震災記録集第１巻は平成２５年度中に作成。第
２巻は平成２８年度に作成を完了した。作成し
た資料の活用が今後の課題。

東日本大震災記憶伝
承事業

震災記録集作成の進捗率
・H28目標/実績：2巻/2巻
・総合評価
震災の記憶と記録を風化させないためには、震災の記憶と記録を、書
籍、電子データ、映像データなど、複数の記録媒体に残すことが必要
であり、有効である。
平成28年度に第2巻の作成が完了した。
作成した資料をどういった形で活用し、後世への伝承に繋げるかが今
後の課題である。 改善しながら継

続
企画課

⑤被災者救援・救護体制の整備
(食糧等備蓄数量)
・H28目標/実績：
食糧130,000食/183,594食
飲料水81,000ℓ/105,020ℓ
・指標に基づく評価
備蓄物資の定期的な購入・更新により、必要数
は確保されている。
・成果と課題
近年の全国的な自然災害の増加等から市民の
防災への関心が高まっているなか、避難者対
応のほか、地域の防災リーダーと連携した訓練
にも活用されている。

3



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

146

①防火意識の普及
(住宅用火災警報器設置率)
・H28目標/実績:70%/71.4%
・指標に基づく評価
設置率が年々向上しており、取り組みは適切で
ある。
・成果と課題
春、秋の火災予防期間中において重点的に行
われた広報と機会を捉えての普及啓発が図ら
れた。住宅用火災警報器設置の重要性の認識
がまだまだ稀薄である。

宮古市婦人防火クラブ
連合会事業

住宅用火災警報器設置率
・H28目標/実績：70%/71%
・総合評価
婦人防火クラブ連合会の広報活動により、少しずつではあるが、住宅
用火災警報器設置の普及啓発は図られている。

現状のまま継続
消防対策
課

147
消防ポンプ車自動車
整備事業

消防ポンプ自動車更新台数
・H28目標/実績：46台/45台
・総合評価
老朽化した消防ポンプ自動車を更新することにより、火災防御活動及
び各種災害への対応の効率化や消防団員の負担軽減につながること
から、今後も継続して実施していく必要がある。
※平成28年台風10号で被災した消防ポンプ自動車1台は納車待ちで
ある。（平成29年納車予定）

現状のまま継続
消防対策
課

148
小型動力ポンプ積載
車整備事業

小型動力ポンプ積載車更新台数
・H28目標/実績：24台/23台
・総合評価
老朽化した小型動力ポンプ積載車を更新することにより、火災防御活
動及び各種災害への対応の効率化や消防団員の負担軽減につなが
ることから、今後も継続して実施していく必要がある。

現状のまま継続
消防対策
課

149
小型動力ポンプ整備
事業

小型動力ポンプ更新台数
・H28目標/実績：61台/60台
・総合評価
老朽化した小型動力ポンプを更新することにより、火災防御活動及び
各種災害への対応の効率化や消防団員の負担軽減につながることか
ら、今後も継続して実施していく必要がある。

現状のまま継続
消防対策
課

150 消防団被服整備事業

被服の整備着数
・H28目標/実績：1,240着/1,240着
・総合評価
消防団員の基本装備である活動服を更新することにより、火災防御及
び各種災害への対応の効率化や消防団員の負担軽減につながること
から、今後も継続して実施していく必要がある。

現状のまま継続
消防対策
課

3.消防・救急体制の充実
(消防体制に対する市民満足度)
・H28目標/実績：－/－
(出火率)
・H28目標/実績：3.5件以下/3.9件
・指標に基づく評価
目標数値を上回る出火率であった。各
項目で火災件数が増えたので、目標
数値以下の出火率が維持できるようさ
らに事業を継続する必要がある。
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
火災予防対策を強化し、、防火意識の
高揚を図っているが、火災件数が増加
した。今後は更なる火災予防対策、啓
発活動を実施し低い出火率を維持す
る。

②地域消防力の向上
(消防団充足率)
・H28目標/実績:85%/75.9%
(消防水利充足率)
・H28目標/実績：85%/81.5%
・指標に基づく評価
目標値に近づけるため、今後も取り組みを継続
する必要がある。
・成果と課題
団員が参加しやすい環境整備を行っている
が、入団促進に直結していない。一方、施設・
設備の更新により、火災防御への対応の効率
化が図られ高齢化する消防団員の負担軽減に
つながっている。今後も消防水利の設置が必
要な箇所がある。

4



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

151 防火水槽築造事業

防火水槽整備数
・H28目標/実績：315基/315基
・総合評価
耐震性防火水槽を整備することにより、火災防御への対応の効率化や
消防団員の負担軽減につながることから、今後も継続して実施していく
必要がある。

現状のまま継続
消防対策
課

152 消火栓設置事業

消火栓整備数
・H28目標/実績：364基/364基
・総合評価
消火栓を整備することにより、火災防御への対応の効率化や消防団員
の負担軽減につながることから、今後も継続して実施していく必要があ
る。

現状のまま継続
消防対策
課

153
宮古消防署施設整備
事業

事業進捗率
・H28目標/実績：100%/100%
・総合評価
施設設備の充実強化が、管内消防・救急体制への対応の効率化を図
ることから、今後も継続して実施する必要がある。

現状のまま継続
消防対策
課

154 救急普及啓発事業

救命講習受講者数
・H28目標/実績：1,240人/961人
・総合評価
救命講習の実施が、救急体制の効率化につながることから、今後も継
続して実施する必要がある。 現状のまま継続

消防対策
課

155 交通安全推進事業

人身事故発生件数
・H28目標/実績:79件/129件
・総合評価
交通安全意識の普及啓発をさらに強化しながら継続し、人身事故件
数の減少を目指す。

改善しながら継
続

生活課

156 交通指導員設置事業

交通安全教室参加者数
・H28目標/実績:（児童等）2,450人/2,736人（高齢者）245人/264人
・総合評価
児童、生徒及び高齢者への普及啓発をするうえでは、交通指導員の
活動は有効であり、人員拡充を図りながら継続する。

現状のまま継続 生活課

3.消防・救急体制の充実
(消防体制に対する市民満足度)
・H28目標/実績：－/－
(出火率)
・H28目標/実績：3.5件以下/3.9件
・指標に基づく評価
目標数値を上回る出火率であった。各
項目で火災件数が増えたので、目標
数値以下の出火率が維持できるようさ
らに事業を継続する必要がある。
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
火災予防対策を強化し、、防火意識の
高揚を図っているが、火災件数が増加
した。今後は更なる火災予防対策、啓
発活動を実施し低い出火率を維持す
る。

②地域消防力の向上
(消防団充足率)
・H28目標/実績:85%/75.9%
(消防水利充足率)
・H28目標/実績：85%/81.5%
・指標に基づく評価
目標値に近づけるため、今後も取り組みを継続
する必要がある。
・成果と課題
団員が参加しやすい環境整備を行っている
が、入団促進に直結していない。一方、施設・
設備の更新により、火災防御への対応の効率
化が図られ高齢化する消防団員の負担軽減に
つながっている。今後も消防水利の設置が必
要な箇所がある。

③消防・救急体制の整備
(救急救命士搭乗率)
・H28目標/実績：100%/97.1%
(救命講習受講者数)
・H28目標/実績：1,240人/961人
・指標に基づく評価
目標数値に近づけるため、今後も事業を継続
する必要がある。
・成果と課題
救命率の向上を図る体制が形成されたが、救
急救命活動の強化及び市民一体となった救急
体制の構築を図る必要がある。

4.交通安全の推進
(人身事故発生件数)
・H28目標/実績:79件/129件
・指標に基づく評価
達成していない。
・成果と課題
人身事故の発生が多い状況にある。
関係機関と連携しながら予防・啓発活
動を継続的に展開することが必要であ
る。

①交通安全意識の普及・啓発
(交通安全教室参加者数:児童・生徒)
・H28目標/実績:2,450人/2,736人
(交通安全教室参加者数:高齢者)
・H28目標/実績:245人/264人
・指標に基づく評価
児童等、高齢者とも目標を達成した。
・成果と課題
交通安全教室の参加者数は児童等、高齢者と
もについては目標を上回った。

5



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

157

②交通安全施設の充実
(交通安全施設の点検回数)
・H28目標/実績:1件/1件
・指標に基づく評価
交通安全施設の点検を実施し、目標を達成し
た。
・成果と課題
交通安全施設の点検により、安全な交通環境
づくりに取り組むことができた。復興に伴い、新
たな交通環境も生じることから、引き続き実施す
る必要がある。

交通安全施設等総点
検事業

点検回数
・H28目標/実績:1件/1件
・総合評価
各地域から寄せられる交通安全施設設置要望について、関係機関が
合同で必要箇所の優先順を選定することにより、安全な交通環境の確
保、交通安全施設の充実に繫がっている。

現状のまま継続 生活課

158

①防犯意識の普及・啓発
（地域防犯協会団体数）
・H28目標/実績:112団体/108団体
・指標に基づく評価
H28年度は担い手がなく存続できない団体が
あったことから、目標を達成できなかった。
・成果と課題
各地域で活発に防犯活動を実施されているも
のの、犯罪パターンが多様化、巧妙化してお
り、新たな活動を展開しながら加入団体を増や
していかなければならない。

防犯意識　普及・啓発
事業

地域防犯協会団体数
・H28目標/実績:112団体/108団体
・総合評価
一定の成果を上げており、引き続き取り組む必要がある。

改善しながら継
続

生活課

159

②少年犯罪の防止
（少年犯罪の発生件数）
・H28目標/実績:6件/10件
・指標に基づく評価
目標には達しなかったが、昨年度の半数以下と
なった。
・成果と課題
昨年度より減少し一定の成果が見られた。しか
し少年を取り巻く問題は、インターネット普及の
影響等で内存的かつ複雑化しており、少年本
人へアプローチが難しいことから、保護者や地
域の理解や協力を拡大していきたい。

青少年健全育成事業

少年犯罪の発生件数
・H28目標/実績:6件/10件
・総合評価
現状の取り組み方法が効率的かつ最適か疑問であり、新たな事業展
開が必要。

改善しながら継
続

生活課

160

①市民相談体制の充実
(研修回数)
・H28目標/実績:18回/21回
・指標に基づく評価
消費生活相談員の資質の向上を図るため目標
以上に参加できた。
・成果と課題
専門知識以外の相談員の資質向上が課題。

市民相談・消費者保護
事業

研修参加回数
・H28目標/実績:18回/21回
・総合評価
研修参加により、継続して相談員の資質向上が必要である。

現状のまま継続 生活課

4.交通安全の推進
(人身事故発生件数)
・H28目標/実績:79件/129件
・指標に基づく評価
達成していない。
・成果と課題
人身事故の発生が多い状況にある。
関係機関と連携しながら予防・啓発活
動を継続的に展開することが必要であ
る。

5.防犯体制の充実
(刑法犯罪発生件数)
・H28目標/実績:182件/118件
・指標に基づく評価
目標を達成している。
・成果と課題
引き続き関係機関、防犯団体と連携
し、防犯意識の高揚と啓発に努めてい
く必要がある。

6.市民相談の充実
(市民相談件数)
・H28目標/実績:1,320件/535件
・指標に基づく評価
前年度に比べ相談件数は減少した。
・成果と課題
件数は減少したが依然として相談は複
雑化してきており特にも一人暮らしの
高齢者等が困難を抱えている。

6



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

161

②広報・啓発活動の推進
(啓発活動回数(出前講座開催数))
・H28目標/実績:5回/8回
・指標に基づく評価
啓発活動・出前講座は目標どおり開催すること
ができた。
・成果と課題
講座については、PRと内容の充実を図る必要
がある。

消費者保護事業
市民相談事業

出前講座回数
・H28目標/実績:5回/2回
・総合評価
さらに事業周知に努めながら、継続していく必要がある。

改善しながら継
続

生活課

162

③被災者支援体制の充実
(被災者向け相談会開催回数)
・H28目標/実績:12回/12回
・指標に基づく評価
計画どおり開催できている。
・成果と課題
公共事業の進捗にあわせて住宅再建が進んで
きており、相談者が減少している。今後、開催
回数の見直しが必要である。

被災者生活相談事業

被災者向け相談会開催回数
・H28目標/実績:12回/12回
・総合評価
被災者の住宅再建や生活再建に関する相談、生活の安定に資する情
報提供など、被災者支援に関する相談会を継続的に行う必要がある。
公共事業の進捗にあわせて、住宅再建が進んでおり、年々相談者が
減少している。今後は開催回数の見直しが必要である。

改善しながら継
続

生活課

163

7.住環境の整備
(公営住宅に関する市民満足度)
・H28目標/実績:－/－
(住まいに関する市民満足度)
・H28目標/実績:－/－
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される（H30実施
予定）。
・成果と課題
復興事業による団地等の整備は概ね
順調に推移している。また、道路や公
園、上下水道などの整備により、良質
で、安全・安心な宅地が整備されてい
る。未完了の２地区についても、地権
者や関係機関との調整を図りながら、
早期に完了するように進めていく必要
がある。

①良質な宅地の供給
(土地区画整理事業等による団地等の整備完
了地区数)
・H28目標/実績:15地区/13地区
・指標に基づく評価
概ね順調に推移している。
・成果と課題
復興事業による造成団地等の完成は、被災者
の早期生活再建に寄与している。長期間にわ
たり施行している事業においては、新たに相続
が発生するなど、その対応に時間を要してい
る。

近内地区土地区画整
理事業

新規建築物棟数（使用収益開始率）
・H28目標/実績：100%/99.9%
・総合評価
本事業による住環境の整備改善、また周辺地区の公共公益施設や道
路ネットワークの便利さなどから、本地区の宅地利用は大幅に増進し
ている。
H28は、全ての換地の整備を終え、権利者に引き渡すことができた。保
留地１区画については、事業終了後に処分を行う予定である。
事業が長期にわたっていることから、早急に事業を終了する必要があ
る。

現状のまま継続
都市計画
課

164

②公営住宅の整備
(整備・集約戸数)
・H28目標/実績:776戸/776戸
・指標に基づく評価
概ね順調に推移している。
・成果と課題
良質な市営住宅のストック確保のため、市営住
宅の改修事業は必要であるが、財源となる国庫
補助金の配分によっては、整備できる戸数が制
限される場合があるので、計画的な修繕・改修
を行う必要がある。

市営住宅ストック改善
事業

市営住宅改善実施戸数
・H28目標/実績：72戸/72戸
・総合評価
老朽化が進んだ市営住宅において、計画的に改善・修繕を実施する
ことで耐久性の向上及び安全・安心な住宅を供給することができた。

現状のまま継続
建築住宅
課

6.市民相談の充実
(市民相談件数)
・H28目標/実績:1,320件/535件
・指標に基づく評価
前年度に比べ相談件数は減少した。
・成果と課題
件数は減少したが依然として相談は複
雑化してきており特にも一人暮らしの
高齢者等が困難を抱えている。

7



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

165
市営住宅住戸改善事
業

市営住宅改善実施戸数
・H28目標/実績：81戸/81戸
・総合評価
老朽化が進んだ市営住宅において、計画的に改善・修繕を実施する
ことで耐久性の向上及び安全・安心な住宅を供給することができた。
H29以降は「市営住宅ストック改善事業」と統合。

終了
建築住宅
課

166 公営住宅整備事業

市営住宅建替戸数
・H28目標/実績：623戸/623戸
・総合評価
既存の市営住宅に加え、宮古市公営住宅等長寿命化計画に基づき、
新たな市営住宅及び災害公営住宅を整備することによって、住宅に困
窮する世帯の解消につながった。今後は、入居希望者の需要と供給
のバランスを見据えながら集約化の検討も必要である。

現状のまま継続
建築住宅
課

167

③住宅耐震化の促進
(木造住宅耐震化率)
・H28目標/実績:74%/66.3%
・指標に基づく評価
震災後は、耐震性を有する新築住宅の着工が
活発であるため、耐震化率は向上している。
・成果と課題
既存住宅の耐震化も進める必要がある。

木造住宅耐震支援事
業

木造住宅耐震化率
・H28目標/実績：5件/1件
・総合評価
近年は応募者が少ないが、住宅の老朽化が進むにつれて、必要性が
高まることから、継続的な取り組みが必要。 現状のまま継続

建築住宅
課

168

8.安全・安心な水の供給
(全管路の耐震化率)
・H28目標/実績:23.4%/19.4%
・目標指標に基づく評価
平成28年台風第10号被害への復旧対
応により、計画した事業を消化できず、
管路の耐震化率の目標を達成できな
かった。
・成果と課題
全管路の耐震化率が目標を下回った
が、着実に耐震化は進んでいる。
法定耐用年数を超える管路が今後も
増加する中、効率的かつ有効的に管
路の更新を行う必要がある。
管路の更新には多額の費用がかかる
ことから、国庫補助金等の予算確保が
課題である。

①上水道の整備
(上水道管路の耐震化率)
・H28目標/実績:22.5%/19.0%
・指標に基づく評価
平成28年台風第10号被害への復旧対応によ
り、予定していた事業に着手できず、上水道管
路の耐震化率は目標を下回った。
・成果と課題
法定耐用年数を超える管路は年々増加してい
るなか、効率的かつ有効的に管路の更新を行
う必要があることから、耐震化率を上げるための
フォローアップが課題である。

飲料水供給施設改修
事業

改修箇所数
・H28目標/実績：3箇所/0箇所
・総合評価
平成28年台風第10号被害により、災害対応を優先したため実施できな
かった。

改善しながら継
続

施設課

169
上水道電気施設改修
事業

事業進捗率
・H28目標/実績：100％/0％
・総合評価
平成28年台風第10号被害により、災害対応を優先したため実施できな
かった。

現状のまま継続 施設課

8



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

170
上水道配水施設改修
事業

施工延長
・H28目標/実績：301.7ｍ/220.5ｍ
・総合評価
平成28年台風第10号被害により、災害対応を優先したため実施できな
かった。
また、南町地区においては、現地の配管状況が既存のマッピングデー
タと違うため、当初予定していた排水計画の見直しが必要となった。
今後は、マッピングを含む水道台帳の整備、改善にも力を入れていく
必要がある。

現状のまま継続 施設課

171
水質検査機器更新事
業

更新台数
・H28目標/実績：1台/1台
・総合評価
万一の水質トラブルに迅速に対応するため、直営で水質検査業務を
行っている。当該業務を滞りなく行うためには、分析機器の更新事業
は必須であり、今後も計画的及び効率的な機器更新を行っていく必要
がある。

現状のまま継続 施設課

172

②簡易水道の整備
(簡易水道の耐震化率)
・H28目標/実績:24.7%/20.0%
・指標に基づく評価
入札不調により工事着手できない箇所があり、
事業全体としては、耐震化率が目標を下回る
結果となった。
・成果と課題
今後は、計画的な予算の確保と効率的な工事
計画が必要である。

田老簡易水道統合事
業

施工延長
・H28目標/実績：1,871m/1,850m
・総合評価
予定していた工事を実施できない区間や翌年度へ繰り越しになった区
間があったが、配水管布設工事については相当程度の進展があっ
た。漏水状況が深刻化している地区があることから、早期に整備し、安
全で安定した水を供給できるように事業を継続していく必要がある。

現状のまま継続 施設課

173
簡易水道集中監視シ
ステム整備事業

整備箇所数
・H28目標/実績：2箇所/0箇所
・総合評価
平成28年台風第10号被害により、災害対応を優先したため実施できな
かった。

現状のまま継続 施設課

174
腹帯簡易水道統合整
備事業

施工延長
・H28目標/実績：597.5m/597.5m
・総合評価
平成28年台風第10号被害により、当初予定していた導水管布設工事
が実施できなかったため、別工区において導水管布設工事を実施し、
事業の進捗を図った。

現状のまま継続 施設課

175
川井地区簡水施設整
備事業

発注件数
・H28目標/実績：3件/3件
・総合評価
平成28年台風第10号被害により、災害対応を優先したため、工事内
容や時期を大きく見直すこととなり、一部事業を繰り越すこととなった。

改善しながら継
続

施設課

9



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

176
去石・田代簡水施設整
備事業

施工延長
・H28目標/実績：1,153.9ｍ/1,083.5ｍ
・総合評価
国庫補助金の配分が少なかったため、当初の予定区間を施工できな
かったが、漏水事故が頻発している箇所を優先的に整備したことで、
事業としては相当程度の進展があった。

改善しながら継
続

施設課

177
箱石簡易水道統合整
備事業

施工面積
・H28目標/実績：988㎡/0㎡
・総合評価
平成28年台風第10号被害により、災害対応を優先したため、発注時
期の遅延、入札不調となり、次年度へ繰り越すこととなった。

現状のまま継続 施設課

178
簡易水道施設改修事
業

改修件数
・H28目標/実績：11件/1件
・総合評価
平成28年台風第10号被害により、災害対応を優先したためや、入札
不調により、ほとんどの施設が未実施となった。

改善しながら継
続

施設課

179

9.衛生的な水環境の整備
(水洗化人口割合)
・H28目標/実績:68.3%/69.0%
・目標指標に基づく評価
水洗化人口割合は、目標を達成でき
た。
・成果と課題
水洗化人口割合は、目標を達成でき
た。
浄化槽の設置基数が伸びており、着
実に水洗化人口は増加している。
公共下水道整備の概成が間近であ
り、今後の汚水処理は浄化槽の整備
だけとなることから、浄化槽の普及促
進を図らなければならない。
公共下水道の水洗化の普及促進も図
らなければならない。

①公共下水道の整備・更新
（公共下水道普及率）
・H28目標/実績:66.3%/62.2%
・指標に基づく評価
復興事業にあわせて整備を進めており、概ね
順調である。
・成果と課題
復興事業と工程を調整しながら実施し、着実に
進んでいる。今後も工程を調整しながら進める
必要がある。 公共下水道整備事業

公共下水道普及率
・H28目標/実績：66.3%/62.2%
・総合評価
道路整備計画に合わせて下水道管を整備する計画にしたことで、普
及率はあまり伸びなかったが、事業効率と舗装復旧に係るコスト縮減
につながっている。

現状のまま継続 施設課

180
公共下水道耐震化事
業

耐震化改修箇所数
・H28目標/実績：2箇所/2箇所
重要な下水道施設であり、耐震化が急務であるが、施工時期が制限さ
れる工事なので、発注方法の検討が必要である。

改善しながら継
続

施設課

181
下水道施設長寿命化
事業

改修率
・H28目標/実績：100%/75%
・総合評価
国庫補助金の配分が少ないため、優先度が高いところから施工してい
る。安定した下水道施設の運営をする機械・電気機器の更新のために
は、国庫補助金の予算確保が課題である。

改善しながら継
続

施設課

10



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

182
下水道管路施設長寿
命化事業

実施延長
・H28目標/実績：116ｍ/54m
・総合評価
H27に実施設計が完了し、H28から工事を開始。管渠施設の延命化を
図るため、今後も事業を継続していく必要がある。

現状のまま継続 施設課

183
下水道台帳調査・デー
タ更新事業

年度の更新回数
・H28目標/実績：1回/1回
・総合評価
毎年度の下水道の情報を年１回台帳にデータを落とし込んで下水道
の的確な情報（マッピング）を整備して行政側、使用者側双方利活用
できるようにしているもので、今後も継続していく必要がある。

現状のまま継続 施設課

184
雨水排水施設整備事
業

委託業務実施率
・H28目標/実績：-%/-%
・総合評価
H27に実施設計が完了。H28は工事着手の予定であったが、予算を確
保できず、進捗を図ることができなかった。

現状のまま継続 施設課

185

②地域の排水処理施設の整備
(浄化槽処理人口)
・H28目標/実績：7,728人/7,145人
・指標に基づく評価
概ね順調に進捗している。
・総合評価
公共下水道、集落排水施設の整備区域外にお
いて、概ね計画通り整備することができているこ
とから、今後も現状のまま継続していく。

生活排水路対策事業

排水路整備延長
・H28目標/実績：400m/226m
・総合評価
住宅付近に排水先がなく、浄化槽設置に苦慮している市民のために、
排水路の確保を行うもので、施工地域によっては施工実績延長の長
短はあるものの、今後も継続して実施していく必要がある。

現状のまま継続
生活排水
課

186 市営浄化槽整備事業

浄化槽処理人口
・H28目標/実績：7,728人/7,145人
・総合評価
本事業により、市の汚水処理人口普及率が向上していることから、今
後も継続して実施していく必要がある。

現状のまま継続
生活排水
課

187
市営浄化槽整備事業
（付帯事業）

予算執行率
・H28目標/実績：2,000千円/869千円
・総合評価
浄化槽を設置する市民に、住宅付近に排水先がなく、排水路の確保
に係る費用の一部を補助予算枠（２００万円）から補助規定によって補
助するもので、浄化槽を整備するうえで必要性が高いことから、今後も
実施していく必要がある。

現状のまま継続
生活排水
課
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

188 水洗化促進事業

浄化槽処理人口
・H28目標/実績：7,728/7,145人
・総合評価
H28の新規利子補給利用は4件あり、H27の1件より増加したものの、低
金利により利子補給利用のニーズが低調であると考えられる。水洗化
に関する制度や水洗化に要する費用の説明により水洗化の促進が図
られることから、今後も継続して実施していく必要がある。

現状のまま継続
生活排水
課

189

③水洗化の促進
(水洗化率:下水道、集落排水区域)
・H28目標/実績：83.6%/89.0%
・指標に基づく評価
目標を上回る水洗化率となっている。
・総合評価
目標を上回る水洗化率となっていることから、Ｐ
Ｒ活動や制度説明等の取り組みを今後も継続
していく。

下水道普及促進事業

水洗化率
・H28目標/実績：83.6%/89.0%
・総合評価
水洗化率は年々向上していることから、今後も継続してＰＲ活動や制度
説明等に取り組んでいく必要がある。

現状のまま継続 施設課

190 きれいなまち推進事業

分別指導件数
・H28目標/実績:20回/9回
・総合評価
不法投棄やごみの適正処理のためには、不法投棄者を特定し指導す
ることや住民に分別の意識啓発を図ることは必要である。ごみの減量
化や適正処理をさらに推進するためには、体制の充実が必要である。

改善しながら継
続

環境課

191
家庭系一般廃棄物収
集運搬業務

不法投棄回収件数
・H28目標/実績:22ヶ所以下/43ヶ所
・総合評価
震災復興関連工事関係者等、当市の分別に不慣れな方が増加したこ
とで不法投棄回収件数は増加しているが、一時的なものと考えられ、
事業の継続は必要である。収集コースや委託種別の増加により効率
性が高まることが考えられることから検討が必要である。

改善しながら継
続

環境課

192
ごみ焼却施設基幹改
良事業（行政組合負担
金）

事業進捗率
・H28目標/実績:100%/100%
・総合評価
老朽化し性能が低下しているゴミ焼却施設基幹改良事業の負担金。

終了 環境課

193
開発緑地公園整備事
業

開発緑地公園整備箇所数
・H28目標/実績：1箇所/1箇所
・総合評価
計画通り１箇所の整備を行った。周辺住民に対して、安らぎと潤いのあ
る生活と、安全安心な公共空地を提供できるよう、今後も計画的に整
備を進めていく必要がある。

現状のまま継続
都市計画
課

10.環境衛生の充実
(環境衛生に対する市民満足度)
・H28目標/実績:－/－
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
ごみの不法投棄確認数は増加してお
り、適正処理の啓発を一層進める必要
がある。

①ごみの適正処理の推進
(不法投棄回収件数)
・H28目標/実績:22ヶ所以下/43ヶ所
・指標に基づく評価
H31の目標22ヶ所以下に対し、43ヶ所と多い
が、震災復興で来ている人や事業所が当市の
分別方法に不慣れなため、不法投棄する例が
増えている。
・成果と課題
結果的に不法投棄となる例が増えていることか
ら、適正処理の意識啓発を図り、ごみの適正処
理を推進する必要がある。

②公園・緑地の適正な管理
(公園トイレのバリアフリー化件数)
・H28目標/実績:25件/22件
・指標に基づく評価
震災により公園に応急仮設住宅が建設された
ため、中断している。

・成果と課題
応急仮設住宅の撤去に伴いトイレのバリアフ
リー化を図る必要がある。

12



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

194
都市公園等公園施設
バリアフリー化事業

公園トイレのバリアフリー化件数
・H28目標/実績:累計25件/累計22件
・総合評価
公園に応急仮設住宅が建設されており、公園の利用が制限されてい
る。公園トイレのバリアフリー化も応急仮設住宅の撤去後でなければで
きない状況にあるが、事業は継続する必要がある。

現状のまま継続 環境課

195
都市公園等環境整備
事業

C判定以下の遊具施設数
・H28目標/実績:148件/165件
・総合評価
公園の適正管理のためには、維持管理体制の拡充が必要である。

拡充 環境課

196 墓地拡張整備事業

事業進捗率
・H28目標/実績:60%/40%
・総合評価
墓所に対する市民からの要望が年々高まっており、宮古市墓園の区
画増設をする必要がある。

現状のまま継続
総合窓口
課

197

③公害の防止
(公害発生件数)
・H28目標/実績:30件/21件
・指標に基づく評価
大気環境、環境騒音の基準値は達成できてい
るものの、典型7公害に関する公害苦情件数は
増大しており、効果的な対策が要求される。
・成果と課題
法に基づく環境基準は達成できているが、公害
苦情については法令及び協定等で規制できな
い案件も多く、効果的な解決策を見出すのに
苦慮している。

公害対策事業

監視日数
・H28目標/実績:365日/325日
・総合評価
市民が生活していくうえで基盤となる地域の安全で快適な環境を維持
するために、事業の継続は必要である。

現状のまま継続 環境課

198

①水環境・大気環境の保全
(水質にかかわる環境基準達成率)
・H28目標/実績:100%/100%
(大気にかかわる環境基準達成率)
・H28目標/実績:100%/100%
・指標に基づく評価
水質環境及び大気環境ともに基準達成率100%
と良好に保たれていることが確認できている。
・成果と課題
公害対策事業を実施することで水質環境等の
良質さは維持できたが、この良質な環境を生か
した事業をより多く展開していくことが課題と思
われる。

公害対策事業

水質に関わる環境基準達成率
・H28目標/実績:100%/100%
大気にかかわる環境基準達成率
・H27目標/実績:100%/100%
・総合評価
市の将来像である「『森・川・海』と人が共生する安らぎのまち」の実現
に向けて継続していく必要がある。 現状のまま継続 環境課

10.環境衛生の充実
(環境衛生に対する市民満足度)
・H28目標/実績:－/－
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
ごみの不法投棄確認数は増加してお
り、適正処理の啓発を一層進める必要
がある。

②公園・緑地の適正な管理
(公園トイレのバリアフリー化件数)
・H28目標/実績:25件/22件
・指標に基づく評価
震災により公園に応急仮設住宅が建設された
ため、中断している。

・成果と課題
応急仮設住宅の撤去に伴いトイレのバリアフ
リー化を図る必要がある。

11.自然環境の保全
(自然環境に対する市民満足度)
・H28目標/実績:－/－
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
環境基準は達成できているが、保全意
識の向上を狙った行事への参加者数
は減少しており、事業内容の再構築を
検討する必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

199

②保全意識の普及・啓発
(自然観察会等参加者数)
・H28目標/実績:1,700人/1,406人
・指標に基づく評価
達成率が降下したことから、市民への環境保全
意識の普及・啓発への強化が必要である。
・成果と課題
自然環境保全専門員による希少動植物の発見
等、一定の成果は上がっていると思われる。市
民の環境保全意識向上のための新たな事業の
構築が必要である。

自然保護事業

自然観察会参加者数
・H28目標/実績:1,700人/1,406人
・総合評価
市の将来像である「『森・川・海』と人が共生する安らぎのまち」の実現
に向けて継続していく必要がある。

現状のまま継続 環境課

200
住宅用太陽光発電シ
ステム導入促進事業

住宅用太陽光発電システム導入件数
・H28目標/実績:854件/972件
・総合評価
住宅用太陽光発電システムの設置は、個人でも再生可能エネルギー
を利用できる身近な手段であると考えられるが、設備設置には多額の
費用を要することから、引き続き事業を継続する必要がある。

現状のまま継続 環境課

201
【再掲】木材利用促進
事業（ストーブ設置事
業）

導入実績（台数）
・H28目標/実績:30台/19台
・総合評価
ペレットストーブ及び薪ストーブともに、同規模の石油ストーブ等に比
べて依然として高値であることから、地球温暖化防止策としても支援を
継続すべきである。
県内のペレット生産工場が閉鎖したため、市内でペレットを入手しにく
い状況が続いており、実績は目標に届いていないが、薪ストーブは毎
年堅調に伸びており、地元産の薪も小売店を通じて安定的に供給され
るようになってきている。

現状のまま継続 農林課

11.自然環境の保全
(自然環境に対する市民満足度)
・H28目標/実績:－/－
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
環境基準は達成できているが、保全意
識の向上を狙った行事への参加者数
は減少しており、事業内容の再構築を
検討する必要がある。

12.循環型社会の形成
(再生可能エネルギー自給率)…a）
・H28目標/実績-/-
(廃棄物最終処分量)…b)
・H28目標/実績:1,195t/1,113t
・指標に基づく評価

a・・・自給率算出方法について検討中
であり、現時点で各年度の目標数値を
設定できていないことから、評価しな
い。
b・・・目標値は達成できており、良好に
推移している。目標年度の1000ｔ以下
に向けてより施策を推進していくものと
する。

・成果と課題
太陽光発電を中心に再生可能エネル
ギーの導入は進んでいる。最終処分
場に搬入されるごみ等についても減少
している。施策の一層の推進が必要で
ある。

①再生可能エネルギーの利用促進
(住宅用太陽光発電システム導入件数)
・H28目標/実績:854件/972件（103件増）
(木質バイオマスストーブ導入基数)
・H28目標/実績:198基/185基（19基増）
・指標に基づく評価
住宅用太陽光発電システムは目標を上回って
いる。木質バイオマスストーブは、目標に対し
98.54%の実績となっていることから、概ね順調
に推移している。
・成果と課題
事業化に至っていない事務事業もあるが、4の
事務事業において再生可能エネルギーの導入
が図られており、一定の成果が認められる。た
だし、施策目標である再生可能エネルギー自
給率の向上を図るためには、市民への一層の
意識啓発や更なる利用促進に向けた取り組み
が必要である。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

202
スマートコミュニティ推
進協議会運営費補助
金

構築事業進捗率
・H28目標/実績:100%/67%（6事業/9事業）
・総合評価
当初計画に遅れはあるものの、順次事業化が図られている。平成28年
9月には電力の地産地消を実現したが、再生可能エネルギー地産地
消の拡大を目指し、引き続き事業を展開している。協議会では残る構
築事業については、国（経済産業省）が2ヶ年の補助期間延長を決定
したことから、早期の事業化に向けて、引き続き必要な支援と進行管理
を行うこととしている。

現状のまま継続 環境課

203
ブルーチャレンジプロ
ジェクト推進協議会運
営費補助金

総会参加率
・H28目標/実績:50%以上/53%
・総合評価
本プロジェクトは民間を実施主体とし、事業化に向けては当初木質バ
イオマス施設に係る初期コスト軽減を図るため、国の復興交付金を活
用する方向で調整を図ってきた。しかし、これが認められなかったた
め、事業化に時間を要している。現在、民間資金による事業化を検討
しており、引き続き、事業者との連携を深めながら取り組んでいく必要
がある。なお、当初計画では、木質バイオマス施設から生産される電
気・熱・水素のエネルギーを活用する計画としていたが、現在、当地域
は電力系統連系の接続制約が発生しており、発電事業については一
旦見合わせ水素のみを製造するスキームとして計画の見直しを行って
いる。

縮小 環境課

204

公共施設再生可能エ
ネルギー等導入事業
（グリーンニューディー
ル基金事業）

再生可能エネルギー発電設備整備規模・蓄電設備整備規模
・H28目標/実績:（パネル単年度（累計））0kW（125ｋW）/0kW
（122.5kW）　（蓄電池単年度（累計））0kWh（150kWh）/0kWh（150ｋ
Wh）
・総合評価
避難所など防災拠点となる公共施設に再生可能エネルギー設備の計
画的な導入が図られている。なお、H28以降も5年間、国が国庫補助事
業期間延長を決定している。平成28年度には整備計画を一部見直
し、引き続き、整備計画に沿って再生可能エネルギー設備の導入を図
ることとする。

現状のまま継続 環境課

205
公共施設ごみ減量化
事業

ごみ排出量
・H28目標/実績:42,227kg/34,873kg
・総合評価
資源の浪費、環境破壊を防止するためには、ごみの資源化が必要で
あり、公共施設の生ごみのたい肥化を図る事業は継続する必要があ
る。

現状のまま継続 環境課

12.循環型社会の形成
(再生可能エネルギー自給率)…a）
・H28目標/実績-/-
(廃棄物最終処分量)…b)
・H28目標/実績:1,195t/1,113t
・指標に基づく評価

a・・・自給率算出方法について検討中
であり、現時点で各年度の目標数値を
設定できていないことから、評価しな
い。
b・・・目標値は達成できており、良好に
推移している。目標年度の1000ｔ以下
に向けてより施策を推進していくものと
する。

・成果と課題
太陽光発電を中心に再生可能エネル
ギーの導入は進んでいる。最終処分
場に搬入されるごみ等についても減少
している。施策の一層の推進が必要で
ある。

①再生可能エネルギーの利用促進
(住宅用太陽光発電システム導入件数)
・H28目標/実績:854件/972件（103件増）
(木質バイオマスストーブ導入基数)
・H28目標/実績:198基/185基（19基増）
・指標に基づく評価
住宅用太陽光発電システムは目標を上回って
いる。木質バイオマスストーブは、目標に対し
98.54%の実績となっていることから、概ね順調
に推移している。
・成果と課題
事業化に至っていない事務事業もあるが、4の
事務事業において再生可能エネルギーの導入
が図られており、一定の成果が認められる。た
だし、施策目標である再生可能エネルギー自
給率の向上を図るためには、市民への一層の
意識啓発や更なる利用促進に向けた取り組み
が必要である。

②ごみの減量化と資源化の推進
(一人一日当たりのごみの排出量)
・H28目標/実績:900ｇ以下/1,021g
（一般廃棄物のリサイクル率）
・H28目標/実績:20.0％/14.9％
・指標に基づく評価
住民票のない復興関係者の増加や住宅再建
に伴う引っ越しごみの増加など、一人一日当た
りのこみの排出量の削減やリサイクル率の増加
は進んていないが、循環型社会の形成のた
め、引き続き事業を推進する必要がある。
・総合評価
循環型社会の形成のため、引き続き事業を推
進する必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

206
ごみ減量化・資源化対
策事業

生ごみ処理容器等の設置基数
・H28目標/実績:50基/32基
集団回収量
・H28目標/実績:467kg/474kg
・総合評価
資源の浪費、環境破壊を防止するためには、ごみの資源化が必要で
あり、生ごみ処理容器や集団回収に助成を行い資源化を図る事業は
継続する必要がある。

現状のまま継続 環境課

207
【再掲】きれいなまち推
進事業

分別指導件数
・H28目標/実績:20回/9回
・総合評価
不法投棄やごみの適正処理のためには、不法投棄者を特定し指導す
ることや住民に分別の意識啓発を図ることは必要である。ごみの減量
化や適正処理をさらに推進するためには、体制の充実が必要である。

現状のまま継続 環境課

12.循環型社会の形成
(再生可能エネルギー自給率)…a）
・H28目標/実績-/-
(廃棄物最終処分量)…b)
・H28目標/実績:1,195t/1,113t
・指標に基づく評価

a・・・自給率算出方法について検討中
であり、現時点で各年度の目標数値を
設定できていないことから、評価しな
い。
b・・・目標値は達成できており、良好に
推移している。目標年度の1000ｔ以下
に向けてより施策を推進していくものと
する。

・成果と課題
太陽光発電を中心に再生可能エネル
ギーの導入は進んでいる。最終処分
場に搬入されるごみ等についても減少
している。施策の一層の推進が必要で
ある。

②ごみの減量化と資源化の推進
(一人一日当たりのごみの排出量)
・H28目標/実績:900ｇ以下/1,021g
（一般廃棄物のリサイクル率）
・H28目標/実績:20.0％/14.9％
・指標に基づく評価
住民票のない復興関係者の増加や住宅再建
に伴う引っ越しごみの増加など、一人一日当た
りのこみの排出量の削減やリサイクル率の増加
は進んていないが、循環型社会の形成のた
め、引き続き事業を推進する必要がある。
・総合評価
循環型社会の形成のため、引き続き事業を推
進する必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

208
母子保健事業（妊婦一
般健康診査事業）

妊婦健康診査受診率
・Ｈ28目標/実績：90.0/85.1％
・総合評価
妊婦一般健康診査受診票等の交付により、適切な時期に妊婦健康診
査を受けることが出来ている。また、妊婦健康診査結果を健康カルテ
に入力することで継続的な健康状態を把握できている。今後も、妊婦
及び乳児の健康保持、増進を図る必要がある。

現状のまま継続 健康課

209
母子保健事業（1歳6か
月児健康診査）

1歳6か月健康診査受診率
・Ｈ28目標/実績98.5％/98.2％
・総合評価
未受診者対策として、関係機関との連携において改善の余地はある。
複雑多様化する発達障害のニーズに的確に対応するため、スタッフ間
のスキルアップを図ることが必要である。

改善しながら継
続

健康課

210
特定不妊治療費助成
事業

助成件数
・Ｈ28目標/実績：30件/16件
・総合評価
治療費の助成は経済的負担の軽減を図り、市民の心身の健康づくりと
して有効であり、今後も継続して実施する必要がある。

現状のまま継続 健康課

211
成人健康診査事業（が
ん検診）

大腸がん検診初回受診者数
・Ｈ28目標/実績：800人/310人
・総合評価
市民の健康づくりを推進する上で、大腸がんを早期に発見するための
本事業は必要である。経年未受診者及び新規に対象年齢になった市
民への受診勧奨を継続する必要がある。受診率向上のため、受診勧
奨方法や、周知方法を工夫し取り組む。

改善しながら継
続

健康課

212
健康増進事業（健康相
談、健康教育）

健康教室参加者数
・Ｈ28目標/実績：6,500人/8,545人
・総合評価
生活習慣病予防を進めるためには、運動や食生活等生活習慣の改善
を支援することが必要である。事業内容を改善しながら、有効性を高め
る必要がある。

改善しながら継
続

健康課

213
健康増進事業（健診事
後指導）

結果説明会参加者数
・Ｈ28目標/実績：6％/5.3％
・総合評価
生活習慣病の予防のため、個人の嗜好や生活環境に合わせた指導
が必要である。また、総合判定Ｃの方への受診勧奨も継続し、健康管
理できるような指導の実施も必要である。また、働き盛り世代への周知
方法や重症化させない指導体制も検討していく必要がある。

改善しながら継
続

健康課

施策の体系・評価（平成28年度事業）

基本施策

事務事業

担当課
名

Ⅳ健康でふれ
あいのある地
域づくり

1.健康づくりの推進
(早世割合:65歳未満の死亡割合)
・Ｈ28目標/実績：14.30％/11.0％
(メタボリックシンドローム該当者・予備
群の割合)
・Ｈ28目標/実績：25％以下/24.6％
・指標に基づく評価
目標を達成している。
・成果と課題
各種健康診査や各種がん検診を実施
し、疾病の早期発見と予防に取り組
み、各種母子保健事業、成人事業を
通じて健康づくりに取り組む市民は増
えている。
各種健康診査の受診率の向上と生活
習慣病予防の知識の普及に努め、心
身ともに健康な生活を送ることが出来
る人が増えるよう、効果的な支援を行う
ことが必要である。

①母子の健康づくりの推進
(11週以下での妊娠届出率)
・Ｈ28目標/実績：89.0％/90.7％
(3歳児健康診査受診率)
・Ｈ28目標/実績：98.5％/96.0％
・指標に基づく評価
計画目標に向かって概ね計画どおりに進捗し
ている。
・成果と課題
妊娠11週以下の届出による母子健康手帳交付
により、妊娠早期から健康支援ができており、
妊娠・出産・育児への切れ目ない支援体制の
構築に有効である。3歳児健康診査の未受診
者については、保育所や医療機関等と連携し、
状況把握をしているが、引き続き受診勧奨の強
化を図る必要がある。

②成人の健康づくりの推進
(大腸がん検診健診受診率)
・Ｈ28目標/実績：31%/12.6％
(国保特定健診受診者中の肥満者の割合)
・Ｈ28目標/実績：29.5%/31.6％
・指標に基づく評価
平成28年度、「地域保健・健康増進事業報告」
におけるがん検診受診率の対象者について、
住民全体とする見解が示されたため、前年度ま
での受診率と比較することは出来ないが、受診
者数は減少している。また、肥満者の割合につ
いても、減少傾向であったものが、平成25年度
並みの数値に戻っている。
・成果と課題
各種事業において、健(検)診受診の広報活動
に取り組んでいるが、これまでの取り組みに加
え、さらに効果的な受診勧奨方法を検討する必
要がある。併せて、各種健康教室を開催し、健
康づくりに関する知識の普及啓発に継続的に
取り組む必要がある。

評価 評価 評価

1



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

214 特定保健指導事業

特定保健指導実施率
・Ｈ28目標/実績：50％/18.0％
・総合評価
特定保健指導を受けた方は検診結果の改善がみられ生活習慣病へ
の悪化の予防につながっているおり、今後も継続して実施する必要が
ある。

現状のまま継続 健康課

215
成人健康診査事業（後
期高齢者）

後期高齢者健診受診者数
・Ｈ28目標/実績：32.23％/36.91%
・総合評価
後期高齢者健診の実施は、高齢者の生活習慣病の予防や早期発見
に効果的であり、また、自らの健康づくりに向けた意識を高めるきっか
けとなり後期高齢者の健康の保持増進につながることから継続して実
施する。

現状のまま継続
総合窓口
課

216
地域支援事業（高齢者
健康づくり事業）

高齢者健康づくり事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：9,000人/7,389人
・総合評価
全体をみると高齢者健康づくり事業実施回数は減少しているが、地区
での依頼事業回数は増加している。関係機関が包括的に地域に関わ
り、必要時支援に入っていくことは必要である。今後も、地域のニーズ
に合わせた講話や教室の開催、活動の支援を行っていく必要がある。

改善しながら継
続

健康課

217

④心の健康づくりの推進
(心の健康づくり事業参加者数)
・Ｈ28目標/実績：1,600人/1,389人
・指標に基づく評価
参加者数は目標値を下回っているが、前年に
比べ増加している。
・成果と課題
震災後、心の健康づくりをテーマとした健康教
室を実施してきたが、平成27年度以降、自宅再
建や公営住宅の入居等により、参加者が減少
している。昨年度からこころの健康づくりについ
て普及啓発をしているが、今後も地域での見守
り体制を整えるため、ゲートキーパーの養成に
継続して取り組む必要がある。

こころの健康づくり推
進事業

ゲートキーパー養成事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：80人/48人
・総合評価
こころの不調による自殺などの社会的損失は避けなければならない。
より多くの市民が関心を持ち参加できるよう、内容や開催・周知の仕方
を改善する必要がある。

改善しながら継
続

健康課

Ⅳ健康でふれ
あいのある地
域づくり

1.健康づくりの推進
(早世割合:65歳未満の死亡割合)
・Ｈ28目標/実績：14.30％/11.0％
(メタボリックシンドローム該当者・予備
群の割合)
・Ｈ28目標/実績：25％以下/24.6％
・指標に基づく評価
目標を達成している。
・成果と課題
各種健康診査や各種がん検診を実施
し、疾病の早期発見と予防に取り組
み、各種母子保健事業、成人事業を
通じて健康づくりに取り組む市民は増
えている。
各種健康診査の受診率の向上と生活
習慣病予防の知識の普及に努め、心
身ともに健康な生活を送ることが出来
る人が増えるよう、効果的な支援を行う
ことが必要である。

②成人の健康づくりの推進
(大腸がん検診健診受診率)
・Ｈ28目標/実績：31%/12.6％
(国保特定健診受診者中の肥満者の割合)
・Ｈ28目標/実績：29.5%/31.6％
・指標に基づく評価
平成28年度、「地域保健・健康増進事業報告」
におけるがん検診受診率の対象者について、
住民全体とする見解が示されたため、前年度ま
での受診率と比較することは出来ないが、受診
者数は減少している。また、肥満者の割合につ
いても、減少傾向であったものが、平成25年度
並みの数値に戻っている。
・成果と課題
各種事業において、健(検)診受診の広報活動
に取り組んでいるが、これまでの取り組みに加
え、さらに効果的な受診勧奨方法を検討する必
要がある。併せて、各種健康教室を開催し、健
康づくりに関する知識の普及啓発に継続的に
取り組む必要がある。

③高齢者の健康づくりの推進
(高齢者健康づくり事業参加者数)
・Ｈ28目標/実績：9,000人/7,389人
(後期高齢者健診受診率)
・Ｈ28目標/実績：32.23%/36.91％
・指標に基づく評価
後期高齢者健診の受診者は増加しており、計
画目標年度の目標値を達成している。
・成果と課題
各種教室の参加者の固定化が見られ、内容や
周知方法の工夫が必要である。
後期高齢者健診は、受診率は増加している
が、今後も受診勧奨を継続する必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

218
歯と口腔の健康づくり
事業（母子健康診査）

2歳6か月児歯科健康診査　う歯有病者率
・Ｈ28目標/実績：0％/7.2％
・総合評価
2歳6か月歯科検診は、むし歯が急増する3歳児の前の健診であり、保
育者に歯科保健の知識及び刷掃技術を習得してもらうためにも重要
である。今後、未受診への対策強化及び受診日程の柔軟な対応、む
し歯になる危険性の高い児についてのフォロー、歯科相談への細やか
な対応や妊婦教室等における歯科保健の啓発及び歯科検診等を実
施する必要がある。 改善しながら継

続
新里保健
センター

219
歯と口腔の健康づくり
事業（成人歯科健康診
査）

成人歯科健康診査受診率
・Ｈ28目標/実績：13.0％/8.1％
・総合評価
個人では受診の機会がない人にその機会を持ち、さらにはかかりつけ
歯科医師を持つきっかけとして有効である。受診率向上のために、周
知方法の工夫、健診期間の延長などが必要である。

改善しながら継
続

新里保健
センター

220 予防接種事業

MR(麻しん風疹混合)予防接種率
・Ｈ28目標/実績：95％以上/1期94.9％2期87.7％
・総合評価
感染症対策は、市民の健康を守るため必要である。今後も麻しんの予
防接種率95％以上に近づけるよう医療機関の協力を得ながら接種率
の向上に努める必要がある。

改善しながら継
続

新里保健
センター

221 結核予防事業

結核健診受診率
・Ｈ28目標/実績：65％/61.5％
・総合評価
市民の健康を守るためには、結核罹患者の早期発見が必要である。
今後、結核健康診断の受診率を上げるため、周知方法の工夫や未受
診者の管理による受診の働きかけが必要がある。

改善しながら継
続

健康課

222
予防接種事業（成人風
疹ワクチン接種）

成人風しんワクチン接種者数
・Ｈ28目標/実績：抗体価検査15予防接種30/抗体価検査11予防接種
27
・総合評価
予防接種は、「先天性風しん症候群」の発生を予防する唯一の方法で
あり、継続する必要がある。

現状のまま継続 健康課

1.健康づくりの推進
(早世割合:65歳未満の死亡割合)
・Ｈ28目標/実績：14.30％/11.0％
(メタボリックシンドローム該当者・予備
群の割合)
・Ｈ28目標/実績：25％以下/24.6％
・指標に基づく評価
目標を達成している。
・成果と課題
各種健康診査や各種がん検診を実施
し、疾病の早期発見と予防に取り組
み、各種母子保健事業、成人事業を
通じて健康づくりに取り組む市民は増
えている。
各種健康診査の受診率の向上と生活
習慣病予防の知識の普及に努め、心
身ともに健康な生活を送ることが出来
る人が増えるよう、効果的な支援を行う
ことが必要である。

⑤歯と口腔の健康づくりの推進
(3歳児健康診査でむし歯のない人の割合)
・Ｈ28目標/実績：100％/83.8％
(65歳以上で口腔機能の低下がある人の割合)
・Ｈ28目標/実績：10％/21.3％
・指標に基づく評価
う歯有病者率は徐々に低下してきている。
口腔機能の低下がある人の割合は微増してい
る。
・成果と課題
う歯有病者率、１人平均う歯数は減少している。
早い段階からの歯科的なフォローを進める必要
がある。
歯と口腔の健康づくりには、口腔衛生及び口腔
機能維持・向上が重要である。介護予防、健康
教室、健康相談等において、知識と技術の両
面を普及させる必要がある。

⑥感染症予防の推進
(MR(麻しん風疹混合)予防接種率)
・Ｈ28目標/実績：95％以上/1期94.9％2期
87.7％
(結核健診受診率)
・Ｈ28目標/実績：80％/61.5％
・指標に基づく評価
接種率、受診率とも増加傾向にあるが、目標を
下回っている。
・成果と課題
麻しんの予防接種は、未接種者の把握と接種
勧奨により、接種率は保持されている。結核検
診は、市民が受診しやすい環境をつくることで
早期発見につながっている。未受診者に対す
る啓蒙啓発により、接種率や受診率の向上を
図る必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

223
予防接種事業（小児対
象インフルエンザ予防
接種）

小児対象インフルエンザ予防接種者数
・Ｈ28目標/実績：6,911人/6,857人
・総合評価
市民の健康を守るため、感染症対策として本事業は必要である。イン
フルエンザは罹患率が高いため、重症化予防と集団感染拡大の抑制
のため、医療機関の協力を得ながら実施する。

現状のまま継続 健康課

224

⑦食育の推進
(朝食に主食とおかず(主菜、副菜)のそろったも
のを摂取する人の割合(幼児))
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標であり、5
年ごとに実施される。（H30実施予定）
・成果と課題
各発達段階における食育指導者数は増加して
いる。バランスのとれた食事摂取が出来るよう取
り組みを継続する。

食育推進事業

幼児期の食育指導者数
・Ｈ28目標/実績：2,000人/2,228人
思春期の食育指導者数
・Ｈ28目標/実績：1,200人/1,831人
・総合評価
子どもと保護者が食に関する知識を高め、健全な食生活を実践、行動
化できるようにするため継続的な取り組みが必要である。食生活改善
推進協議会との連携の強化など、事業内容を改善しながら有効性を
高める必要がある。

改善しながら継
続

健康課

225 医師住宅整備事業

整備箇所数
・Ｈ28目標/実績：1箇所/1箇所
・総合評価
田老診療所医師住宅の整備は、H28で完了。

終了 健康課

226 患者輸送車運行事業

運行日数（4地区合計）
・Ｈ28目標/実績：718日/807日
・総合評価
へき地等住民、特にも高齢者が、安心して医療を受けられる移動手段
を確保するため、維持継続する必要がある。

現状のまま継続 健康課

227 医師・看護師養成事業

貸付者数
・Ｈ28目標/実績：9人/4人
・総合評価
市内医療機関に勤務しようとする医学生及び看護学生に奨学金を貸
与することで、不足している医師や看護師の確保に繋がる事業であり
必要である。今後も、医師・看護師の確保のため、維持継続する必要
がある。

現状のまま継続 健康課

228
休日急患診療所運営
事業

休日日数及び市長が診療を必要と認めた日数
・Ｈ28目標/実績：69日/69日
・総合評価
市民がいつでも安心して医療を受けられる体制を確保するため、民間
診療所が休診の際の初期医療の提供は必要であり、維持継続する必
要がある。

現状のまま継続 健康課

1.健康づくりの推進
(早世割合:65歳未満の死亡割合)
・Ｈ28目標/実績：14.30％/11.0％
(メタボリックシンドローム該当者・予備
群の割合)
・Ｈ28目標/実績：25％以下/24.6％
・指標に基づく評価
目標を達成している。
・成果と課題
各種健康診査や各種がん検診を実施
し、疾病の早期発見と予防に取り組
み、各種母子保健事業、成人事業を
通じて健康づくりに取り組む市民は増
えている。
各種健康診査の受診率の向上と生活
習慣病予防の知識の普及に努め、心
身ともに健康な生活を送ることが出来
る人が増えるよう、効果的な支援を行う
ことが必要である。

⑥感染症予防の推進
(MR(麻しん風疹混合)予防接種率)
・Ｈ28目標/実績：95％以上/1期94.9％2期
87.7％
(結核健診受診率)
・Ｈ28目標/実績：80％/61.5％
・指標に基づく評価
接種率、受診率とも増加傾向にあるが、目標を
下回っている。
・成果と課題
麻しんの予防接種は、未接種者の把握と接種
勧奨により、接種率は保持されている。結核検
診は、市民が受診しやすい環境をつくることで
早期発見につながっている。未受診者に対す
る啓蒙啓発により、接種率や受診率の向上を
図る必要がある。

2.医療の充実
(地域医療の充実に対する市民満足
度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
国保診療に医師を配置することで、安
定した地域医療体制を確保した。ま
た、関係機関と連携を図り、休日等の
市内の診療体制を維持した。県立宮
古病院は、二次保健医療圏の基幹的
な医療機関としての機能を十分に果た
せていない状況であり、医療の充実に
関し県等に強く働きかける必要があ
る。

①医療体制の充実
(全直営診療所の年間稼働率)
・Ｈ28目標/実績：100％/100％
・指標に基づく評価
国保診療所及び休日急患診療所を条例などで
定める全ての診療日に診療し、安定的に医療
を提供できた。
・成果と課題
安定した医療体制を確保するため、現在の診
療体制、関係事業を継続する。不足する医師
及び看護師の確保に努め、医療の充実に関し
県等に強く働きかける必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

229 国保診療所運営事業

開設日数
・Ｈ28目標/実績：718日/718日
・総合評価
市民がいつでも安心して医療を受けられる体制を確保するため、安定
的な医療の提供は必要であり、維持継続する必要がある。

現状のまま継続
国保診療
所（健康
課）

230 祝日歯科当番医事業

祝日に歯科診療体制が確保された日数
・Ｈ28目標/実績：15日/15日
・総合評価
市民がいつでも安心して医療を受けられる体制を確保するため、民間
歯科診療所が休診の際の初期医療の提供は必要であり、維持継続す
る必要がある。

現状のまま継続 健康課

231 診療所設備整備事業

開設日数
・Ｈ28目標/実績：718日/718日
・総合評価
市民がいつでも安心して医療を受けられる体制を確保するため、安定
的な医療の提供は必要であり、維持継続する必要がある。

現状のまま継続
国保診療
所（健康
課）

232

①国民健康保険の適正実施
(特定健康診査受診率)
・H28目標/実績:55%/38%
・指標に基づく評価
受診率は昨年度並みであったが目標には達し
なかった。
・成果と課題
昨年度実績並みの受診率であった。受診率の
向上には、実施体制の見直し、年代別の受診
勧奨等の工夫が必要である。

国保特定健康診査・特
定保健指導事業

特定健診受診率
・H28目標/実績:55%/38%
・総合評価
事業の実施は義務であるため、継続して実施する。平成28年度は、台
風10号の水害により、実施できなくなる会場があるなど、9月上旬の受
診に影響が出た。より多くの被保険者が受診できる体制づくりを検討
する。

改善しながら継
続

総合窓口
課

233
乳幼児・小学生医療費
給付事業

事業対象者への受給者証交付率
・H28目標/実績:100%/100%
・総合評価
適正な医療の受診機会を確保することで子どもの健康を保持し、ま
た、子育て家庭の経済的負担を軽減するため、継続して実施する。
現物給付の拡大については国保国庫負担金減額のペナルティ等の
問題もあり、国及び県の動向を見ながら検討する。

現状のまま継続
総合窓口
課

234
中学生医療費給付事
業

事業対象者への受給者証交付率
・H28目標/実績:100%/100%
・総合評価
適正な医療の受診機会を確保することで中学生の健康を保持し、ま
た、子育て家庭の経済的負担を軽減するため、継続して実施する。
現物給付については国保国庫負担金減額のペナルティ等の問題もあ
り、国及び県の動向を見ながら検討する。

現状のまま継続
総合窓口
課

2.医療の充実
(地域医療の充実に対する市民満足
度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
国保診療に医師を配置することで、安
定した地域医療体制を確保した。ま
た、関係機関と連携を図り、休日等の
市内の診療体制を維持した。県立宮
古病院は、二次保健医療圏の基幹的
な医療機関としての機能を十分に果た
せていない状況であり、医療の充実に
関し県等に強く働きかける必要があ
る。

①医療体制の充実
(全直営診療所の年間稼働率)
・Ｈ28目標/実績：100％/100％
・指標に基づく評価
国保診療所及び休日急患診療所を条例などで
定める全ての診療日に診療し、安定的に医療
を提供できた。
・成果と課題
安定した医療体制を確保するため、現在の診
療体制、関係事業を継続する。不足する医師
及び看護師の確保に努め、医療の充実に関し
県等に強く働きかける必要がある。

3.医療保険制度等の充実
(国民健康保険被保険者一人当たりの
医療費)
・H28目標/実績:383,435円/400,116
円
・指標に基づく評価
一人当たりの医療費は、目標とする金
額を超過した。
・成果と課題
一人当たりの医療費は目標金額を超
えている。被保険者の高齢化、医療技
術の高度化、高額の薬剤の普及など、
一人当たりの医療を上昇させる要因が
生じている。

②医療給付の適正実施
(事業対象者への受給者証交付率)
・H28目標/実績:100%/100%
・指標に基づく評価
総合窓口業務及び関係機関との連携により、
受給要件を満たす者を漏れなく把握するよう努
め、把握している者については、受給者証を交
付している。
・成果と課題
総合窓口業務と連携することで住民異動の際
に対象者を把握するとともに、福祉課等関係機
関との連携を図り受給要件の情報取集をするこ
とで漏れのないよう処理しており、受給要件を
満たすことを把握している者については、受給
者証を交付している。
今後も、関係機関との更なる連携の強化や、市
広報等による制度の周知を行い、未交付者の
ないように努める。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

235
妊産婦医療費給付事
業

事業対象者への受給者証交付率
・H28目標/実績:100%/100%
・総合評価
適正な医療の受診機会を確保することで妊娠期の胎児及び母体の健
康を保持し、また、妊娠・出産における費用負担を軽減するため、継続
して実施する。

現状のまま継続
総合窓口
課

236
重度心身障害者医療
費給付事業

事業対象者への受給者証交付率
・H28目標/実績:100%/100%
・総合評価
適正な医療の受診機会を確保することで重度心身障害者の健康を保
持し、また、高額な医療費負担が生じる者に対する費用負担を軽減す
るため、継続して実施する。
現物給付の拡大については国保国庫負担金減額のペナルティ等の
問題もあり、国及び県の動向を見ながら検討する。

現状のまま継続
総合窓口
課

237
ひとり親家庭等医療費
給付事業

事業対象者への受給者証交付率
・H28目標/実績:100%/100%
・総合評価
適正な医療の受診機会を確保することでひとり親家庭等の親と子の健
康を保持し、また、ひとり親等世帯における費用負担を軽減するため、
継続して実施する。
現物給付の拡大については国保国庫負担金減額のペナルティ等の
問題もあり、国及び県の動向を見ながら検討する。

現状のまま継続
総合窓口
課

238 寡婦医療費給付事業

事業対象者への受給者証交付率
・H28目標/実績:100%/100%
・総合評価
適正な医療の受診機会を確保することで寡婦の健康を保持し、また、
寡婦世帯の経済的負担を軽減するため、継続して実施する。
現物給付については国保国庫負担金減額のペナルティ等の問題もあ
り、国及び県の動向を見ながら検討する。

現状のまま継続
総合窓口
課

3.医療保険制度等の充実
(国民健康保険被保険者一人当たりの
医療費)
・H28目標/実績:383,435円/400,116
円
・指標に基づく評価
一人当たりの医療費は、目標とする金
額を超過した。
・成果と課題
一人当たりの医療費は目標金額を超
えている。被保険者の高齢化、医療技
術の高度化、高額の薬剤の普及など、
一人当たりの医療を上昇させる要因が
生じている。

②医療給付の適正実施
(事業対象者への受給者証交付率)
・H28目標/実績:100%/100%
・指標に基づく評価
総合窓口業務及び関係機関との連携により、
受給要件を満たす者を漏れなく把握するよう努
め、把握している者については、受給者証を交
付している。
・成果と課題
総合窓口業務と連携することで住民異動の際
に対象者を把握するとともに、福祉課等関係機
関との連携を図り受給要件の情報取集をするこ
とで漏れのないよう処理しており、受給要件を
満たすことを把握している者については、受給
者証を交付している。
今後も、関係機関との更なる連携の強化や、市
広報等による制度の周知を行い、未交付者の
ないように努める。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

239

①福祉ボランティア活動の促進
(福祉ボランティア数)
・Ｈ28目標/実績：800人/666人
・指標に基づく評価
社会福祉協議会を中心にボランティア育成に
取り組んでいるが、ボランティア登録者の高齢
化が進み減少傾向にある。
・成果と課題
一人一人の福祉活動が地域福祉の充実につ
ながるものであり、市民が福祉活動に取り組み
やすい環境を整えることが必要である。

福祉コミュニティー復
興支援事業

ボランティア団体等を含めた連絡会議の開催回数
・Ｈ28目標/実績：4回/3回
・総合評価
東日本大震災等の影響により福祉コミュニティが弱体化した地域おい
て、福祉コミュニティの復興を支援する取り組みを行っている。被災者
の生活再建の振興に伴い仮設住宅の入居者は減少しているが、再建
の目途が立たない方も多く、引き続き訪問による支援が必要である。引
き続き被災地のコミュニティ形成に取り組む必要がある

現状のまま継続 福祉課

240

②福祉ネットワークづくりの推進
(住民同士のつながりが広がる場や機会が身近
にある環境に対する市民満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標であり、5
年ごとに実施される。（H30実施予定）
・成果と課題
避難行動要支援者名簿登録のすべての該当
者への干渉を行ったが、台風10号による被害
発生後でもあり市民の関心が高く、多くの方々
から申請書の提出があり、災害時要援護者登
録名簿の登録者が増加した。

災害時支援ネットワー
クづくり推進事業

災害時要援護者登録名簿の登録者数
・Ｈ28目標/実績：300人/576人
・総合評価
国の示したガイドラインに基づき支援体制の整備、平常時の見守り活
動及び避難支援を円滑に行うことを目的に実施するものであり、継続
して実施する必要がある。

現状のまま継続 福祉課

241 民生委員事業

協議会研修会の参加者数
・Ｈ28目標/実績：1,300人/909人
・総合評価
民生委員児童委員協議会の事業展開は、各民生委員児童委員の相
談支援等の活動を充実させており、住民生活の向上を図る上で重要
な役割を果たしていることから、協議会への補助は継続する必要があ
る。

現状のまま継続 福祉課

242
生活困窮者自立支援
事業

新規相談件数
・Ｈ28目標/実績：120件/117件
・総合評価
生活困窮者を早期に把握し、本人の状況に応じた必要な支援は、自
立支援に有効であり、事業継続の必要がある。表に出てこない困窮者
をカバーするアウトリサーチの強化するため相談員を1名増やした。

現状のまま継続 福祉課

③相談支援体制の充実
(民生児童委員活動日数(一人当たり年間活動
日数))
・Ｈ28目標/実績：130日/133日
・指標に基づく評価
目標値を上回る実績となっている。
・成果と課題
地域社会や生活環境の急激な変化などにより
相談内容が多様化、複雑化しており民生委員
児童委員の負担が増加している。

4.地域福祉活動の充実
(必要なときに手助けしてもらえる環境
に対する市民満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
ボランティアの数は減少傾向にあるが
地域ボランティアや民生委員児童委
員の活動は地域福祉活動を促進する
ものであり、地域での支え合いを基本
とした福祉活動に対する市民の認識を
深め、地域福祉活動を促進する必要
がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

243 老人クラブ助成事業

老人クラブ加入率
・Ｈ28目標/実績：20％/9.76％
・総合評価
老人クラブ活動等の支援により、生きがいづくりの活動を推進するも
の。高齢化が進む中で老人クラブの存在は大きくなっているが、加入
人員が減っており、高齢者の多様化、時代の変化に対応した取組内
容等の見直しが必要である。

現状のまま継続
介護保険
課

244 敬老会開催助成事業

地区敬老会開催助成件数
・Ｈ28目標/実績：179件/66件
・総合評価
地区で実施する敬老事業に対し経費の一部を助成するもの。敬老会
の開催により、地域全体で敬老意識の高揚が期待できることから、継
続が必要である。ただし、開催経費を捻出できず、敬老会を実施して
いない自治会等もあるため、助成対象額等について検討が必要であ
る。

改善しながら継
続

介護保険
課

245
認知症サポーター養
成講座

受講者数
・Ｈ28目標/実績：5,500人/5,004人
・総合評価
認知症サポーター養成のため地域住民への講座を開催しているが、
職域への働きかけが出来ていない。今後、職域への取り組みとキャラ
バンメイトの活用の検討が必要である。

改善しながら継
続

介護保険
課

246 小田代山荘運営事業

施設年間利用者数
・Ｈ28目標/実績：26,777人/20,325人
・総合評価
Ｈ28年度は台風第10号により8/31、9/1、源泉の渇水により1/14～
3/16の計55日間の臨時休業を余儀なくされ、前年度に比べ、大きく実
績を落とす事となった。　　　　　今後も、高齢者及び一般市民の健康
増進・交流及び憩いの場として活用されていることから、一般財源を減
少させる方策を検討しながら運営を継続する。鉱泉の効能などをにつ
いて広くPRを行い、利用者の増加を図る。

改善しながら継
続

田老総合
事務所

247 安庭山荘運営事業

施設利用者数
・Ｈ28目標/実績：5,900人/4,203人
・総合評価
平成28年台風第10号被害により、1か月超休業した。その後もバス送
迎の団体予約は受け付けず、個人利用者のみとしたため、実績が大
幅に減少した。
高齢者同士の交流と健康増進を図る場として直営で運営を継続して
いくため、積極的なＰＲ活動などにより市民に広く周知することで、利用
者の減少に歯止めをかけ、効率性を向上させる必要がある。

改善しながら継
続

新里総合
事務所

5.高齢者福祉の充実
(高齢者の暮らしやすさに対する市民
満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・指標に基づく評価
高齢者の暮らしやすさに対する満足度
は、前回調査に比べると高くなってき
ているが、目標には及ばない状況であ
る。
・成果と課題
高齢者が増加する中で、今後も高齢
者福祉の充実が必要となっている。

①健康と生きがいづくりの推進
(老人クラブ加入率)
・Ｈ28目標/実績：20.0％/9.76％
・指標に基づく評価
高齢者が増加する中、老人クラブ加入者数は
減少しており達成できていない。
・成果と課題
高齢者の多様化・時代の変化に対応した取り
組みの見直しが必要である。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

248
やさしい住まいづくり事
業

利用件数
・Ｈ28目標/実績：20件/11件
・総合評価
高齢者及び障がい者の在宅生活の継続と介護者の負担を軽減するた
め、住宅改善に要する費用の一部を助成するもの。在宅生活を継続
するうえで、住環境整備は重要であることから、事業を継続する必要が
ある。

現状のまま継続
介護保険
課

249
在宅高齢者支援事業
（緊急通報装置貸与）

設置利用者数
・Ｈ28目標/実績：118人/105人
・総合評価
慢性疾患等により日常生活に注意を要する独居高齢者等に対し、緊
急通報装置を貸与するもの。健康面での不安を抱える独居高齢者等
にとって、緊急時の対応方法が確保されることは在宅で安心して生活
を送る上で重要であり、事業の継続は必要である。

現状のまま継続
介護保険
課

250
在宅高齢者支援事業
（介護通院助成事業）

利用者数
・Ｈ28目標/実績：770人/636人
・総合評価
要介護者の通院に係るタクシー費用の一部を助成するもの。要介護
者が在宅生活を続けるうえで、通院に係る費用が軽減されること、医療
機関受診により健康保持につながることから、継続が必要である。

現状のまま継続
介護保険
課

251
低所得利用者負担対
策事業

事業の対象者数
・Ｈ28目標/実績：100人/81人
・総合評価
国が定める実施要綱に基づき、低所得者の介護サービス利用料の一
部を軽減する社会福祉法人に補助金を交付する事業であり、現状の
まま継続する必要がある。

現状のまま継続
介護保険
課

252 総合相談支援事業

相談延件数
・Ｈ28目標/実績：73,000件/67,696件
・総合評価
地域包括支援センターの他にブランチ（窓口）を設置し、身近な場所
での相談窓口としての機能を確保している。今後も高齢者は増加して
いくと推計されており、交連者が住み慣れた地域で安心して生活でき
るよう、総合相談支援が必要である。

改善しながら継
続

介護保険
課

253
地域介護予防活動支
援事業

参加者数
・Ｈ28目標/実績：1,899人/2,804人
・総合評価
高齢者が生きがいを持ち自立した生活を送ることが出来るよう支援す
るもの。また、高齢者の居場所等のリーダーを育成・支援することで、
介護予防による地域づくりを推進する。総合事業への移行に伴い、現
在の一次予防事業から地域介護予防活動支援事業となる。継続が必
要であるが、今後も直営で実施できるかどうか等、実施主体について
は今後検討する必要がある。

改善しながら継
続

介護保険
課

5.高齢者福祉の充実
(高齢者の暮らしやすさに対する市民
満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・指標に基づく評価
高齢者の暮らしやすさに対する満足度
は、前回調査に比べると高くなってき
ているが、目標には及ばない状況であ
る。
・成果と課題
高齢者が増加する中で、今後も高齢
者福祉の充実が必要となっている。

②生活支援サービスの充実
(自立高齢者の割合)
・Ｈ28目標/実績：82.0％/80.8％
・指標に基づく評価
自立高齢者の割合は31年度の目標数値には
及ばないが、増加傾向にある。
・成果と課題
各事務事業が成果を上げていると思われ、今
後も事業を継続し在宅高齢者を支援していく。

③介護保険の充実
(総合相談件数)
・Ｈ28目標/実績：73,000件/67,696件
・指標に基づく評価
前年度に比較して相談件数は減少した。
・成果と課題
相談内容が多様化しており、支援に時間がか
かるケースが増加している。ケースの対応を通
じ、関係機関との連携強化が図られている。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

254 配食サービス事業

利用者数
・Ｈ28目標/実績：125人/88人
・総合評価
一人暮らしの高齢者が増加する中、在宅生活を継続するために栄養
に配慮された食事の提供と安否確認を行うもので継続する必要があ
る。

現状のまま継続
介護保険
課

255 介護用品給付事業

利用者数
・Ｈ28目標/実績：1,361人/920人
・総合評価
在宅介護を行う介護者の介護用品購入費用の一部を助成することで、
要介護者家族の負担が軽減され、安心して在宅生活を継続することに
つながることから継続して実施する必要がある。

現状のまま継続
介護保険
課

256 保健福祉事業

訪問実人数
・Ｈ28目標/実績：2,000人/2,128人
・総合評価
訪問指導により高齢者の健康の維持と自立した生活の継続を支援す
るもので、地域包括支援センターブランチの高齢者実態把握、健康課
の訪問指導事業、民生委員との連携を図りながら効率化を図る必要が
ある。

現状のまま継続
介護保険
課

257 婦人相談員設置事業

婦人相談件数
・Ｈ28目標/実績：153件/141件
・総合評価
女性の保護及び支援のため、継続して相談窓口の設置及び相談員の
配置が必要である。今後、相談窓口の周知を図り、女性の保護及び支
援に努める。

改善しながら継
続

福祉課

258
家庭児童相談室設置
事業

家庭児童相談件数
・Ｈ28目標/実績：2,755件/2,820件
・総合評価
子育て家庭の育児不安の解消や問題解決のため、継続して相談窓口
を設置及び相談員の配置が必要である。今後、相談体制の一層の充
実を図る。

改善しながら継
続

福祉課

259
青少年自立支援協働
事業

事業登録者数
・Ｈ28目標/実績：37人/31人
・総合評価
ひきこもりに悩む若者や保護者の社会的孤立を解消するため、継続し
て事業を実施する。

現状のまま継続 福祉課

①子育て支援体制の充実
(子育て支援拠点事業年間利用組数)
・Ｈ28目標/実績：9,200/12,677組
・指標に基づく評価
目標値を上回る利用実績となっている。
・成果と課題
子育て支援センターやファミリーサポートセン
ター等の利用者は増加している。

5.高齢者福祉の充実
(高齢者の暮らしやすさに対する市民
満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・指標に基づく評価
高齢者の暮らしやすさに対する満足度
は、前回調査に比べると高くなってき
ているが、目標には及ばない状況であ
る。
・成果と課題
高齢者が増加する中で、今後も高齢
者福祉の充実が必要となっている。

③介護保険の充実
(総合相談件数)
・Ｈ28目標/実績：73,000件/67,696件
・指標に基づく評価
前年度に比較して相談件数は減少した。
・成果と課題
相談内容が多様化しており、支援に時間がか
かるケースが増加している。ケースの対応を通
じ、関係機関との連携強化が図られている。

6.子育て支援の充実
(子育て環境に対する市民満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
子育て支援拠点事業の利用者数の増
加により相談支援体制の充実は図ら
れているが、保育所等における待機児
童が発生している状況であり、解消が
課題。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

260
地域子育て支援セン
ター事業・つどいの広
場事業

利用組数
・Ｈ28目標/実績：9,200組/12,677組
・総合評価
子育て家庭の交流や相談の場を開設することにより、子育ての不安を
解消し、子どもの健やかな育ちを促進する事業であり、利用者数の増
加を図りながら、引き続き実施する必要がある。

改善しながら継
続

福祉課

261
ファミリーサポートセン
ター事業

会員数
・Ｈ28目標/実績：370人/403人
・総合評価
保育サービスを補完するサービスとして有効な事業である。子育てボラ
ンティア講座等で事業の周知を図り会員の拡大に努めている。今後、
周知に努め、提供会員の増加を図り相互援助活動の体制強化に努め
る必要がある。

改善しながら継
続

福祉課

262 児童手当給付事務

受給者数
・Ｈ28目標/実績：100％/100％
・総合評価
児童手当給付事務について継続実施する必要がある。

現状のまま継続 福祉課

263
児童扶養手当給付事
務

受給者数
・Ｈ28目標/実績：100％/100％
・総合評価
児童扶養手当給付事務について継続実施する必要がある。

現状のまま継続 福祉課

264 園児バス運行事業

運行率
・Ｈ28目標/実績：100％/100％
・総合評価
東日本大震災により被災した千鶏地区の児童及び施設から遠距離に
ある小国保育所利用児童の送迎手段の確保は必要であり、事業費の
効率的な運用に努めながら、事業を継続する必要がある。

改善しながら継
続

福祉課

265 私立保育所支援事業

待機児童数
・Ｈ28目標/実績：0人/11人
・総合評価
待機児童の解消に向け、保育士等職員の研修機会の設定は必要で
あり、事業費の効率的な運用に努めながら、事業を継続する必要があ
る。

改善しながら継
続

福祉課

266
施設型給付費支給事
務

待機児童数
・Ｈ28目標/実績：0人/11人
・総合評価
待機児童の解消に向け、対象施設の適切な運営を図るため、給付事
務を継続する必要がある。

現状のまま継続 福祉課

①子育て支援体制の充実
(子育て支援拠点事業年間利用組数)
・Ｈ28目標/実績：9,200/12,677組
・指標に基づく評価
目標値を上回る利用実績となっている。
・成果と課題
子育て支援センターやファミリーサポートセン
ター等の利用者は増加している。

②保育サービスの充実
(待機児童数)
・Ｈ28目標/実績：0人/11人
・指標に基づく評価
待機児童は発生している。
・成果と課題
認定こども園の開園等はあるが、待機児童は解
消されていない。

6.子育て支援の充実
(子育て環境に対する市民満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
子育て支援拠点事業の利用者数の増
加により相談支援体制の充実は図ら
れているが、保育所等における待機児
童が発生している状況であり、解消が
課題。

11



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

267 公立保育所運営事業

待機児童数
・Ｈ28目標/実績：0人/11人
・総合評価
公立保育所を運営することにより、保育が必要な児童に対し、保育
サービスの充実が図られており、引き続き実施するがある。今後、民間
活力の活用も含めて、公立保育所の効果的な運営を検討する。

改善しながら継
続

福祉課

268
へき地保育所運営事
業

入所希望充足率
・Ｈ28目標/実績：100％/100％
・総合評価
へき地保育所を運営することにより、保育が必要な児童に対し、保育
サービスの充実が図られており、引き続き実施する必要がある。今後、
へき地保育所の効果的、効率的な運営を検討する。

改善しながら継
続

福祉課

269 児童館運営事業

入所希望充足率
・Ｈ28目標/実績：100％/100％
・総合評価
保育所或いは学童の家が設置されていない地域等において、児童に
健全な遊びの場を与え健康を増進する取組は必要であることから、引
き続き児童館の運営を実施する必要がある。今後、児童館の効果的、
効率的な運営を検討する。

改善しながら継
続

福祉課

270 特別保育事業

利用希望充足率
・Ｈ28目標/実績：100％/100％
・総合評価
保育サービスの充実に資するため、障害児、病後児及び一時保育を
実施するとともに、私立保育園が実施する延長保育に対し補助するも
の。特別保育に対する利用ニーズはあり、今後も事業を継続する必要
がある。今後、保育体制の充実に向けた受入体制の一層の充実を図り
ながら事業継続する。

改善しながら継
続

福祉課

271 幼稚園支援事業

利用希望充足率
・Ｈ28目標/実績：100％/100％
・総合評価
幼稚園における教育内容を充実させるため、継続して実施する必要が
ある。今後、幼稚園との情報交換及び連携の強化に努め、幼稚園全
体で職員の意識向上及び教育内容の充実に努める。

改善しながら継
続

福祉課

②保育サービスの充実
(待機児童数)
・Ｈ28目標/実績：0人/11人
・指標に基づく評価
待機児童は発生している。
・成果と課題
認定こども園の開園等はあるが、待機児童は解
消されていない。

6.子育て支援の充実
(子育て環境に対する市民満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
子育て支援拠点事業の利用者数の増
加により相談支援体制の充実は図ら
れているが、保育所等における待機児
童が発生している状況であり、解消が
課題。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

272 放課後児童対策事業

利用希望充足率
・Ｈ28目標/実績：95％/91.9％
・総合評価
保護者が仕事等で日中面倒を見ることが出来ない児童の居場所とし
て引き続き学童の家を運営する。平成27年度から対象児童が小学生
全学年に拡大されたことから、利用ニーズに応えられるよう受け入れ体
制の充実を図る。

改善しながら継
続

福祉課

273
放課後子ども教室推
進事業

放課後子ども教室利用者の満足度
・Ｈ28目標/実績：95.0％/95.5％
・総合評価
放課後児童の安全・安心な居場所を確保することを目的とした放課後
子ども教室はニーズが高く、今後も継続する必要がある。ただし、地域
の教育力向上の側面から、地域性のある活動を充実させていくことが
必要である。

現状のまま継続
生涯学習
課

274
家庭教育支援事業（生
涯学習課分）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：5,685人/6,262人
・総合評価
家庭教育に係る学習機会の提供により、子どもたちの健全な育成が図
られている。今後、市の子育て事業と連携を図り、家庭教育の重要性
を浸透させていくための学習機会の提供のための方策の展開を図っ
ていく必要がある。

改善しながら継
続

生涯学習
課

275
家庭教育支援事業（お
ひさまクラブ）

講座等の参加者数
・Ｈ28目標/実績：54人/79人
・総合評価
親子での遊びや学習体験を通じて、家庭での子育て教育の在り方に
ついて学習するもの。子どもにとって家庭は人間教育の行われる最初
の場所であり、心身ともに健やかな子供を育てるうえで親の役割は非
常に大きい。今後さらに内容を充実し、きめこまやかな学習機会の提
供を図っていく必要がある。

現状のまま継続
生涯学習
課

276
家庭教育支援事業（め
ばえ学級）

講座等の参加者数
・Ｈ28目標/実績：228人/110人
・総合評価
乳幼児を持つ親同士が仲間づくりをしながら、子育てについて学習す
るもの。乳幼児期からの家庭教育は子どもの発育に対し重要である。
参加者から極めて好評であり、さらに有効性、効率性を上げるための
方策を検討する必要がある。

現状のまま継続
生涯学習
課

277
家庭教育支援事業（子
育て学習塾）

講座等の参加者数
・Ｈ28目標/実績：57人/54人
・総合評価
家庭教育について考える機会を提供することにより、家庭の教育力の
向上等について理解を深めるもの。家庭教育について考える機会の
設定と環境の整備が必要であり、交流の場を提供する必要性は強い。
現状のまま継続する必要がある。

現状のまま継続
生涯学習
課

③放課後児童の健全育成
(学童の家利用者の満足度)
(子ども教室利用者の満足度)
・Ｈ28目標/実績：95％/95.5％
・指標に基づく評価
ほとんどの子ども・保護者が教室の設置に満足
しており、放課後児童の健全育成が図られてい
る。
・成果と課題
安全・安心な居場所づくりが図られているが、そ
の担い手の確保が課題である。

④子育て学習機会の充実
(子育てに関する講座の参加者数)
・Ｈ28目標/実績：6,024人/6,505人
・指標に基づく評価
事業参加者数が増加しており、着実に子育て
学習機会の充実が図られている。
・成果と課題
子育て学習機会の充実が図られているが、市
長部局との連携を図る必要がある。

6.子育て支援の充実
(子育て環境に対する市民満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
子育て支援拠点事業の利用者数の増
加により相談支援体制の充実は図ら
れているが、保育所等における待機児
童が発生している状況であり、解消が
課題。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

278 出会いづくり支援事業

出会いの場をつくった回数
・H28目標/実績：10回/1回
・総合評価
事業を実施する団体が少なく、実績につながらなかった。少子化対策
のために事業を継続していく必要があるが、従前の制度周知だけでは
効果が弱いことから、市内各種団体等に直接働きかけ、事業実施につ
いて共に検討していく必要がある。

改善しながら継
続

企画課

279 居宅介護事業

月延利用時間数
・Ｈ28目標/実績：1,271時間/992時間
・総合評価
障害者総合支援法による障害福祉サービスである。今後、ニーズに
合ったサービス量を確保するため、サービス提供事業者との連携を図
り、体制を整える必要がある。

改善しながら継
続

福祉課

280 生活介護事業

月延利用日数
・Ｈ28目標/実績：3,505日/月/3,186日/月
・総合評価
障害者総合支援法による障害福祉サービスである。在宅や施設入居
者の日中活動の場としてのニーズは高く、利用者は増加していくた
め、適切な事業規模にて事業を継続していくことが必要である。今後、
各サービス提供事業所の定員状況を踏まえ、適切なサービス提供体
制の確保に取り組む必要がある。

改善しながら継
続

福祉課

281
自立訓練（生活訓練）
事業

月延利用日数
・Ｈ28目標/実績：144日/月/156日/月
・総合評価
障害者総合支援法による障害福祉サービスである。年々利用者が減
少しているが、施設入居者や精神科病院からの地域生活への移行を
促進するにつれ、必要性が高くなるサービスであり、利用が一定数が
見込まれることから、現状のまま継続する必要がある。

現状のまま継続 福祉課

282 短期入所事業

月平均延利用日数
・Ｈ28目標/実績：102日/月/83日/月
・総合評価
障害者総合支援法による障害福祉サービスである。利用実績の多くは
一部の定期利用者に留まっている。今後、必要な時に確実なサービス
が行われるよう、サービス提供体制の維持に取り組む必要がある。

改善しながら継
続

福祉課

283
共同生活援助（グルー
プホーム）事業

月延利用日数
・Ｈ28目標/実績：3,013日/月/3,026日/月
・総合評価
障害者総合支援法による障害福祉サービスである。宮古市障がい者
福祉計画では定員増が見込まれていたが、グループホーム新設の動
きは無い。地域生活移行後の居住の場としてのニーズがあることから、
サービス提供体制の確保に取り組む必要がある。

改善しながら継
続

福祉課

7.障がい者福祉の充実
(障がい者の社会参加しやすい環境に
関する市民満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
　Ｈ25に実施した市民意識調査の1.5
倍まで満足度を高めることを目標とし
ており、それまで、障がい者の社会参
加しやすい環境づくりをより一層進め
る必要がある。

①障がい者の自立支援
(地域生活移行者数(累計値))
・Ｈ28目標/実績：38人/39人
・指標に基づく評価
平成28年度に平成27年度比較で2名の地域移
行（類型39人）があり、達成率102.6％となって
いる。
・成果と課題
引き続き、地域移行を進める必要がある。

6.子育て支援の充実
(子育て環境に対する市民満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
子育て支援拠点事業の利用者数の増
加により相談支援体制の充実は図ら
れているが、保育所等における待機児
童が発生している状況であり、解消が
課題。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

284 施設入所支援事業

月延利用日数
・Ｈ28目標/実績：3,486人日/月/3,445人日/月
・総合評価
障害者総合支援法による障害福祉サービスである。施設入所支援に
ついては緩やかな減少が見込まれる。

現状のまま継続 福祉課

285
成年後見制度利用支
援事業

実利用者数
・Ｈ28目標/実績：4人/2人
・総合評価
障害者総合支援法に定める地域生活支援事業の必須事業である。市
長による後見等開始の審判請求や成年後見に関する一般相談を実施
している。これらの制度と併せて事業周知を進めていく必要がある。

現状のまま継続 福祉課

286
日常生活用具給付等
事業

給付件数
・Ｈ28目標/実績：2,284件/1,864件
・総合評価
地域生活支援事業に定める必須事業である。内部障がい者の増加か
ら、ストマ用具等の排泄管理支援用具の支給が伸びている。制度の浸
透などにより全体の件数は増加すると見込まれる。

現状のまま継続 福祉課

287 日中一時支援事業

月延利用日数
・Ｈ28目標/実績：62日/月/168日/月
・総合評価
地域生活支援事業に定める必須事業である。平成27年度から医療型
等の事業所が開設されたこともあり、順調な利用となっている。障害者
の日常生活の支援のため、事業を継続する必要がある。

現状のまま継続 福祉課

288 訪問入浴事業

月延利用日数
・Ｈ28目標/実績：25日/月/12日/月
・総合評価
入浴に関する他サービスもあるが、在宅の重度障がい者の潜在的
ニーズもあると考えられ、今後も継続の必要がある。

現状のまま継続 福祉課

289 放課後等デイサービス

月延利用日数
・Ｈ28目標/実績：277日/月/166日/月
・総合評価
児童福祉法に定める障害児通所支援サービスである。ニーズ調査で
は新たな利用希望もあり、今後も増加傾向が見込まれることから、サー
ビス提供事業所の増が望まれる。現在はサービス提供事業者が1箇所
のみであることから、サービス提供事業所の確保が必要である。

改善しながら継
続

福祉課

7.障がい者福祉の充実
(障がい者の社会参加しやすい環境に
関する市民満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
　Ｈ25に実施した市民意識調査の1.5
倍まで満足度を高めることを目標とし
ており、それまで、障がい者の社会参
加しやすい環境づくりをより一層進め
る必要がある。

①障がい者の自立支援
(地域生活移行者数(累計値))
・Ｈ28目標/実績：38人/39人
・指標に基づく評価
平成28年度に平成27年度比較で2名の地域移
行（類型39人）があり、達成率102.6％となって
いる。
・成果と課題
引き続き、地域移行を進める必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

290 就労移行支援

月延利用日数
・Ｈ28目標/実績：302日/月/403日/月
・総合評価
障害者総合支援法に定める障害福祉サービスである。障がい者に対
して就労に必要な訓練を提供することは、障がい者の就労意向を図る
上で重要であり、より多様な訓練メニューの提供など効果的な事業実
施となるよう継続する必要がある。今後、ニーズに応じたサービスの提
供の維持または拡大に取り組む。

改善しながら継
続

福祉課

291 就労継続支援

月延利用日数
・Ｈ28目標/実績：3,942日/月/4,035日/月
・総合評価
障害者総合支援法に定める障害福祉サービスである。障がい者に対
して、就労の機会の提供や生産活動の機会を提供することは重要であ
り、事業を継続しながら継続する必要がある。今後、サービス基盤整備
や工賃向上の取り組みを支援していく必要がある。

改善しながら継
続

福祉課

292

③相談支援体制の充実
(相談支援事業相談件数)
・Ｈ28目標/実績：4,317件/6,502件
・指標に基づく評価
相談件数は着実に増えている。
・成果と課題
相談支援体制の充実により多種多様な相談に
対応できるようにする必要がある。

相談支援事業

相談件数
・Ｈ28目標/実績：圏域8,738件/10,015件　市5,763件/6,502件
・総合評価
障害者の地域移行が進むことにより、相談支援事業利用者は増加す
るものと見込まれ、障がい者の自立を支援するため、継続する必要が
ある。

現状のまま継続 福祉課

293
地域生活支援事業（意
思疎通支援事業）

手話通訳者他派遣件数
・Ｈ28目標/実績：85件/52件
・総合評価
障害者総合支援法に定める地域生活支援事業の必須事業である。派
遣アレンジメントに係る額が適正か検証し、場合によっては委託自体
の見直しも検討する。

改善しながら継
続

福祉課

294
地域生活支援事業（移
動支援事業）

月延利用時間
・Ｈ28目標/実績：26時間/13.5時間
・総合評価
障害者総合支援法に定める地域生活支援事業の必須事業である。今
後、利用者対象を拡大することで成果の向上を図ることが出来るか検
討を行う必要がある。また、ガイドラインを策定する必要がある。

改善しながら継
続

福祉課

295
地域生活支援事業（地
域活動支援センター事
業）

月実利用者数
・Ｈ28目標/実績：32人/37.6人
・総合評価
利用者の高齢化やより手厚い支援を受けられる生活介護サービスの
利用により利用者の減少が見込まれるが、障がい者の自立支援、社会
参加促進のために有効であり、現状のまま継続する必要がある。

現状のまま継続 福祉課

7.障がい者福祉の充実
(障がい者の社会参加しやすい環境に
関する市民満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
　Ｈ25に実施した市民意識調査の1.5
倍まで満足度を高めることを目標とし
ており、それまで、障がい者の社会参
加しやすい環境づくりをより一層進め
る必要がある。

②就労の場の充実
(一般就労移行者数)
・Ｈ28目標/実績：10人/6人
・指標に基づく評価
目標達成には至らなかった。
・成果と課題
引き続き、一般就労に係る取り組みを着実に進
める必要がある。

④社会参加の促進
(社会参加機会提供数)
・Ｈ28目標/実績：1,458回/1,586回
・指標に基づく評価
各年度、実績は目標値を上回っている。
・成果と課題
障がい者の社会参加機会が増加し、活動の場
の提供が進んでいる。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

296 社会参加支援事業

スポーツ大会参加者数
・Ｈ28目標/実績：177人/-
・総合評価
障がい者の社会参加のためスポーツ大会を開催することは障がい者
の社会参加を促進するうえで有効であり、事業は継続していく必要が
ある。
※平成28年度は台風により中止

現状のまま継続 福祉課

297 福祉タクシー事業

年間延利用回数
・Ｈ28目標/実績：6,000回/5,475回
・総合評価
重度障がい者の社会参加のための外出に際し、タクシー料金の助成
による移動の支援は有効であるが、事業ＰＲの工夫や利用者の状況や
ニーズの把握が必要である。

改善しながら継
続

福祉課

298
宮古市身体障害者福
祉会補助金事業

交流会等参加者数
・Ｈ28目標/実績：453人/336人
・総合評価
身体障害者福祉会の運営に要する費用の一部を助成することにより
身体障がい者の福祉の増進つながっているが、ＰＲや事業拡大により
新たな会員を獲得する必要がある。

改善しながら継
続

福祉課

299
身体障害者福祉セン
ター運営事業

延利用者数
・Ｈ28目標/実績：7,751人/8,113人
・総合評価
身体障害者の各種相談に応じ、健康増進、教養の向上等のために必
要な便宜を供与する施設として、現状のまま継続することが必要であ
る。

現状のまま継続 福祉課

7.障がい者福祉の充実
(障がい者の社会参加しやすい環境に
関する市民満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
　Ｈ25に実施した市民意識調査の1.5
倍まで満足度を高めることを目標とし
ており、それまで、障がい者の社会参
加しやすい環境づくりをより一層進め
る必要がある。

④社会参加の促進
(社会参加機会提供数)
・Ｈ28目標/実績：1,458回/1,586回
・指標に基づく評価
各年度、実績は目標値を上回っている。
・成果と課題
障がい者の社会参加機会が増加し、活動の場
の提供が進んでいる。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

300

Ⅴ交流と連携
による地域づく
り

①地域自治組織への活動支援
(地域自治組織数)
・H28目標/実績:230組織/224組織
・指標に基づく評価
仮設自治会の解散が進んだため、地域自治組
織は減少した。
・成果と課題
地域自治組織への活動を支援することで、地
域自治組織の負担が軽減され、他のコミュ二
ティ活動へ経費を充当することが可能になり、コ
ミュニティ活動の活性化に繫がった。

地域自治組織活動支
援事業

地域自治組織数
・H28目標/実績:230組織/224組織
・総合評価
少子高齢化と人口減少の更なる進行が想定される中、市が市民と協
働していくためには、地域コミュニティの維持・発展は重要であり、更な
る事業の周知に努めながら、事業を継続していく必要がある。 改善しながら継

続
生活課

301

②市民活動団体への活動支援
(市民活動団体数)
・H28目標/実績:400団体/389団体
・指標に基づく評価
目標には届かなかったものの、実績値は目標
値に近づいてきている。
・成果と課題
市と市民活動団体が連携するための体制の構
築が必要である。

研修会開催・地域力向
上支援事業

市民活動団体数
・H28目標/実績:400団体/389団体
・総合評価
研修会の開催により、市民活動団体の活動を推進し、自立に繋げ、協
働によるまちづくりの推進に努める。より効果的な研修を実施するた
め、更なる内容の検討を行う。

改善しながら継
続

生活課

302

③市民との協働の推進
(協働による取り組み数)
・H28目標/実績:430件/449件
・指標に基づく評価
協働に対する市民と市の協働推進についての
相互理解は深まっている。
・成果と課題
提案型事業に係る問い合わせも増加しており、
協働に対する市民と市の協働推進についての
相互理解は深まっているものの、新規事業の実
施まで繫がっていかない。

市民協働事業推進事
業

協働による取組数
・H28目標/実績:430件/449件
・総合評価
新しい公共の担い手である市民団体等との協働を推進し、市民と行政
との協働体制の更なる充実を図ることが必要。提案事業制度について
は、利用団体の意見等もふまえながら、より利便性の高い制度となるよ
う検討を進める必要がある。

改善しながら継
続

生活課

303

①意識醸成と理念の浸透
(男女共同参画講座の参加者数)
・H28目標/実績1,709人/1,543人
・指標に基づく評価
28年は単純比較では前年度より11%増加してい
るが、目標の90%に留まっている。
・成果と課題
28年度は、前年度と比較して参加者数は増加
しており、継続して取り組むことで意識の浸透と
醸成を図っていく必要がある。

男女共生推進事業

男女共同参画講座の参加者数
・H28目標/実績1,709人/1,543人
・総合評価
講座等の開催を通じて、男女共同参画の意識醸成は広がりがみられ
ることから、今後は市民が興味を持つテーマに焦点を絞って、参加し
やすい体制に配慮して実施する。

改善しながら継
続

生活課

2.男女共同参画社会の形成
(講座参加者数)
・H28目標/実績:1,709人/1,543人
・指標に基づく評価
28年度は前年度より11%増加している
が、目標の90%に留まっている。
・成果と課題
28年度は、前年度と比較して参加者
数は増加しており、内容を充実させ継
続して取り組み意識の浸透と醸成を
図っていく必要がある。

1.市民活動の推進
(市民活動団体数)
・H28目標/実績:400団体/389団体
・指標に基づく評価
目標は達成していないものの、実績値
は計画目標年次値に近づいている。
市と市民活動団体が連携するための
体制の構築が必要。

施策の体系・評価（平成28年度事業）

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

1



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

304

②参画機会の拡大と活動促進
(審議会等女性委員登用割合)…a)
・H28目標/実績:40%/26.7%
(男女共生推進センター利用者数)…b)
・H28目標/実績:17,146人/16,188人
・指標に基づく評価
a)目標40%に対し、26.7%と達成に至っていな
い。
b)前年度より約6%落ち込んでおり、年度の目標
に対しては達成していない。
・成果と課題
継続して取り組むことで参画機会の拡大と活動
促進を図っていく必要がある。女性委員登用割
合の向上に向けても引き続き取り組んでいく必
要がある。

男女共生推進センター
運営事業

男女共生推進センター利用者数
・H28目標/実績17,146人16,188人
・総合評価
施設の設置目的に沿って、市民活動機会の場としての利用が増加傾
向を示していることから、より一層男女共同参画社会にむけた市民活
動の促進を図る。

改善しながら継
続

生活課

305

3.地域間交流の推進
(姉妹都市等交流都市数)
・H28目標/実績：16団体/16団体
・指標に基づく評価
目標通り各都市との交流を継続してい
る。
・成果と課題
平成28年度は、黒石市と50周年、多良
間村と20周年の節目を迎えたことか
ら、記念事業として各種交流事業を実
施した。
姉妹都市や都市間の交流・連携は、
産業振興をはじめ、災害時においても
重要な役割を果たすことから、今後も
引き続き、交流・連携に取り組んでいく
必要がある。

①姉妹都市や都市間の交流・連携の推進
(交流市町村数)
・H28目標/実績：14市町村/14市町村
・指標に基づく評価
目標通り他市町村との交流を継続している。
・成果と課題
平成28年度は、黒石市と50周年、多良間村と
20周年の節目を迎えたことから、記念事業とし
て各種交流事業を実施した。
姉妹都市や都市間の交流・連携は、産業振興
をはじめ、災害時においても重要な役割を果た
すことから、今後も引き続き、交流・連携に取り
組んでいく必要がある。

姉妹都市等交流事業

交流市町村数
・H28目標/実績：14市町村/14市町村
・総合評価
黒石市と50周年、多良間村と20周年、八幡平市と10周年の節目の年と
なり、多数の記念事業を行ったため、例年に比べてイベント数が倍増
した。中でも、関係団体や児童生徒が参加する機会を多く設けたこと
で、市民レベルでの交流が増え、未来を担う世代の交流に機会を作る
ことができたのは、大きな成果である。
姉妹都市や都市間の交流・連携は、産業振興をはじめ、災害時にお
いても重要な役割を果たすことから、これを機に、継続的な交流・連携
に取り組んでいく必要がある。

改善しながら継
続

企画課

306

②国際交流・理解の推進
(海外都市交流数)
・H28目標/実績：2都市/2都市
(セミナー等開催数及び参加者数)
・H28目標/実績：2回、60人/3回、384人
・指標に基づく評価
目標通り海外都市との交流を継続している。
・成果と課題
目標を上回る積極的な取り組みを行うことがで
きている。
宮古市国際交流協会の組織強化を図るほか、
市内部での連絡体制を整える必要があり、今後
も行政と民間が一体となった取組みを推進して
いく必要がある。

国際交流推進事業

海外都市交流数
・H28目標/実績：2都市/2都市
・総合評価
定期的に互いの国を行き来し、継続的な交流をすることで、友好協力
年の関係を維持することができている。
引き続き交流を継続し、互いの理解を深める必要がある。

現状のまま継続 企画課

2.男女共同参画社会の形成
(講座参加者数)
・H28目標/実績:1,709人/1,543人
・指標に基づく評価
28年度は前年度より11%増加している
が、目標の90%に留まっている。
・成果と課題
28年度は、前年度と比較して参加者
数は増加しており、内容を充実させ継
続して取り組み意識の浸透と醸成を
図っていく必要がある。

2



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

307
宮古市国際交流協会
運営費補助金

セミナー等開催数及び参加者数
・H28目標/実績：2回、60人/3回、384人
・総合評価
宮古市国際交流協会主催のセミナー等により、外国人と触れ合う機会
や日本文化を学ぶ機会が増えており、互いの文化や習慣を理解し合う
上で、大きな成果となっている。
今後は、宮古市国際交流協会の組織強化を図るほか、市内部での連
絡体制を整えていく必要がある。

現状のまま継続 企画課

308

③交流拠点施設の整備・活用
(交流拠点施設利用者数)
・H28目標/実績：970,000人/923,022人
・指標に基づく評価
目標を下回る利用者数となっている。
・成果と課題
施設利用の利便性を向上させ、利用者の増加
を図るため、改修計画に基づいた改修を行う
等、既存施設の充実を図る取り組みを継続して
いく必要がある。

グリーンピア三陸みや
こ管理運営事業（施設
改修）

交流拠点施設利用者数
・H28目標/実績：88,864人/82,025人
・総合評価
いわて国体による宿泊客の増があったものの、台風第10号の影響や、
復興工事の終息に向けた作業員の宿泊者減により、利用者は減少し
た。
交流拠点施設であり、災害時の避難所としても重要な施設であること
から、。改修計画に基づいた修繕等を行い、継続して維持管理を行っ
ていく必要がある。

現状のまま継続 企画課

309
リバーパークにいさと
管理運営事業（施設改
修）

交流拠点施設利用者数
・H28目標/実績：100,000人/90,642人
・総合評価
台風第10号の影響により、利用者が減少した。
老朽化が著しいことから、利用者の増加を図るため、計画に基づき継
続的に改修していく必要がある。

現状のまま継続
新里総合
事務所

3



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

310

Ⅵ個性を生か
し未来を拓くひ
とづくり

①推進体制の充実
(リーダーバンク及び生涯学習ボランティア登録
者数)
・Ｈ28目標/実績：303/208人
(リーダーバンク及び生涯学習ボランティア登録
者の派遣延べ人数)
・Ｈ28目標/実績：1,528/1,518人
・指標に基づく評価
登録者数及び派遣延べ人数とも増加傾向にあ
り、市民の生涯学習への関心が高まっている。
・成果と課題
各課との連携を強化するとともに、推進本部の
再編及び推進会議の再開を図る必要がある。
ボランティアが高齢化しており、新たな人材の
育成が必要である。

生涯学習推進体制整
備事業

リーダーバンク及び生涯学習ボランティア登録者の派遣延人数
・Ｈ28目標/実績：1,528人/1,518人
・総合評価
生涯学習推進体制を充実させ、市民の学習活動を支援する必要があ
る。今後、推進本部の再編や推進会議の再開など推進体制の充実、
効率的な指導者情報の収集や事業の認知度を高める取り組みなどに
より、有効性を高めていく必要がある。

改善しながら継
続

生涯学習
課

311
図書館システム整備
事業

事業進捗率
・Ｈ28目標/実績：100%/100%
・総合評価
図書館運営を円滑に進めるため際の基本となる事業であるため、ソフト
ウェア等の内容更新を図りながら今後も継続する必要がある。図書館
サービス向上のため、利用者の要望や社会の要請、地域の実情など
に配慮したシステムとなるよう改善が必要である。

改善しながら継
続

図書館

312 図書館蔵書整備事業

市民一人当たりの図書館蔵書数
・Ｈ28目標/実績：3.4冊/3.6冊
・総合評価
図書館が重要な生涯学習施設であることを考えると、計画的に利用者
の要望や社会の要請、地域の実情に配慮した図書資料を収集するこ
とはもちろん、一定の蔵書数を確保することは重要である。

現状のまま継続 図書館

313
公民館運営事業（中央
公民館）

公民館利用者数
・Ｈ28目標/実績：13,074人/11,084人
・総合評価
現状を維持することで、年間10,000人以上の利用者の生涯学習の場
の確保につながる。

現状のまま継続
中央公民
館

施策の体系・評価（平成28年度事業）

基本施策

事務事業

担当課
名

1.生涯学習の推進
（生涯学習環境に対する市民満足度）
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
人口減少を考慮すれば、実績は上向
きであり、生涯学習の推進は図られて
いる。
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
施設の老朽化及びバリアフリー化が課
題である。

②生涯学習環境の整備
(公民館利用者数)
・Ｈ28目標/実績：122,520/120,879人
(市民一人当たりの図書貸出冊数)
・Ｈ28目標/実績：4.1/4.1冊
(市民一人当たりの図書館蔵書数)
・Ｈ28目標/実績：3.4/3.6冊
・指標に基づく評価
人口減少を考慮すれば、実績は上向きであり、
生涯学習環境の整備が図られている。
・成果と課題
施設の老朽化が課題である。

評価 評価 評価

1



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

314
公民館運営事業（中央
公民館分館）

公民館利用者数
・Ｈ28目標/実績：16,825人/15,887人
・総合評価
現状を維持することで、年間15,000人以上の利用者の生涯学習の場
の確保につながる。

現状のまま継続
中央公民
館

315
公民館運営事業（千徳
公民館）

公民館利用者数
・Ｈ28目標/実績：10,801人/8,179人
・総合評価
現状を維持することで、年間8,000人の利用者の生涯学習の場・地域
活動の場の確保につながる。

現状のまま継続
中央公民
館

316
公民館運営事業（山口
公民館）

公民館利用者数
・Ｈ28目標/実績：22,679人/20,012人
・総合評価
現状を維持することで、年間20,000人以上の利用者の生涯学習の場・
地域活動の場の確保につながる。

現状のまま継続
中央公民
館

317
公民館運営事業（地区
館）

公民館利用者数
・Ｈ28目標/実績：18,008人/29,991人
・総合評価
現状を維持することで、年間30,000人の利用者の生涯学習の場の確
保につながる。

現状のまま継続
中央公民
館

318
公民館運営事業（田老
公民館）

公民館利用者数
・Ｈ28目標/実績：8,613人/10,344人
・総合評価
生涯学習を推進するための地区唯一の拠点施設であり、震災後の新
たなまちづくりとの整合性を図りながら、利活用の充実を図る必要があ
る。

現状のまま継続
田老公民
館

319
公民館運営事業（新里
生涯学習センター）

公民館利用者数
・Ｈ28目標/実績：29,004人/23,457人
・総合評価
市民にとって必要な施設であり、また展示ホールは県外からの来所者
もあり貴重な施設である。

現状のまま継続
新里生涯
学習セン
ター

320
公民館運営事業（川井
生涯学習センター）

公民館利用者数
・Ｈ28目標/実績：3,516人/1,925人
・総合評価
川井地域住民の交流の場を提供する施設として必要性が高く、現状
のまま継続することが望ましい。

現状のまま継続
川井生涯
学習セン
ター

321 図書館運営事業

市民一人当たりの図書貸出冊数
・Ｈ28目標/実績：4.1冊/4.1冊
・総合評価
図書館は重要な生涯学習施設であることから、図書館運営事業にお
ける読書推進事業を実施することによって市民の意識啓発を図り、1人
当たりの図書貸出冊数の維持につなげることは必要である。市民の要
望や時代の要請を的確に把握し、内容の改善を図ることが必要であ
る。

改善しながら継
続

図書館

1.生涯学習の推進
（生涯学習環境に対する市民満足度）
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
人口減少を考慮すれば、実績は上向
きであり、生涯学習の推進は図られて
いる。
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
施設の老朽化及びバリアフリー化が課
題である。

②生涯学習環境の整備
(公民館利用者数)
・Ｈ28目標/実績：122,520/120,879人
(市民一人当たりの図書貸出冊数)
・Ｈ28目標/実績：4.1/4.1冊
(市民一人当たりの図書館蔵書数)
・Ｈ28目標/実績：3.4/3.6冊
・指標に基づく評価
人口減少を考慮すれば、実績は上向きであり、
生涯学習環境の整備が図られている。
・成果と課題
施設の老朽化が課題である。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

322
青少年の学習活動支
援事業（青少年体験学
習推進事業）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：110人/55人
・総合評価
多様な体験活動や交流活動等の機会の提供の場として、地域の特徴
を生かした事業など、学校、地域、参加者（児童）からも好評である。活
動内容がマンネリ化しないよう工夫しながら継続する必要がある。

現状のまま継続
田老公民
館

323

青少年の学習活動支
援事業（青少年体験学
習推進事業）（やる気ッ
ズクラブ）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：130人/75人
・総合評価
子どもたちに様々な体験メニューの講座を提供することにより、心身の
成長を図ることを目的としており必要である。定着しつつある事業であ
るため継続する。親子参加型を増やし、家庭教育の面も強化する必要
がある。

改善しながら継
続

中央公民
館

324

青少年の学習活動支
援事業（青少年体験学
習推進事業）（かわ
いっ子クラブ）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：50人/31人
・総合評価
子どもたちに体験学習の場を提供することで、創造力が養われてお
り、現状のまま継続する必要がある。

現状のまま継続
川井生涯
学習セン
ター

325

青少年の学習活動支
援事業（青少年体験学
習推進事業）（ふるさと
キッズ）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：50人/68人
・総合評価
子どもたちが様々な体験や故郷を見直す良い機会であり、現状のまま
継続する必要がある。

現状のまま継続
新里生涯
学習セン
ター

326
青少年の学習活動支
援事業（教育振興運
動）

事業参加者の満足度
・H28目標/実績：90％/88.2％
事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：70人/102人
・総合評価
地域等の連携により年間を通して取組活動が展開されており、講師招
聘による講演等は効果的である。今後、更なる活動の充実と参加者増
を図るため、年間を通じた活動の継続と問題提起をしていく必要があ
る。

改善しながら継
続

生涯学習
課

327
子ども会リーダー・育
成者・指導者支援事業

事業参加者の満足度
・Ｈ28目標/実績：90％/100％
事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：28人/184人
・総合評価
子ども会リーダー・育成者研修会の実施は、将来の人材を育成するた
めに必要な事業である。参加者の確保が課題であり、内容等を再検討
のうえ、より多くの参加者を集める必要がある。

改善しながら継
続

生涯学習
課

1.生涯学習の推進
（生涯学習環境に対する市民満足度）
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
人口減少を考慮すれば、実績は上向
きであり、生涯学習の推進は図られて
いる。
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
施設の老朽化及びバリアフリー化が課
題である。

③青少年の学習活動の支援
(事業参加者の満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
(事業参加者数)
・Ｈ28目標/実績：438人/515人
・指標に基づく評価
参加者数は増加傾向にあることから、継続する
必要がある。
※市民意識調査の結果に基づく指標であり、5
年ごとに実施される。（H30実施予定）
・成果と課題
参加者数を増やすこと及び効率的に実施する
必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

328
学習活動促進事業（生
涯学習市民講演会）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：300人/350人
・総合評価
著名人による講演が多くの市民の意識啓発に寄与していることから、
引き続き実施する必要がある。参加者を増やすため、講師選定方法の
見直しや周知、入場方法の検討が必要である。

改善しながら継
続

生涯学習
課

329
学習活動促進事業（生
涯学習市民講演会等）
（公民館まつり）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：789人/327人
・総合評価
市民に公民館事業を知ってもらうためには必要である。また、利用団
体の活動継続や技術向上のためにも必要とされている。今後、他の事
業との合同開催や会場の変更などで参加人数の増加を目指す必要が
ある。

改善しながら継
続

中央公民
館

330
学習活動促進事業（生
涯学習市民講演会等）
（音楽芸能発表会）

参加者数（来場者数）
・Ｈ28目標/実績：595人/697人
・総合評価
市民に公民館事業を知ってもらうためには必要である。また、利用団
体の活動継続や技術向上のためにも必要とされている。定着している
事業であり継続する。

現状のまま継続
中央公民
館

331
学習活動促進事業（生
涯学習市民講演会等）
（山口公民館まつり）

参加者数（来場者数）
・Ｈ28目標/実績：688人/556人
・総合評価
市民、地域住民に公民館事業を知ってもらうためには必要である。ま
た、利用団体の活動継続や技術向上のためにも必要とされている。定
着している事業であり継続する。

現状のまま継続
中央公民
館

332

学習活動促進事業（生
涯学習市民講演会等）
（サークル発表会（千
徳））

参加者数（来場者数）
・Ｈ28目標/実績：400人/-人
・総合評価
市民、地域住民に公民館事業を知ってもらうためには必要である。ま
た、利用団体の活動継続や技術向上のためにも必要とされている。定
着している事業であり継続する。
※平成28年度は台風10号の影響により中止

現状のまま継続
中央公民
館

333
学習活動促進事業（玄
翁館まつり）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：800人/600人
・総合評価
各団体の活動成果の場所として、きわめて有効な事業であり、継続し
て実施する必要がある。

現状のまま継続
新里生涯
学習セン
ター

1.生涯学習の推進
（生涯学習環境に対する市民満足度）
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
人口減少を考慮すれば、実績は上向
きであり、生涯学習の推進は図られて
いる。
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
施設の老朽化及びバリアフリー化が課
題である。

④成人の学習活動の支援
(事業参加者の満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
(事業参加者数)
・Ｈ29目標/実績：8,959人/4,511人
・指標に基づく評価
参加者数は増えており、成人の学習活動の支
援が図られている。
※市民意識調査の結果に基づく指標であり、5
年ごとに実施される。（H30実施予定）
・成果と課題
他の事業との合同開催や会場の変更など、効
率化を図る必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

334
学習活動促進事業（川
井地区民文化祭）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：600人/-人
・総合評価
川井地域住民の芸術文化活動、創作活動の成果を発表する場であ
り、特にも高齢者の生涯学習意欲を高く保ち続けるために継続してい
く必要がある。
※平成28年度は台風10号の影響により中止

現状のまま継続
川井生涯
学習セン
ター

335
学習活動促進事業（生
涯学習市民講演会）
(社会経験者大学祭)

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：200人/327人
・総合評価
市民に公民館事業を知ってもらうためには必要である。また、社会経
験者大学参加者の意欲向上や活動継続のためにも必要とされてい
る。定着している事業であり継続する。

現状のまま継続
中央公民
館

336
学習活動促進事業（成
人学習活動促進事業）
（中央公民館事業）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：2,300人/370人
・総合評価
生涯学習の機会の提供は自主的な活動にもつながり必要である。現
状を維持することで、年間500人以上の方に生涯学習の機会を提供で
きる。公民館以外での講座等と重複しないように調整を図る。

改善しながら継
続

中央公民
館

337
学習活動促進事業（成
人学習活動促進事業）
（田老公民館事業）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：60人/139人
・総合評価
目まぐるしい社会の変化に対応すべく、各種講座等成人学習の推進
は必要である。今後、各種研修等を通じた情報収集や専門知識の向
上を図る必要がある。

現状のまま継続
田老公民
館

338

学習活動促進事業（成
人学習活動促進事業）
（新里生涯学習セン
ター事業）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：903人/400人
・総合評価
市男性の参加者も多く、また宮古地区からの参加者も増えている。参
加者からは極めて好評であり、さらに有効性、効率性を上げるための
方策を検討する必要がある。

現状のまま継続
新里生涯
学習セン
ター

339
学習活動促進事業（成
人学習活動促進事業）
（女性セミナー）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：26人/32人
・総合評価
女性を取り巻く様々な課題の把握や解決のためには、集まる場、機会
の提供と設定が必要である。集まる場の少ない当該地域においては、
行政による場の設定が必要であり、現状のまま継続することが望まし
い。

現状のまま継続
川井生涯
学習セン
ター

340
学習活動促進事業（高
齢者学習活動促進事
業）（社会経験者大学）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：956人/538人
・総合評価
高齢者の生涯学習意欲向上や社会経験者大学参加者の意欲向上、
活動継続のため必要である。定着しており継続する。

改善しながら継
続

中央公民
館

1.生涯学習の推進
（生涯学習環境に対する市民満足度）
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
人口減少を考慮すれば、実績は上向
きであり、生涯学習の推進は図られて
いる。
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
施設の老朽化及びバリアフリー化が課
題である。

④成人の学習活動の支援
(事業参加者の満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
(事業参加者数)
・Ｈ29目標/実績：8,959人/4,511人
・指標に基づく評価
参加者数は増えており、成人の学習活動の支
援が図られている。
※市民意識調査の結果に基づく指標であり、5
年ごとに実施される。（H30実施予定）
・成果と課題
他の事業との合同開催や会場の変更など、効
率化を図る必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

341
学習活動促進事業（高
齢者学習活動促進事
業）（いきいきセミナー）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：181人/120人
・総合評価
健康講座や見学会など多岐にわたって事業を展開している。高齢者
が健康で元気に過ごすことが重要であり、様々な学習機会と交流の場
を提供しており、継続する必要がある。

現状のまま継続
新里生涯
学習セン
ター

342

学習活動促進事業（高
齢者学習活動促進事
業）（いきいき長寿セミ
ナー）

事業参加者数
・Ｈ28目標/実績：161人/55人
・総合評価
心豊かに生きがいのある生活を送るためには、他者とのコミュニケー
ションを行う場の提供が不可欠である。自己の社会参加能力を高める
とりかかりの手段として必要な事業であり、継続することが望ましい。

現状のまま継続
川井生涯
学習セン
ター

343

⑤生涯学習関係活動団体の支援
(事業参加者数)
・Ｈ28目標/実績：2,000人/1,822人
・指標に基づく評価
取り巻く環境の変化により、参加者数の変動は
あるが、継続して支援する必要がある。
・成果と課題
周知活動の強化を図るなど、より効率的な支援
を行う必要がある。

生涯学習関連活動団
体支援事業

講座等参加者数
・Ｈ28目標/実績：2,000人/1,822人
・総合評価
関連団体の活動の縮小傾向がみられるが、多くの市民が生涯学習の
必要性を認識している中で、本事業は継続する必要性が高い。今後、
周知活動の強化を図り、より効果的な支援を行う必要がある。

改善しながら継
続

生涯学習
課

344
教育振興基金補助金
活用事業

補助金活用団体数
・H28目標/実績：13団体/13団体
・総合評価
子どもたちを対象にした「確かな学力」「豊かな心」「健康な体」を育む
ためのソフト事業を行う団体等に補助するもの。将来的には、団体が
本補助金に頼らなくても事業が実施できるようになることが望ましい。

改善しながら継
続

教育委員
会総務課

1.生涯学習の推進
（生涯学習環境に対する市民満足度）
・Ｈ28目標/実績：-/-
・指標に基づく評価
人口減少を考慮すれば、実績は上向
きであり、生涯学習の推進は図られて
いる。
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される。（H30実
施予定）
・成果と課題
施設の老朽化及びバリアフリー化が課
題である。

④成人の学習活動の支援
(事業参加者の満足度)
・Ｈ28目標/実績：-/-
(事業参加者数)
・Ｈ29目標/実績：8,959人/4,511人
・指標に基づく評価
参加者数は増えており、成人の学習活動の支
援が図られている。
※市民意識調査の結果に基づく指標であり、5
年ごとに実施される。（H30実施予定）
・成果と課題
他の事業との合同開催や会場の変更など、効
率化を図る必要がある。

2.学校教育の充実
（事業理解度調査結果:岩手県学習定
着度状況調査）
・H28目標/実績：
(小)91.0(中)81.9/(小)91.3(中)77.6
(体力・運動能力調査結果:体力合計
点の平均値80点満点)
・H28目標/実績：
(小)54.3(中)45.1/(小)55.6(中)45.7
(不登校出現率)
・H28目標/実績：
(小)0.18(中)1.60/(小)0.50(中)2.87
・指標に基づく評価
授業理解度と不登校出現率は県平均
値減、体力運動能力は全国平均以下
である。中学校進路未決定者は増加
傾向にある。
・成果と課題
事業の効率化を図る必要がある。

①確かな学力を育む教育の推進
（学力調査結果:全国を100とした場合）
・H28目標/実績：(小)現状維持(中)全国比
100/(小)101(中)94
・指標に基づく評価
小学校は全国平均以上につき現状維持、中学
校は全国平均を下回っているので課題の克服
に向けて学習指導の改善を図る。
・成果と課題
児童生徒の基礎・基本の確実な定着を客観的
に評価し、個々に応じた学習指導につなげる。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

345 教育研究所運営事業

標準学力調査結果の全国比
・H28目標/実績：(小)現状維持(中)全国比100/(小)101(中)94
・総合評価
児童生徒の学力を客観的データから多面的・多角的に分析し、その実
態に応じて学校体制による指導方法やシステムの改善を図るため、標
準学力調査や知能検査の継続は必要である。今後、小中学校におい
て学習規律等の学校生活基盤、授業展開、指導方法について共通理
解を図り、改善・向上に向けて連携を進める必要がある。

改善しながら継
続

学校教育
課

346 学力向上事業

全国学力・学習状況調査結果の全国比
・H28目標/実績：(小)全国比100(中)全国比100/(小)全国比94(中)全
国比94
・総合評価
教育施策の成果と課題を検証し、児童生徒への教育指導の充実や学
習状況の改善等に役立てることが出来ることから、諸調査結果の活用
取組事例等の情報共有の充実など、改善しながら継続していく必要が
ある。

改善しながら継
続

学校教育
課

347 総合学習推進事業

地域教育カリキュラム実施学年の割合
・H28目標/実績：100％/100％
・総合評価
「総合的な学習の時間」の実施内容については各学校の自主性に委
ねており、地域性を考慮した独自の活動を実施するうえで有効であり、
継続する必要がある。

現状のまま継続
学校教育
課

348
教育振興基金補助金
活用事業

補助金活用団体数
・H28目標/実績：13団体/13団体
・総合評価
子どもたちを対象にした「確かな学力」「豊かな心」「健康な体」を育む
ためのソフト事業を行う団体等に補助するもの。将来的には、団体が
本補助金に頼らなくても事業が実施できるようになることが望ましい。

改善しながら継
続

教育委員
会総務課

349
国際理解（交流）推進
事業

ＡＬＴ評価が良好な学校数
・H28目標/実績：100%/100%
・総合評価
社会のグローバル化に応じて英語学習の重要性がますます高まって
いる中、ネイティブスピーカーと児童生徒との実践的コミュニケーション
の必要性も高まっており、今後も継続していく必要がある。

現状のまま継続
学校教育
課

2.学校教育の充実
（事業理解度調査結果:岩手県学習定
着度状況調査）
・H28目標/実績：
(小)91.0(中)81.9/(小)91.3(中)77.6
(体力・運動能力調査結果:体力合計
点の平均値80点満点)
・H28目標/実績：
(小)54.3(中)45.1/(小)55.6(中)45.7
(不登校出現率)
・H28目標/実績：
(小)0.18(中)1.60/(小)0.50(中)2.87
・指標に基づく評価
授業理解度と不登校出現率は県平均
値減、体力運動能力は全国平均以下
である。中学校進路未決定者は増加
傾向にある。
・成果と課題
事業の効率化を図る必要がある。

①確かな学力を育む教育の推進
（学力調査結果:全国を100とした場合）
・H28目標/実績：(小)現状維持(中)全国比
100/(小)101(中)94
・指標に基づく評価
小学校は全国平均以上につき現状維持、中学
校は全国平均を下回っているので課題の克服
に向けて学習指導の改善を図る。
・成果と課題
児童生徒の基礎・基本の確実な定着を客観的
に評価し、個々に応じた学習指導につなげる。

②豊かな心を育む教育の推進
(読書率)
・H28目標/実績：(小)63.1％(中)51.7％
/(小)66.3％(中)56.9％
(児童生徒の自尊意識・規範意識調査結果)
・H28目標/実績：(小)91.4％(中)89.8％
/(小)89.8％(中)86.4％
・指標に基づく評価
読書率・自尊意識ともに全国平均を上回り、安
定した結果となっている。
・成果と課題
児童生徒の読書率、自尊意識は全国平均以上
である。自尊意識の目標達成を目指す。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

350
宮古・ニュートン・ス
クール事業

参加してよかったと回答した児童の割合
・H28目標/実績：90％/95％
・総合評価
自然科学に触れ、感覚や感性、科学的な見方や考え方の素地を育む
機会として有効であるが、参加者が減少の方向にあり内容等の工夫に
より参加対象を拡大する必要がある。冬期休業中の実施にあたって
は、他事業があり、開催に向けた準備に困難を生じている。また、講師
や助手の協力、観察実験ブースの確保が難しい。

改善しながら継
続

学校教育
課

351 キャリア教育事業

ものづくり体験教室参加児童生徒数
・H28目標/実績：600人/519人
・総合評価
小中学生ものづくり体験教室への参加がきっかけとなり、児童生徒の
学習意欲の向上につながっている面もあるが、ものづくり体験教室だ
けではない取り組みも行っていく必要がある。今後、実際に職業を意
識できるような体験を工夫していく必要がある。

改善しながら継
続

学校教育
課

352
子ども読書活動支援
事業

学校司書配置学校数
・H28目標/実績：100％/100％
・総合評価
学校図書館支援員を配置することで、司書教諭や担当教諭等の負担
軽減にもつながっている。また、同支援員を各中学校区に配置するこ
とにより、児童生徒に対する継続した支援が期待できる。

改善しながら継
続

学校教育
課

353
教育振興基金補助金
活用事業

補助金活用団体数
・H28目標/実績：13団体/13団体
・総合評価
子どもたちを対象にした「確かな学力」「豊かな心」「健康な体」を育む
ためのソフト事業を行う団体等に補助するもの。将来的には、団体が
本補助金に頼らなくても事業が実施できるようになることが望ましい。

改善しながら継
続

教育委員
会総務課

354
宮古ＪＨＳ・パワーアッ
プ事業

参加してよかったと回答した生徒数の割合
・H28目標/実績：100％/95％
・総合評価
競技力の向上や遠征手段の確保といった点から、練習試合、各種交
流大会にスクールバスを配置することは有効である。今後、事故防止
に配慮し改正した「スクールバス臨時運行基本方針」に沿って、各学
校が安全に利用してもらうよう配車する。

改善しながら継
続

学校教育
課

355 小中学校保健事業

健康診断実施数
・H28目標/実績：10項目/12項目
・総合評価
健康診断は、児童生徒や教職員が安心して健康的に学校生活を過ご
していくために必要である。今後、健診項目や対象学年等を検討しな
がら事業を進める必要がある。

改善しながら継
続

学校教育
課

2.学校教育の充実
（事業理解度調査結果:岩手県学習定
着度状況調査）
・H28目標/実績：
(小)91.0(中)81.9/(小)91.3(中)77.6
(体力・運動能力調査結果:体力合計
点の平均値80点満点)
・H28目標/実績：
(小)54.3(中)45.1/(小)55.6(中)45.7
(不登校出現率)
・H28目標/実績：
(小)0.18(中)1.60/(小)0.50(中)2.87
・指標に基づく評価
授業理解度と不登校出現率は県平均
値減、体力運動能力は全国平均以下
である。中学校進路未決定者は増加
傾向にある。
・成果と課題
事業の効率化を図る必要がある。

②豊かな心を育む教育の推進
(読書率)
・H28目標/実績：(小)63.1％(中)51.7％
/(小)66.3％(中)56.9％
(児童生徒の自尊意識・規範意識調査結果)
・H28目標/実績：(小)91.4％(中)89.8％
/(小)89.8％(中)86.4％
・指標に基づく評価
読書率・自尊意識ともに全国平均を上回り、安
定した結果となっている。
・成果と課題
児童生徒の読書率、自尊意識は全国平均以上
である。自尊意識の目標達成を目指す。

③健やかな体を育む教育の推進
(体力テスト結果)
・H28目標/実績：(小)40.9％(中)53.5％
/(小)43.8％(中)48.3％
(肥満割合)
・H28目標/実績：(小)12.8％(中)10.15％
/(小)15.1％(中)12.8％
・指標に基づく評価
体力テスト結果の割合は、小学生の達成率が
16％、中学生の達成率が12％と大きく増加し
た。肥満割合が県平均以上であることから、小
学校・中学校ともに県平均値以下を目指すも
の。
・成果と課題
目標支援達成し、維持するため、継続的取り組
みが必要である。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

356 学校給食事業

（給食センターの運営）
１校あたりの食育指導回数
・H28目標/実績：.7回/6.8回
・総合評価
給食センターの効率的な運営及び安心・安全な給食の提供により、児
童生徒の健全な発育が図られている。今後、新たに学校配合等が行
われた場合、ケースによっては、給食センターの集約について検討が
必要である。

改善しながら継
続

教育委員
会総務課

357
幼児言語障害教育事
業

了級者率
・H28目標/実績：100％/38.8％
・総合評価
言語機能の改善は、就学前の早期に訓練を開始することで効果が大
きいことから、継続の必要がある。早期発見と相談を進めるには、幼稚
園及び保育所との連携や言語教育の必要性の周知と理解を図る必要
がある。

改善しながら継
続

学校教育
課

358 特別支援教育事業

特別支援教育支援員充足率
・H28目標/実績：100%/95%
・総合評価
支援が必要と思われる児童生徒は増加しており、担任を補助し学級を
よりよく運営するためにも支援員は必要である。今後、支援の質の向上
とともに、支援員の効果的な活用について考える必要がある。

改善しながら継
続

学校教育
課

359 発達支援事業

就学支援情報引継ぎの校（園）数
・H28目標/実績：55機関/27機関
・総合評価
子どもの状態も支援者側も常に変化しており、必要な事業である。今
後、組織の在り方について考える必要がある。

改善しながら継
続

学校教育
課

360 教育相談事業

問題の改善がみられた児童生徒数の割合
・H28目標/実績：100％/100％
・総合評価
社会環境の変化に伴い今後相談件数が増えることも予想されることか
ら、継続の必要がある。今後、関係機関との連携を密にするなど教育
相談体制をさらに充実する必要がある。

改善しながら継
続

学校教育
課

361
不登校児童生徒支援
事業

サーモン教室から学校登校へ復帰した児童生徒の人数の割合
・H28目標/実績：100％/21.4％
・総合評価
児童生徒の受け入れ、支援・相談の場として設置を継続する必要があ
る。また、入級希望者が低学年にも広がっており、対人関係が困難な
児童生徒もいることから、個に応じた支援・相談を行うため、支援の方
法を工夫検討していく。

改善しながら継
続

学校教育
課

2.学校教育の充実
（事業理解度調査結果:岩手県学習定
着度状況調査）
・H28目標/実績：
(小)91.0(中)81.9/(小)91.3(中)77.6
(体力・運動能力調査結果:体力合計
点の平均値80点満点)
・H28目標/実績：
(小)54.3(中)45.1/(小)55.6(中)45.7
(不登校出現率)
・H28目標/実績：
(小)0.18(中)1.60/(小)0.50(中)2.87
・指標に基づく評価
授業理解度と不登校出現率は県平均
値減、体力運動能力は全国平均以下
である。中学校進路未決定者は増加
傾向にある。
・成果と課題
事業の効率化を図る必要がある。

③健やかな体を育む教育の推進
(体力テスト結果)
・H28目標/実績：(小)40.9％(中)53.5％
/(小)43.8％(中)48.3％
(肥満割合)
・H28目標/実績：(小)12.8％(中)10.15％
/(小)15.1％(中)12.8％
・指標に基づく評価
体力テスト結果の割合は、小学生の達成率が
16％、中学生の達成率が12％と大きく増加し
た。肥満割合が県平均以上であることから、小
学校・中学校ともに県平均値以下を目指すも
の。
・成果と課題
目標支援達成し、維持するため、継続的取り組
みが必要である。

④特別支援教育の充実
(特別支援員充足率)
・H28目標/実績：100％/100％
・指標に基づく評価
特別支援教育支援員が必要な学校には全校
に配置し、目標は達成した。
・成果と課題
特別教育支援員の質の向上、支援員の効果的
な活用についても考えていく。

⑤相談・支援体制の充実
(学校復帰率)
・H28目標/実績：100％/21.4％
・指標に基づく評価
学校復帰率は減少しているが、復帰人数は、ほ
ぼ例年並みである。
・成果と課題
入級希望者が低学年にも広がっており、対人
関係が困難な児童生徒もいることから、個に応
じた支援・相談を行うため、支援方法を検討す
る必要がある。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

362 学校支援推進事業

不登校児童生徒の出現率
・H28目標/実績：2.20％/3.23％
・総合評価
児童生徒の困りの状態や諸課題が多様化してきており、引き続き細や
かな対応をしていく必要がある。

現状のまま継続
学校教育
課

363 小中学校適正配置

小中学校適正配置実施計画の進捗率
・H28目標/実績：1校/1校
・総合評価
児童生徒の教育環境の整備を図るため、小・中学校適正配置実施計
画を策定し、継続して取り組む必要がある。今後、保護者、地域住民と
の合意を得ながら適正配置を進める。

改善しながら継
続

教育委員
会総務課

364 教育支援金事業

対象児童への支給額
・H28目標/実績：7,838千円/7,838千円
・総合評価
東日本大震災により保護者が死亡し、又は行方不明となった児童に対
し、東日本大震災教育支援金を支給することにより、児童の健やかな
成長を支援するためのものであり、今後も継続する必要がある。

現状のまま継続
教育委員
会総務課

365 育英事業

奨学資金貸付新規利用者数
・H28目標/実績：高校5人大学等20人/高校3人大学等8人
・総合評価
経済的な理由により就学が困難な者を奨学資金の貸付けというかたち
で支援することは、人材育成や学力の向上から有効である。今後、募
集定員数、募集時期や貸付金額等については、経済状況等をみなが
ら検討していくことが必要である。

改善しながら継
続

学校教育
課

366
学校安全体制整備事
業

スクールガードが組織されている学校数
・H28目標/実績：100％/100％
・総合評価
スクールガードリーダーによる登下校時の見守りや各校における意見
交流会を通した情報交換により、市内各校における安全な登下校のた
めの体制や環境づくりが整った。今後は、学校主体による学校安全体
制に任せていくこととし、本事業は終了とする。

終了
学校教育
課

367 就学援助事業

援助割合
・H28目標/実績：100％/100％
・総合評価
経済的支援を必要とする児童生徒が安心して学校生活を送るため
に、就学援助の重要性は今後一層高まると思われる。就学援助は学
校教育法に基づいて実施している事業であり、適切な認定のもとで継
続していく必要がある。

現状のまま継続
学校教育
課

2.学校教育の充実
（事業理解度調査結果:岩手県学習定
着度状況調査）
・H28目標/実績：
(小)91.0(中)81.9/(小)91.3(中)77.6
(体力・運動能力調査結果:体力合計
点の平均値80点満点)
・H28目標/実績：
(小)54.3(中)45.1/(小)55.6(中)45.7
(不登校出現率)
・H28目標/実績：
(小)0.18(中)1.60/(小)0.50(中)2.87
・指標に基づく評価
授業理解度と不登校出現率は県平均
値減、体力運動能力は全国平均以下
である。中学校進路未決定者は増加
傾向にある。
・成果と課題
事業の効率化を図る必要がある。

⑤相談・支援体制の充実
(学校復帰率)
・H28目標/実績：100％/21.4％
・指標に基づく評価
学校復帰率は減少しているが、復帰人数は、ほ
ぼ例年並みである。
・成果と課題
入級希望者が低学年にも広がっており、対人
関係が困難な児童生徒もいることから、個に応
じた支援・相談を行うため、支援方法を検討す
る必要がある。

⑥教育環境の充実
地域ボランティア数
・H28目標/実績：200人/194人
・指標に基づく評価
統合により学校数は減少しているが、地域ボラ
ンティア数は増加している。
・成果と課題
地域ボランティアが見守り活動を実施したた
め、不審者情報や被害報告が少なくなってい
る。今後も、学校や通学路における事件事故が
起きないよう事業を継続する。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

368
特別支援教育就学奨
励事業

就学奨励（援助）割合
・H28目標/実績：100％/100％
・総合評価
経済的支援を必要とする児童生徒が、安心して学校生活を送るため
に、今後も必要である。

現状のまま継続
学校教育
課

369 教育助成事業

体育連盟や文化連盟等が主催する活動に参加した児童生徒の割合
・H28目標/実績：100％/100％
・総合評価
児童生徒の各種大会参加費用や体育連盟及び文化連盟等が主催す
る事業等の費用を助成することにより、児童生徒が幅広く活動し、健や
かに成長していくことが期待できる。事業内容や経費の妥当性を確認
しながら、引き続き助成していく必要がある。

改善しながら継
続

学校教育
課

370
児童生徒通学委託等
事業

スクールバス等の利用充足割合
・H28目標/実績：100％/100％
・総合評価
市域が広い当市において、児童生徒の減少に伴う学校統合が進み、
より遠距離通学となる児童生徒が生じている。登下校の安全を確保
し、充実した学習活動を実施するため必要な事業である。公共交通機
関の利用や運行経路の見直しを検討しながら継続する必要がある。

改善しながら継
続

学校教育
課

371 スクールバス更新事業

事業進捗率
・H28目標/実績：100％/100％
・総合評価
学校統合が進み、遠距離通学の児童生徒の割合が増えている。安全
な送迎のため、老朽化したスクールバスの更新は必要である。

現状のまま継続
学校教育
課

372 学校管理事業

一般備品の充足率：整備した学校数
・H28目標/実績：100％/100％
・総合評価
学校管理備品を整備することで学校教育の充実を図るもの。既存の学
校備品は老朽化したものも多く、予算の効率的な運用調達を行う必要
がある。各校の状況を把握し、計画的に備品の整備に努める。

現状のまま継続
学校教育
課

373 教材等整備事業

学校管理備品の充足率：整備した学校数
・H28目標/実績：100％/100％
・総合評価
既存の教材整備については、老朽化による定期的な更新が必要であ
る。また、学校図書の整備についても更新が必要である。

改善しながら継
続

学校教育
課

374
教育用コンピュータ整
備事業

コンピュータ整備率
・H28目標/実績：100％/100％
・総合評価
児童生徒の情報処理能力を向上させるため、早いうちからコンピュー
タに慣れ親しむことが必要であり、児童生徒の情報処理能力は向上し
ている。コンピュータの性能や整備環境等を吟味していく必要がある。

改善しながら継
続

学校教育
課

2.学校教育の充実
（事業理解度調査結果:岩手県学習定
着度状況調査）
・H28目標/実績：
(小)91.0(中)81.9/(小)91.3(中)77.6
(体力・運動能力調査結果:体力合計
点の平均値80点満点)
・H28目標/実績：
(小)54.3(中)45.1/(小)55.6(中)45.7
(不登校出現率)
・H28目標/実績：
(小)0.18(中)1.60/(小)0.50(中)2.87
・指標に基づく評価
授業理解度と不登校出現率は県平均
値減、体力運動能力は全国平均以下
である。中学校進路未決定者は増加
傾向にある。
・成果と課題
事業の効率化を図る必要がある。

⑥教育環境の充実
地域ボランティア数
・H28目標/実績：200人/194人
・指標に基づく評価
統合により学校数は減少しているが、地域ボラ
ンティア数は増加している。
・成果と課題
地域ボランティアが見守り活動を実施したた
め、不審者情報や被害報告が少なくなってい
る。今後も、学校や通学路における事件事故が
起きないよう事業を継続する。

⑦学校施設・設備の充実
(教育用パソコン整備率)
・H28目標/実績：(小)100％(中)100％
/(小)100％(中)100％
(耐震化率)
・H28目標/実績：
・指標に基づく評価
各学校のパソコン教室に授業で1人1台使用で
きる環境を整備した。児童生徒の情報処理能
力は向上している。
・成果と課題
児童生徒の情報処理能力は向上している。今
後、コンピュータ更新の際には、コンピュータの
性能やデジタル機器について検討することによ
り、コストの減少を図る。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

375 学校施設整備事業

整備計画に対する整備件数
・H28目標/実績：4件/4件
・総合評価
児童生徒の教育環境の改善を図り、学校教育の円滑な実施に資する
とともに、建物の耐久性の確保を図るため必要な事業であり、継続の
必要がある。

現状のまま継続
教育委員
会総務課

376
学校施設維持管理事
業

法定点検指摘事項に対する改善率
・H28目標/実績：44件/44件
・総合評価
児童生徒の安心安全な教育環境の確保を図るため継続する必要があ
る。今後、小・中学校適正配置実施計画により適正な学校数にすること
で、児童生徒数に対する施設維持管理を減らすことが出来る。

改善しながら継
続

教育委員
会総務課

377

①推進体制の充実
(体育協会加入者数)
・Ｈ28目標/実績：2,508人/2,615人
・指標に基づく評価
当初設定した目標値は達成している。
・成果と課題
スポーツへの関心が高まっている現状から、活
動量を落とすことなく、目標値を改善しながら事
業を継続していく。 スポーツ・レクリエー

ション推進体制整備事
業

体育協会加入者数
・H28目標/実績：2,508人/2,615人
・総合評価
スポーツへの関心が高まっている現状から、活動量は落とせないた
め、目標値を改善しながら継続して実施していく必要がある。

改善しながら継
続

生涯学習
課

378 指導者養成研修事業

研修会参加者数
・H28目標/実績：88人/84人
・総合評価
常に市民の求めに応じるために、体育指導委員の資質向上が重要で
り、市民の生涯スポーツの振興を図るために、継続して研修会等を開
催していく必要がある。

現状のまま継続
生涯学習
課

379
スポーツ推進委員研
修事業

研修会参加者数
・H28目標/実績：318人/335人
・総合評価
生涯スポーツは、市民の健康増進や生きがいづくりにつながることか
ら、継続して研修会等を開催していく必要がある。高齢化や人口減少
等、時代の変化に対応するため、スポーツ推進委員への指導を強化
する必要がある。

改善しながら継
続

生涯学習
課

2.学校教育の充実
（事業理解度調査結果:岩手県学習定
着度状況調査）
・H28目標/実績：
(小)91.0(中)81.9/(小)91.3(中)77.6
(体力・運動能力調査結果:体力合計
点の平均値80点満点)
・H28目標/実績：
(小)54.3(中)45.1/(小)55.6(中)45.7
(不登校出現率)
・H28目標/実績：
(小)0.18(中)1.60/(小)0.50(中)2.87
・指標に基づく評価
授業理解度と不登校出現率は県平均
値減、体力運動能力は全国平均以下
である。中学校進路未決定者は増加
傾向にある。
・成果と課題
事業の効率化を図る必要がある。

⑦学校施設・設備の充実
(教育用パソコン整備率)
・H28目標/実績：(小)100％(中)100％
/(小)100％(中)100％
(耐震化率)
・H28目標/実績：
・指標に基づく評価
各学校のパソコン教室に授業で1人1台使用で
きる環境を整備した。児童生徒の情報処理能
力は向上している。
・成果と課題
児童生徒の情報処理能力は向上している。今
後、コンピュータ更新の際には、コンピュータの
性能やデジタル機器について検討することによ
り、コストの減少を図る。

3.スポーツ・レクリエーションの振興
(スポーツ・レクリエーション参加延人
数)
・Ｈ28目標/実績：392,700人/401,818
人
・指標に基づく評価
人口減少値（７％）を加味した指標で
はあるが、目標を達成した。
・成果と課題
宮古運動公園が29年7月に再建される
ことにより、今後施設利用者が増加し
ていくことが想定される。推進体制、施
設整備の検証結果を目標値改善に反
映させ、施策の更なる振興を図る。

②指導者の育成・確保
(スポーツ推進委員の研修会参加者数)
・Ｈ28目標/実績：88人/84人
・指標に基づく評価
28年度は目標値を達成できなかったが、スポー
ツ推進委員の資質向上に寄与している。
・成果と課題
事業を継続し、知識・能力を向上させていく。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

380 リーダーバンク事業

指導者登録者数
・H28目標/実績：16人/16人
・総合評価
市民の生涯学習活動を活発にするため、推進体制の充実や効率的な
指導者情報の収集、事業の認知度を高める取り組みを実施していく必
要がある。

改善しながら継
続

生涯学習
課

381
スポーツ・レクリエー
ション活動支援事業

大会や教室の参加者数
・H28目標/実績：14.6%/13.2%
・総合評価
多くの市民がスポーツの重要性を認識している中で、スポーツ・レクリ
エーション活動に親しむ環境を提供することは、重要である。市民の満
足度、スポーツ実施率を高めるために、ニーズ把握や周知活動を工夫
していく必要がある。

改善しながら継
続

生涯学習
課

382
復興推進スポーツチャ
レンジ事業

スポーツ教室参加者数
・H28目標/実績：508名/281名
・総合評価
市民満足度を高めるため、ニーズを把握し、実施していく必要がある。

改善しながら継
続

生涯学習
課

383
総合型地域スポーツク
ラブ育成・普及事業

スポーツクラブ会員数
・H28目標/実績：1,200人/1,331人
・総合評価
既存クラブの会員数は着実に増加している。総合型地域スポーツクラ
ブは市内に2団体あることから、今後も情報の共有化を密にしていく必
要がある。

現状のまま継続
生涯学習
課

384
スポーツ選手育成強
化事業

全国大会参加者数
・H28目標/実績：37人/37人
・総合評価
各競技団体が強豪との練習試合や著名な方からの指導により、全国
大会等で上位の成績を収める者が増えてきている。競技力向上や選
手育成のため、今後も継続していく必要がある。

現状のまま継続
生涯学習
課

385
スポーツ少年団活動
支援事業

登録団体数
・H28目標/実績：42団体/43団体
・総合評価
少子化や人口減少により、団員数は減少しているが、青少年の健全な
育成に少年団活動は必要不可欠であることから、今後も継続していく
必要がある。

現状のまま継続
生涯学習
課

386
市民総合体育館施設
設備改修事業

利用者数
・H28目標/実績：127,700人/147,668人
・総合評価
今後検証される評価を、他のスポーツ施設における環境づくりに活か
していく必要がある。

現状のまま継続
生涯学習
課

3.スポーツ・レクリエーションの振興
(スポーツ・レクリエーション参加延人
数)
・Ｈ28目標/実績：392,700人/401,818
人
・指標に基づく評価
人口減少値（７％）を加味した指標で
はあるが、目標を達成した。
・成果と課題
宮古運動公園が29年7月に再建される
ことにより、今後施設利用者が増加し
ていくことが想定される。推進体制、施
設整備の検証結果を目標値改善に反
映させ、施策の更なる振興を図る。

②指導者の育成・確保
(スポーツ推進委員の研修会参加者数)
・Ｈ28目標/実績：88人/84人
・指標に基づく評価
28年度は目標値を達成できなかったが、スポー
ツ推進委員の資質向上に寄与している。
・成果と課題
事業を継続し、知識・能力を向上させていく。

③活動機会の提供
(各種大会等参加者数)
・Ｈ28目標/実績：7,700人/7,213人
・指標に基づく評価
事業中止等により、28年度実績は目標に達し
なかった。関係機関との連携を強化し、周知活
動を強化する。
・成果と課題
事業周知の拡充を図り、目標値達成に導く。

④選手の育成強化
(大規模な大会の成績)
・Ｈ28目標/実績：37人/37人
・指標に基づく評価
事業効果によって、目標指標が達成された。
・成果と課題
目標指標達成のため、長期的な視点に立ち支
援を継続していく。

⑤スポーツ環境の整備
(体育施設等利用者数)
・Ｈ28目標/実績：385,000人/394,605人
・指標に基づく評価
人口減少値（７％）を加味した指標ではあるが、
目標値を達成した。
・成果と課題
28年度以降、利用者数はさらに増加することが
想定される。目標値を改善しながら、その他ス
ポーツ施設の環境づくりへ、検証結果を反映さ
せていく。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

387 学校施設開放事業

利用者数
・H28目標/実績：142,000人/134,056人
・総合評価
生涯スポーツ推進と地域のコミュニティづくり促進のため、今後も継続
して活動の場を提供していく必要がある。

現状のまま継続
生涯学習
課

388
文化芸術による「心の
復興」事業

鑑賞者数
・H28目標/実績：2公演/2公演
・総合評価
仮設住宅の再編や災害公営住宅への転居等、被災者や地域住民の
生活環境が大きく変化する時期を迎えている。市民の心の復興を図る
には多くの時間を要することから、継続実施していくことが重要である。

改善しながら継
続

文化課

389 文化振興一般事業

岩手芸術祭巡回小・中学校美術展出展数
・H28目標/実績：300作品/328作品
・総合評価
毎年継続して美術展を開催することにより、学校や児童生徒の意欲的
な芸術文化活動につながることから、今後も継続的に実施する必要が
ある。

現状のまま継続 文化課

390 芸術文化協会補助金

協会加入団体数
・H28目標/実績：22団体/18団体
・総合評価
補助金は、市民文化祭の実施に係る経費に活用されいる。市民の文
化意識の高揚を図るため、今後も継続的に実施していく必要がある
が、会員の高齢化による活動の縮小化が課題となっている。

改善しながら継
続

文化課

391 郷土芸能団体補助金

加入団体数
・H28目標/実績：29団体/29団体
・総合評価
郷土芸能団体の伝承活動へ助成することで、過疎化や人口減少に
よって厳しい活動状況となっている団体の活動維持の一助となってい
る。地域のコミュニティを継続するためには、郷土芸能は不可欠である
ことから、今後も継続して実施していく必要がある。

現状のまま継続 文化課

392
市民文化会館管理事
業

市民文化会館稼働率
・H28目標/実績：86.7%/71.0%
・総合評価
稼働率や総入場者数は、震災以前の状況に徐々に戻りつつあるが、
さらに利用が活発化するよう、指定管理者と連携して分析と対策を実
施していく必要がある。

改善しながら継
続

文化課

4.文化の振興
(芸術・文化に関する市民満足度)
・H28目標/実績:－/－
・指標に基づく評価
被災地支援公演等は、大変好評であ
る。
復興事業に伴う埋蔵文化財調査を重
点施策として取り組んでいる中、事業
を継続して実施できたことは評価され
る。
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される（H30実施
予定）。
・成果と課題
市民の「心の復興」を図るため、市民
の芸術文化活動の活発化や、より優れ
た鑑賞事業の規格等が課題となる。
崎山貝塚縄文の森公園複合施設を新
たな文化財の保存や公開活用の拠点
となるような体制と運営計画の策定が
課題となる。

①芸術文化の推進
(市民文化会館利用者数)
・H28目標/実績:84,635人/59,545人
・指標に基づく評価
震災以前の利用状況にはまだ達していない
が、多くの施設利用が図られるよう指定管理者
と連携しながら会館運営をしていく。
・成果と課題
多くの施設利用が図られるように、優れた芸術
文化等の鑑賞事業や公演の企画、公演等の
PRや貸館の利用増に向けた対策が必要であ
る。

3.スポーツ・レクリエーションの振興
(スポーツ・レクリエーション参加延人
数)
・Ｈ28目標/実績：392,700人/401,818
人
・指標に基づく評価
人口減少値（７％）を加味した指標で
はあるが、目標を達成した。
・成果と課題
宮古運動公園が29年7月に再建される
ことにより、今後施設利用者が増加し
ていくことが想定される。推進体制、施
設整備の検証結果を目標値改善に反
映させ、施策の更なる振興を図る。

⑤スポーツ環境の整備
(体育施設等利用者数)
・Ｈ28目標/実績：385,000人/394,605人
・指標に基づく評価
人口減少値（７％）を加味した指標ではあるが、
目標値を達成した。
・成果と課題
28年度以降、利用者数はさらに増加することが
想定される。目標値を改善しながら、その他ス
ポーツ施設の環境づくりへ、検証結果を反映さ
せていく。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

393 文化財保護事業

指定文化財継承件数
・H28目標/実績：101件/101件
・総合評価
文化財への関心やニーズが高まっているため、文化財の継承者育成
や文化財の保存、修理に係る負担軽減等の対策を検討し、良好な状
態で保存、継承していく必要がある。

改善しながら継
続

文化課

394 埋蔵文化財調査事業

調査件数
・H28目標/実績：24件/24件
・総合評価
復興事業に伴う事前の調査を優先して実施してきたため、調査資料の
整理・発掘調査報告書に係る業務量が膨大になっている。資料整理
の外部委託や機器の導入など検討が必要である。

改善しながら継
続

文化課

395
崎山貝塚保存整備事
業

体験学習等参加者数
・H28目標/実績：8,000人/9,831人
・総合評価
崎山貝塚縄文の森公園及びミュージアムを拠点施設とし、縄文体験等
の事業や文化財公開活用事業を実施することにより、文化財の保護・
保存や活用、郷土の歴史や文化を学ぶ機会を創出することが出来る。
今後、市民のニーズに合ったような事業展開を検討していく必要があ
る。

改善しながら継
続

文化課

396 郷土芸能振興助成

団体への助成件数
・H28目標/実績：29件/20件
・総合評価
過疎化や人口減少により、活動困難な状況が続いているが、助成に
よって道具衣装の更新や修理に係る費用負担が軽減されており、活
動が継続されていることから、今後も継続して実施していく必要があ
る。

現状のまま継続 文化課

397 文化財公開活用事業

企画展・講演会参加者数
・H28目標/実績：2,000人/6,767人
・総合評価
文化財に対する関心と理解を高め、文化的資産の継承を促進するた
め、より学ぶ意欲にこたえていくような企画を検討、実施していく必要が
ある。
それぞれの企画への参加者を増加させるため、周知方法や内容の検
討が必要である。

改善しながら継
続

文化課

4.文化の振興
(芸術・文化に関する市民満足度)
・H28目標/実績:－/－
・指標に基づく評価
被災地支援公演等は、大変好評であ
る。
復興事業に伴う埋蔵文化財調査を重
点施策として取り組んでいる中、事業
を継続して実施できたことは評価され
る。
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される（H30実施
予定）。
・成果と課題
市民の「心の復興」を図るため、市民
の芸術文化活動の活発化や、より優れ
た鑑賞事業の規格等が課題となる。
崎山貝塚縄文の森公園複合施設を新
たな文化財の保存や公開活用の拠点
となるような体制と運営計画の策定が
課題となる。

②文化財の保護と活用
(崎山貝塚縄文の森ミュージアム及び北上山地
民俗資料館の利用者数)…a）
・H28目標/実績:9,500人/11,825人
(指定文化財継承件数)…b）
・H28目標/実績:122件/122件
(調査件数)…c）
・H28目標/実績:24件/24件
・指標に基づく評価
a）事業実施により利用者の増加につながって
いる。
b）文化財継承件数は維持されており、文化財
は適切に保存されている。
c）復興関連事業等に伴う事前の調査として24
件実施した。
・成果と課題
震災以降、埋蔵文化財等の調査業務は激増し
ているが、文化財公開活用事業を継続して実
施することができている。
平成28年度の複合施設開館に向けての体制
の構築や施設を活用した企画の立案、文化財
を適切に継承していくための保存方法の管理・
整備が課題である。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

398
北上山地民俗資料館
運営事業

企画展の来場者数・体験学習などへの参加者数・常設展の入館者数
・H28目標/実績：1,500人/1,994人
・総合評価
有形民俗文化財や地域の生活文化の推移に対する関心と理解を高
め、市民の学ぶ意欲に応えていくような企画や内容を検討し実施して
いく必要がある。

改善しながら継
続

文化課

399

③市史の継承
(市史の作成件数)
・H28目標/実績:16件/16件
・指標に基づく評価
震災対応事業に従事し大きく進展しないが、古
文書資料の収集・整理を進めた。
・成果と課題
資料を整理・保存することにより、地域の歴史
文化を継承しながら市民の郷土への理解や愛
着心の醸成が図られた。

市史編さん事業

市史及び資料目録など刊行物の件数
・H28目標/実績：16件/16件
・総合評価
旧来の建物が解体され、収集される資料は増加傾向にある。今後も継
続的に実施していく必要がある。

現状のまま継続 文化課

4.文化の振興
(芸術・文化に関する市民満足度)
・H28目標/実績:－/－
・指標に基づく評価
被災地支援公演等は、大変好評であ
る。
復興事業に伴う埋蔵文化財調査を重
点施策として取り組んでいる中、事業
を継続して実施できたことは評価され
る。
※市民意識調査の結果に基づく指標
であり、5年ごとに実施される（H30実施
予定）。
・成果と課題
市民の「心の復興」を図るため、市民
の芸術文化活動の活発化や、より優れ
た鑑賞事業の規格等が課題となる。
崎山貝塚縄文の森公園複合施設を新
たな文化財の保存や公開活用の拠点
となるような体制と運営計画の策定が
課題となる。

②文化財の保護と活用
(崎山貝塚縄文の森ミュージアム及び北上山地
民俗資料館の利用者数)…a）
・H28目標/実績:9,500人/11,825人
(指定文化財継承件数)…b）
・H28目標/実績:122件/122件
(調査件数)…c）
・H28目標/実績:24件/24件
・指標に基づく評価
a）事業実施により利用者の増加につながって
いる。
b）文化財継承件数は維持されており、文化財
は適切に保存されている。
c）復興関連事業等に伴う事前の調査として24
件実施した。
・成果と課題
震災以降、埋蔵文化財等の調査業務は激増し
ているが、文化財公開活用事業を継続して実
施することができている。
平成28年度の複合施設開館に向けての体制
の構築や施設を活用した企画の立案、文化財
を適切に継承していくための保存方法の管理・
整備が課題である。
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

400

1.行財政運営の効率化
(各基本事業の指標)
(システムの運用)
・H28目標/実績：48業務/48業務
(経常収支比率)
・H28目標/実績：－/90.8%
※H31時点で85.1%を目標とする。
(実質公債費比率)
・H28目標/実績：－/11.4%
※H31時点で10.5%以下を目標とする。
(財政調整基金残高)
・H28目標/実績：－/9,382百万円
※H31時点で2,535百万円を目標とす
る。
(職員数)
・H28目標/実績：629人/610人
・指標に基づく評価
システムの運用については、目標通り
実施している。また、経常収支比率の
適正化、公債費の抑制、財政調整基
金の確保が継続して進められている。
職員数については、目標値を上回る
削減が図られた。
・総合評価
各システムの適正な管理、制度改正へ
の迅速な対応を行うことで、事務の効
率化を図り、公債費の抑制や基金の
確保、施設の統廃合の推進などを実
施して、適正な行財政運営を図ってい
く必要がある。

①各システムの導入・運用
(システムの運用)
・H28目標/実績：48業務/48業務
・指標に基づく評価
目標通り運用できている。
・総合評価
多岐にわたるシステムの運用を安定して行うた
め、法・制度改正に対応したシステム改修やシ
ステム障害発生時の復旧対応などを、継続的
に実施していく必要がある。

戸籍コンピュータシス
テム事業

システム障害復旧率
・H28目標/実績：100%/100%
・総合評価
住民サービスの向上や経費削減につながることから、今後も継続して
運用、管理を行っていく必要がある。

現状のまま継続 企画課

401
総合行政ネットワーク
運用事業

システム障害復旧率
・H28目標/実績：100%/100%
・総合評価
秘密保持や改ざん防止につながることから、今後も継続して運用、管
理を行っていく必要がある。

現状のまま継続 企画課

402
住民情報システム運
用事業

システム障害復旧率
・H28目標/実績：100%/100%
・総合評価
各業務の効率化、省略化につながることから、今後も継続して適切な
運用、管理を行っていく必要がある。

現状のまま継続 企画課

Ⅶ　新しいまち
にふさわしい
行財政運営の
推進

施策の体系・評価（平成28年度事業）

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

1



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

403
財務会計システム運
用事業

システム障害復旧率
・H28目標/実績：100%/100%
・総合評価
予算編成、予算執行、財務運用管理等の業務効率向上につながるこ
とから、今後も継続して適切な運用、管理を行っていく必要がある。

現状のまま継続 企画課

404
庁内LANシステム運用
事業

システム障害復旧率
・H28目標/実績：100%/100%
・総合評価
日常的な業務の中で利用率が高いシステムであり、事務の効率化に
有効であるため、今後も継続して導入、運用を行っていく必要がある。

現状のまま継続 企画課

405
住民基本台帳ネット
ワーク運用事業

システム障害復旧率
・H28目標/実績：100%/100%
・総合評価
事務の効率化に有効であるため、今後も継続して導入、運用を行って
いく必要がある。

現状のまま継続 企画課

406

②行財政改革の推進
(経常収支比率)
・H28目標/実績：－/90.8%
※H31時点で85.1%を目標とする。
(実質公債費比率)
・H28目標/実績：－/11.4%
※H31時点で10.5%以下を目標とする。
(財政調整基金残高)
・H28目標/実績：－/9,382百万円
※H31時点で2,535百万円を目標とする。
(職員数)
・H28目標/実績：629人/610人
・指標に基づく評価
経常収支比率の適正化、公債費の抑制、財政
調整基金の確保が継続して進められている。
復旧復興業務にかかるマンパワーの確保が必
要である中、目標を上回る職員数の削減が図
られた。
・総合評価
今後も継続して、公債費の抑制や基金の確
保、施設の統廃合の推進などを実施して、適正
な行財政運営を図っていく必要がある。
しかし、復旧復興事業を迅速に進めるために
は、職員数の確保が当面の間必要である。

経常収支比率
実質公債費比率
財政調整基金残高
職員数

②行財政改革の推進
(経常収支比率)
・H28目標/実績：－/90.8%
※H31時点で85.1%を目標とする。
(実質公債費比率)
・H28目標/実績：－/11.4%
※H31時点で10.5%以下を目標とする。
(財政調整基金残高)
・H28目標/実績：－/9,382百万円
※H31時点で2,535百万円を目標とする。
(職員数)
・H28目標/実績：629人/610人
・指標に基づく評価
経常収支比率の適正化、公債費の抑制、財政調整基金の確保が継
続して進められている。復旧復興業務にかかるマンパワーの確保が必
要である中、目標を上回る職員数の削減が図られた。
・総合評価
今後も継続して、公債費の抑制や基金の確保、施設の統廃合の推進
などを実施して、適正な行財政運営を図っていく必要がある。
しかし、復旧復興事業を迅速に進めるためには、職員数の確保が当面
の間必要である。

現状のまま継続 財政課
総務課

Ⅶ　新しいまち
にふさわしい
行財政運営の
推進

2



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

407

2.市民との情報の共有
(各基本事業の指標)
(市民意識調査における市政への関心
度のうち「広報を読んでいる」割合)
・H28目標/実績:－/－
(ホームページ及びソーシャルメディア
のアクセス数)
・H28目標/実績:108万件/217万件
(市民意識調査における市政への関心
度のうち「市民の要望・苦情に応えて
いる」とする割合)
・H28目標/実績:－/－
(情報公開度のランク付けのための採
点(100点満点)
・H28目標/実績:－/－
・指標に基づく評価
概ね数値目標を達成しており、市民と
の情報の共有が図られ、公平で開か
れた行財政運営の推進に必要な、市
と市民の相互理解につながっている。
※市民意識調査の結果に基づく指標
としており、5年ごとに実施される（H30
実施予定）。
・成果と課題
複数の媒体による情報の発信、市民
が提言や要望を出しやすい環境づく
り、情報公開制度の適正な運用を行
い、市民との情報の共有が図られた。
情報の公開については、指標の見直
しが必要。

①広報の充実
(市民意識調査における市政への関心度のうち
「広報を読んでいる」割合)
・H28目標/実績:－/－
(ホームページ及びソーシャルメディアのアクセ
ス数)
・H28目標/実績:108万件/217万件
・指標に基づく評価
目標値を大きく上回っており、複数の媒体によ
る情報発信が市民との情報の共有につながっ
ている。
※市民意識調査の結果に基づく指標としてお
り、5年ごとに実施される（H30実施予定）。
・成果と課題
行政情報や地域の情報が広く市民に発信さ
れ、市民に届き、市民との情報の共有が図られ
た。

広報「みやこ」発行事
業

広報「みやこ」年間発行回数
・H28目標/実績：24回/24回
インターネットメディア発信媒体数
・H28目標/実績：4媒体/4媒体
・総合評価
月２回全戸に配布される広報紙の発行、インターネットメディアによる
情報発信は、広報の充実に必要であり有効である。
また、直営での編集は、効率的に発信内容の充実を図ることができる
ことから、現状のまま継続することが望ましい。

現状のまま継続 企画課

408
広報「宮古市教育委員
会だより」発行事業

発行回数
・H28目標/実績：2回/2回
・総合評価
教育委員会の取り組みや教育行政課題等について、広く市民に知っ
てもらうため、継続して取り組む必要がある。

改善しながら継
続

教育委員
会総務課

409
議会中継システム運
用事業

1日当たりの利用件数
・H28目標/実績：275人/258人
・総合評価
時間・場所にとらわれずに議会を視聴できることは、市民への情報提
供及び情報共有の促進につながる。今後も市民に開かれた議会のた
めに継続して実施していく必要がある。

現状のまま継続
議会事務
局

3



施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

410

②広聴の充実
(市民意識調査における市政への関心度のうち
「市民の要望・苦情に応えている」とする割合)
・H28目標/実績:－/－
・指標に基づく評価
平成25年度市民意識調査において目標値を
やや下回っているが（目標31.3%に対して、実績
29.0%）、市民の声が市に届き、共有され、市政
の改善につながっていると思われる。
※市民意識調査の結果に基づく指標としてお
り、5年ごとに実施される（H30実施予定）。
・成果と課題
「市長への手紙」や要望書を随時受け付け、市
民の声の把握に努めた。震災後に「おばんで
す市役所です」など休止している取り組みがあ
り、今後のあり方について検討する必要があ
る。

広聴事務

提言、要望のうち施策等に反映された割合
・H28目標/実績：50%/49.0%
・総合評価
市民の声を広く聞き、市政に反映させることができることから、現状を維
持することが望ましい。

改善しながら継
続

企画課

411

③情報の公開
(情報公開度のランク付けのための採点(100点
満点)）
・H28目標/実績：－/－
・指標に基づく評価
第三者からも分かる客観的な指標の設定を検
討する必要がある。
※市民意識調査の結果に基づく指標としてお
り、5年ごとに実施される（H30実施予定）。
・総合評価
市民に広く情報を公開することは重要であり、
知る権利を定めた条例を含め、積極的に行政
情報を公開する本事業は極めて有効であるが
第三者からも分かる客観的な指標の設定を検
討する必要がある。

情報公開事業

情報公開度のランク付けのための採点(100点満点)
・H28目標/実績：－/－
※市民意識調査の結果に基づく指標としており、5年ごとに実施される
（H30実施予定）。
・総合評価
市民の知る権利を尊重し、情報公開制度を適正に運用し、引き続き市
民の知りたい情報を公開していくことが必要であるが、評価の方法に
ついては見直しが必要と思われる。 改善しながら継

続
総務課

412

3.行政の質的向上
（研修に参加した職員数）
・H28目標/実績：525人/342人
・指標に基づく評価
目標値の70%程の達成状況であること
から、周知方法等について改善が必
要である。
・総合評価
職員の資質向上のため、広く研修の
機会を確保することは重要であり、周
知に努めたが、目標に達しなかったこ
とから、周知方法や研修科目の選定、
職員への働きかけ等見直しを図る必
要がある。

①職員研修の充実
(研修に参加した職員数)
・H28目標/実績：525人/342人
・指標に基づく評価
目標値の70%程の達成状況であることから、周
知方法等について改善が必要である。
・総合評価
 職員の資質向上のため、広く研修の機会を確
保することは重要であり、周知に努めたが、目
標に達しなかったことから、周知方法や研修科
目の選定、職員への働きかけ等見直しを図る
必要がある。

職員研修事業

研修に参加した職員数
・H28目標/実績：525人/342人
・総合評価
職員の資質向上のため、広く研修の機会を確保することは重要であ
り、周知に努めたが、目標に達しなかったことから、周知方法や研修科
目の選定、職員への働きかけ等見直しを図る必要がある。

改善しながら継
続

総務課
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施策 基本事業

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

事業名称

　　　　　　(目標指標)
　　　　 　　　・目標値/実績値

　　　　　　　　　・指標に基づく評価
　　　　　・成果と課題

総合評価

基本施策

事務事業

担当課
名

評価 評価 評価

413

4.民間活力の活用
(各基本事業の指標)
(指定管理を実施している公の施設数)
・H28目標/実績：126件/116件
(PFI導入実施数)
・H28目標/実績：1事業/1事業
・指標に基づく評価
目標値には届いていないが、概ね良
好である。
・総合評価
可能な限り指定管理を実施している
が、各施設の事情により、実施できな
いところがあるため、その点の解決に
努める必要がある。
また、PFIを導入したことで、事業の迅
速化・コスト縮減・民間の知識経験活
用・建設と維持管理が図られた。（浄化
槽整備事業はH28終了）

①アウトソーソングの推進
(指定管理を実施している公の施設数)
・H28目標/実績：126件/116件
・指標に基づく評価
目標値には届いていないが、概ね良好である。
・総合評価
可能な限り指定管理を実施しているが、各施設
の事情により、実施できないところがあるため、
その点の解決に努める必要がある。

施設管理運営委託

指定管理を実施して
いる公の施設数
・H28目標/実績：126件/116件
・総合評価
公の施設の特性等によって、民間活力を活用し管理すべき施設また
は直営で管理すべき施設をより明確な基準により区分する必要がある
ことから、現行の運用指針の検証が必要である。
併せて、指定管理者制度を導入すべき施設については、公募する場
合と非公募とする場合の基準も検証する必要がある。

改善しながら継
続

総務課
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